
        
            
                
            
        

    

































二度目の勇者は復讐の道を嗤い歩む 6




～魔慕の現人霊～








木塚ネロ





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　目次









プロローグ

第一章　帰還者、記憶を失くす

第二章　残された者たち

間章　痴人の夢

第三章　戻りきらない日常

第四章　歯車の落ちる音

第五章　変わらない世界と、再び堕ちる

終章　故郷を捨てる

エピローグ




















プロローグ






　あぁ、本当にこの世界は性格が悪いと思い知りました。

　兄様には舞まいの可愛かわいくて綺き麗れいな姿だけを見せたくて努力してきたのに。

　穏やかな日々の中で、ずっと兄様といられればそれだけでよかったのに。




　でもきっと、これもいい。




　だってもう、舞には兄様しか残ってない。




　初めて浴びた返り血は、何かとても空っぽで、それでも、肌が灼やけるように熱くて。

　人の道から外れていても、倫理と道徳を踏みつけにしても、穏やかな日々とは無縁でも。

　舞が兄様のそばにいることができて、大切なものを踏みにじった相手を殺せるなら。




　たとえそれで、死んで地獄に落ちるとしても。

　どうせこのまま一人で生きるのと何も変わらないから。










　きっと、僕は地獄に落ちる。

　だけど、それでも僕は構わない。

　大切なものは何もかも奪われてしまったから。




　愛してる。愛してた。




　だけど、愛した君も、君が大切にした子のことも、僕は守れなかったから。




　戻ってきた大切な友人のように、僕もまた、壊れたまま治る道を選ぶ。




　僕も壊れたまま治ってしまわなければ、死んでしまうと思うから。




　何もなさずに死ぬ前に、全ての仇かたきを連れて死ぬから。




　復ふく讐しゅうだけが、僕に残された君たちとの最後の繋つながりだから。






第一章　帰還者、記憶を失くす






『……るな。忘……な。傷……も、刻ん……誓……も』

　遠く、誰かの声が聞こえる。

　暗い沼の底から這はい出した鬼のような声がする。

　その声は不鮮明で、何を話しているかも分からないのに。

　ただ暴れまわる激情だけがどうしようもなく伝わってきて。

　俺はその声に後ろ髪を引かれるようにして、眠りから覚めていった。

「んぅ、んぐぅ…………」

　目が覚めると、クリーム色をした天井が見えた。

「ここ、どこだ……？　っ、頭いてぇ……」

　ズーンと、寝すぎた後のように頭が重い。

　部屋は個室で他に人の気配はなく、ピッピッピッと電子音だけが響いている。

　場所は明らかに病室だった。だが、どうして自分が病室のベッドで寝ているのか分からない。

「ええっと、昨日は日直だったから早めに学校に行って……、健けん太たと末すえ彦ひこと駄だ弁べりながら、悠ゆう斗とが彼女に会いに上級生の階に行くのにブーイングして……、それから……」

　それから？　それから何があったんだっけか。思い出せない。

「失礼しま、!?　目を覚まされてっ？　先生ッ、せんせーいっ!!」

　と、部屋に入ってきた若い看護師が俺を見て慌てて駆け出していってしまった。

　一人ぽつんと病室に残され、『おいおいそれでいいのか看護師』という不安と、続いて『ドラマみたいだな』なんて感想が湧き上がってくる。

　特に何をすればいいのかも分からず、とりあえずぼんやりと待っていると、しばらくして何か凄そうなお医者様がやってくる。

「おおっ、おはようございます。ひとまず診察をさせていただいていいですか？」

「え、あ、はい」

　状況もよく分からないまま、いくつかの質問に答えを返していく。

　診察のために入院着を上半身だけ脱いだ時は、傷跡だらけの自分の体を見てびっくりした。

（な、なんだ？　何が起こってるんだ？）

　必死に何でもないフリをしてたが、一人だったら『なんじゃこりゃ』と叫んでただろう。

　痛々しく見えるが、痛みがないのがせめてもの救いだった。

「───……はい、どうやら問題なさそうだね。あと二、三日検査も兼ねて入院してもらうことになると思いますが、一番深かった肩口の傷も綺き麗れいに塞ふさがっている。後遺症もなさそうだ」

　ペンライトで瞳の奥を見られたり、指示に従って腕を動かしたり、聴診器でペタペタされたりして、やがて診察が終わる。

「それで、あの、先生？　実は俺、なんでここにいるのかよく分かってないんですが……、交通事故？　とかですかね？」

　体中の傷跡も、何があったのか思い出せないのも、車に撥はねられたアニメやドラマの登場人物がよく陥る展開だ。まぁ体の感覚は快調だし、そんなに大変なこともないだろう。

　と、そんなことを考えて軽く尋ねた質問には、予想外の反応が返ってきた。

「「「…………」」」

（え、なにこの空気。超重いんですけど）

　お医者様は困ったように他の先生や看護師と顔を見合わせると、一つ頷うなずいてからこちらを向いた。

「宇う景けいさん、質問ですが、直前の記憶はどこまで覚えていますか？」

「え、えっと、学校で一時間目が始まる前に友人と話してたあたりまで……」

「それが何年の何月何日にあったことか、分かりますか？」

「二〇一五年の、六月八日です」

　自分の部屋のカレンダーを思い出しながらそう答える。

　答えを聞いたお医者様は、またしても視線で周囲とやり取りをしてから神妙な顔で話し始めた。

「……宇景さん、落ち着いて聞いてください。今は二〇一六年の十月十三日です」

「……はい？　えっと、え？　いやいやいや」

「信じられないかもしれませんが、本当のことです」

「それじゃあ何ですか、あれですか、一年以上記憶を失くしたってことですか？　イヤイヤイヤイヤ、…………それともまさか、何かの事故で植物状態だったとか？」

　っていうかいやいや、どっちもそんな漫画みたいな話って、いやいやいやいやいや。

　混乱した頭で聞き返すと、お医者様はフルフルと首を振った。

「あなたがここに運び込まれてから今日でちょうど十日になります」

「あ、ぁあ、そりゃそうか、一年以上寝てたとかだったら、もっと衰弱してるはず……、……、……んっと、つまり、えっと、やっぱり一年分以上の記憶が飛んでるってことですか、これ。日付間違えたとかじゃなくて？」

「端的に申し上げると、その可能性が高そうですね」

「え、えぇ……、い、一年……」

　え、うそ、マジで？

　いや、一年寝たきりじゃないだけマシだけど、一年以上の記憶が消えてるのもヤベェよ。

　だって、一年分って、今は三年生ってことだよな、ということはだよ、受験だよね？

　だとするとセンター試験まであと三ヶ月ぐらいか？　えぇえ……。

「おそらくは一時的なものと考えられますが、まずは頭部のＭＲＩを撮りましょう。では別室に」

「あ、は、はい」

　さすがに動揺を隠せないままだったが、お医者様に促されるようにベッドを下りた時だった。




「兄様ッ!!　っ、い、いたい……」




　ダンッ、と勢いよく開いた扉がゴムパッドで跳ね返って、入ってこようとした人物の体を挟む。

「おいっ、大丈夫かっ!?　って、おおっと」

　けれど、挟まってぶつけた肩を押さえ、よろめきながらも俺のもとまでやってくる。

「……兄様、目を開けて、夢じゃない、……夢じゃない。ここにいます、生きてる、生きてます」

「お、おいっ、落ち着けって、ちょっ、わははっ、くすぐったいからっ!?」

　慌てて駆け寄ってきた舞まいが、縋すがりつくように抱きついてくる。

　何度も何度も確かめるようにペタペタと体を触って、今にも泣きだしそうな顔の舞。

　舞のこんな顔を見たのはいつ以来だろうか。

（……、んぅ、な、なんだ、これ）

　その顔を見た途端、胸を締めつけるような感情が湧き上がってくる。

「兄様……、兄様……、ううっ、ひっぐっ、ひぐ……」

　舞の姿を見て、本当に一年以上経ってるのだと実感する。

　昨日の夜、じゃなくて、最後に見た時より少し髪が伸びて、顔つきも大人びて見える。

　けれど、泣きじゃくって抱きついてくる姿は、子供の頃から俺が見てきた姿と変わらない。

「舞……、はは、悪いな、大分心配させたみたいで」

　俺は自分の中に湧き上がってくる不思議な感情を抑え込んで声を掛けた。

　泣いた舞をこうして慰めるのは昔から俺の役目だ。

　ポンポンと頭を撫なでながら、舞が落ち着くまでしばらくそうしていた。

「それじゃ、ちょっと待っててくれ、これから検査があるみたいだから」

「妹さんは別室にお願いします。少しお話もありますので……」

「っ、……っ、分かり、ました」

　部屋を出て通路の途中で舞と別れて、看護師さんに先導されてリノリウムの床を歩く。

「妹さん、とても心配されていたんですよ。学校が終わると毎日面会時間いっぱいそばに……、って、宇景さんッ!?　どうされました？」

　情けない姿を見せられるかと、兄の意地で必死にこらえていた涙が流れた。

「え……、いや、すみません。何か分かんないんすけど、なんか、胸がいっぱいで……」

「ふふっ、今時珍しいぐらいに兄妹きょうだい仲がいいんですね」

「あぁ、はい、そうなんです、そうなんですけど……」

　この程度で泣いてしまうなんて不思議だった。いや、妹にあれだけ心配されて嬉うれしくないわけはない。だけど、それで泣いてしまうとか、こんな様子だと健太あたりにまたシスコンだなんだと馬鹿にされてしまいそうだ。

　俺は涙を拭ぬぐって検査室へと歩いていった。

　そんな風に馬鹿にされる日が来ないことを、まだ知らないままに。







　検査が終わって別室へと戻ってくると、部屋の中には舞と、それから着古したこげ茶のスーツを着た中年太りの男と、ピシッとした黒いスーツの中肉中背の男性がいた。

　この人たちも病院の関係者なのだろうか。

「……先生、兄様は、兄様は大丈夫でしたか？」

　舞は椅子から立ち上がって近寄ってくると、ソワソワと不安そうに言う。

「大丈夫です。ひとまず、脳への異常は見受けられませんでした。ご安心ください」

「落ち着けって、兄さん大丈夫だから。むしろなんか体の調子いいくらいだし」

「……本当に？　大丈夫ですか？　兄様、嘘うそついてたりしませんよね？　もともとスポンジのようにスカスカの頭が、ピーマンレベルに退化してたりしませんよね」

　不安が消えないらしい舞は離れることなく服の裾を掴つかんで離さない。子供の時からの舞の癖だ。

　そのくせいつも通りの罵ば倒とうが出るあたりは、その出所を知っている身としてはいかんともしがたいところがある。まぁ可愛かわいいので文句なんて言わないけれども。むしろ全て許すけども。

（というか、今日は平日みたいだけど学校はいいのか、舞。まだ昼だよ？）

　学校を早退してきたのだろうか、そこまでしなくてもいいんだけど……。

　当然、心配されて嬉しいから口にしたりはしないけどなっ。言ったら舞が拗すねちゃうしねっ。

「やぁやぁ、ちょっとよろしいですかね？　ワタクシ、飯塚署の宮みや川がわと申します」

「大おお西にしです、よろしくお願いします」

　と、やや強引に割り込んできた宮川と名乗った中年男性と、その隣で大西と名乗ったもう一人の男の人が警察手帳を見せた。

「？　刑事さんですか？」

「はい。いくつかお聞きしたいことがありましてねぇ。実は……」

「宮川さん、彼はまだ当病院の患者です。状況が状況ですのでこの場に同席することを拒否はしませんが、強引な真似は控えてください」

「おおっと、分かりました分かりました、確かに勇み足でした。だからそう怖い顔しないで。いやぁ、怒られちゃったよ大西くん」

「当たり前です、まったく……」

　肩をすくめて軽く笑う宮川さんに大西さんがため息をつく。

「あの、いったい何が……？」

「宇景さん、ひとまず席にお掛けください。そのことでもお伝えすることがありますから」

「は、はぁ」

　促されるまま全員がテーブルの席に着くと、看護師さんがお茶を出してくれた。

　そして一息ついた後、お医者様は話し始めた。

「主な外傷については、生活に支障がない程度まで回復しています。一番傷の深かった両側の肩口もほぼ完治と言っていいですし、四肢の痺しびれもなさそうですので、念のため二、三日様子を見たら退院してもらって問題ないでしょう」

「そうですか。それでその、記憶についてなんですが……」

　俺は今のところ一番の心配事を口にする。

「ＭＲＩでの再検査の結果、脳への障害は見られませんでした。記憶障害については、おそらくは精神的なものだと考えられます」

「あの、それでその、結局どのくらいすれば記憶は戻るもんなんでしょうか。やっぱり受験のこととか考えると……、そのいろいろと……」

　記憶が戻らないといろいろ今後がギリギリになるよね。下手すれば受験失敗しかねないですよね。

「受験？　あっはっはっ！　そんなのは気にしなくても大丈夫ですよ」

「宮川さんっ、これ以上そんな態度を取り続けるなら退室してもらいますよっ」

「……宮川さん、さすがに言いすぎです」

「おや、これは申し訳ない。どうにも口が過ぎる質たちでして」

「…………ええっと、いったいどういう？」

　肩をすくめる宮川さんとそれを窘たしなめるお医者様と大西さんに、漠然とした不安が湧き上がる。

　心配してくれているのか、舞に掴まれたままの服の裾がキュッと引っ張られる。

「宇景さん、心を落ち着けて聞いてください。まず一つ、既にお話ししましたが、宇景さんがこの病院に入院されたのは十日前です。市内の学園から救急要請があり、全身に多数の裂傷、これは切り傷のことですね。それから両方の肩口に深い刺し傷を負った状態で搬送されてきました」

「学校？　なんでそんな状態に……？　えっと、あの、もしかして、事故とかじゃないんですか？」

　ここまでくるとさすがにいろいろと察しがついてくる。

　というか、刑事さんが同席している時点で普通じゃない。

「ここからは私が説明を引き継ぎましょうかね。お医者様が説明するような話じゃありませんし」

　宮川さんが湯ゆ呑のみに入ったお茶に口をつけてから話し始めた。

「まずは結論から言いますとねぇ、宇景さん、あなた、一年以上失踪扱いになっていたんですよ。先程受験の心配をする必要がないと言ったのは、そもそも進級していないので受験は来年になりますからねぇ、あっはっは。まぁ、すでに今年の進級の単位も厳しいんじゃないかと思いますが」

「………はい？」

　そして、俺の耳には予想通り不穏なセリフが届いていた。

　ひとまず、俺の聞きたいこととしては一つだ。

「……えっと、マジで？　大学浪人どころか留年ですか？」

「そういうことですなぁ、ハッハッハッ」

　豪快に笑う宮川さんに、慈悲はなかった。

　そして、宮川さんは笑みを消し、話を先へと進める。

「二〇一五年の六月八日、市内の富士宮高等学園で集団失踪が起きました。授業には多少早い時間だったようですが、教師や生徒を含めておよそ二百人弱の人間が突如として消えたんですよ」

「集団失踪？　うちの学校で？」

「そうです。さすがにこの規模での集団失踪など、過去に例がありませんでしてね。しかも、奇怪なことに失踪しなかった残りの四百人弱の生徒や教師、学園関係者のほとんどがおかしな光景を見たと言っている。なんでも、光を放つ一メートルくらいの魔法陣がいくつも現れて、その魔法陣の中にいた人物が粒子になって消えたそうなんですわ」

「……えっと、漫画かアニメの話で？」

「そうそう、そんな感じでねぇ。残された生徒が撮っていた携帯の動画を見た時は新手の映画の宣伝だと思いましたよ」

　宮川さんは続いて「だというのに」と芝居がかった様子でため息をつく。

「どれだけ調べても何が起こったか分からない。それだけの人間が消えてるっていうのに、いなくなった人間の手掛かりさえも見つからない。そんな時に現れたのがあなたです。ここまで話せば大体の予想もつくでしょうがね、その失踪者リストの中にはあなたの名前もあったわけです。事件に関わった中で唯一の帰還者。それも消えた時と同じく、授業中の教室に突然現れた光の魔法陣から現れたっていうじゃないですか。オジサンのロートル脳にはもう何が何だか」

「…………」

「なぁあんた、本当に何も覚えちゃいないんですか？　捜査が始まってもう一年になる。あんたから有力な手掛かりを得られなきゃ、捜査の打ち切りなんてことにもなりかねないんだっ」

　一年以上もの間、俺が失踪していた？

　学園で集団失踪？　魔法陣の中で粒子に変わっていく？

　あまりに非現実的な話に、頭が上う手まく言葉を理解しない。

　いったい何を話しているんだと、言葉が上滑りして実感を得られないまま零こぼれ落ちていく。

　そんな俺にイラついたように、宮川さんの語気が荒くなる。

「黙っていないで何とか言ってくださいませんかっ。失踪者リストの中にはご友人の木き田だ健太さんや伊い藤とう末彦さんもいらっしゃるんですよっ！」

「……っ、そんなっ、二人がっ!?」

　どこかぼんやりとしていた話の輪郭に、その二つの名前だけは、脳裏に突き刺さるように響いて聞こえた。

「どうしてアンタだけが戻ってきたっ、いやっ、どうやって戻ってこられたんだっ！　一緒に消えた他の連中はいったい今どこにいるっ!!」

「ちょっと、宮川さんっ」

　再びお医者様の叱しっ責せきが飛ぶが、宮川さんは止まらない。

「うるさいっ、このままじゃ百八十六人もの人間が行方知れずのまま、真相は闇の中だっ！　この一年と四ヶ月の間に、いったいなにがあったん……っ」

　ガシャンッ!!　と部屋の中で大きな音が響く。

「……帰れ、兄様に集たかるな、醜いのはその突き出た腹だけにして。餌を漁あさるだけの口なら口の中を埋めておけばいい」

　響いた音は部屋のパイプ椅子が床に倒れる音だった。

　それを行った舞の顔に陰が差し、その視線に険が宿る。

（あ、これはヤバい。ガチギレ寸前だよ）

　うちの女衆はその大人しげな見た目とは裏腹に猛毒持ちだ。

　普段から気軽に毒を吐くが、龍の尾を踏んだ相手には徹底的に牙を剥むく。

　特に舞は優しい子だから、家族や友達に害があると思うと警戒心からより一層言葉の毒が強烈になる。

「舞、落ち着け。俺なら大丈……」

「上手く受け止めきれないなら兄様は黙っていてください。酸素を無駄にするのは、舞、感心いたしません」

「お、おうふ」

　妹にバッサリと切り裂かれました。いつものことだけども、今日はなぜかやたらと胸に刺さる。

　しかし、信じられない話ばかりを聞かされて頭の中が一杯一杯だったので、いつもの日常が戻ってきたような感じがしてなんとなくホッとしてしまった。

「宮川さん、気持ちは分からなくもないですが、これ以上は担当医師として面会の許可はできません。本日はお引き取りを」

「宮川さん、出直しましょう。やりすぎです」

「……失礼しました。ですが、これだけは覚えていてほしい。君のその失なくした記憶の中には、行方不明となった百八十六人を救う手掛かりがあるはずなんですよ。大変でしょうが、どうか、欠片かけらでもいい。思い出したことがあれば教えてほしい」

　一度考え込むように目を瞑つむった宮川さんは、重く響く声でそう話した。

「……分かりました、その時は必ず伝えます」

「よろしくお願いします」

　宮川さんと大西さんはパイプ椅子から立ち上がると、最後に深く頭を下げて部屋を出ていった。
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「……宮川さん、本当に勘弁してくださいよ。そりゃ、気持ちが分からないわけじゃないですが、先月の事件のこともあります。対応を間違えればまた世論が騒ぎ出しますよ」

「あいあい、分かってますって。本当に記憶がないのか確かめたかっただけですよ」

　病院から出た後、宮川さんは僕にそう言って軽く肩をすくめた。

「一年以上騒がれ続けて、それでも手掛かり一つ掴めなかった事件ですが……、やはり睨にらんだ通りに宇景の一家だけがこの事件において異質だ。集団失踪が起こった中心地にいた長男、同日に転落死することになった両親、失踪した叔母と祖母、学校とは別の場所で同様の現象に巻き込まれそうになりながらも逃れた長女。こりゃもう、何かあると言ってるようなもんでしょう」

「それはまぁ……、こうして一人だけ戻ってきてるわけですし、何もないとは言い切れませんけれど……。とはいえ、一つ一つは偶然と呼べる範はん疇ちゅうですよ？　最後の妹さんが巻き込まれかけたっていう話は裏付けもありませんし。………とにかく、派手なことはしないようにしてください。ただでさえ『無能な警察の怠慢』だなんて言われて世間の目が厳しいって時なんですから」

「はっはっはっ、そりゃ無能扱いも仕方がないよ大西くん。実際、私たちは大した進展もないまま、時間を過ごしてきてしまいましたからねぇ」

　ため息をつく私に、気にした様子もなく呵か呵かとばかり笑う。

　しかし、私の気はあまり晴れない。そうでなくとも、私個人としては宇景兄妹に同情していた。

　彼らはどうやっても被害者なのだから、できることならそっとしておいてあげたい気持ちもある。

「さて、一気に解決が図れないとなると、まずは大掃除からですか。彼にはひとまず、良い生き餌になってもらうのがいいでしょうねぇ」

「…………、そういう危ない橋を渡らずに済ますために、公安まで出張って草刈りを行っているんですから、思っていても口にしないでくださいよ」

　前代未聞の警察の不祥事。

　死人まで出すことになり、日本の警察の信頼を地に落とした事件。

　注目度が高すぎたせいで隠いん蔽ぺいすらできなかった警察は、これ以上、失踪事件に関わる失態を世間に晒さらすことはできないと躍起になっている。

「ハハハッ、無理に決まっているでしょう。草なんてものはいくら刈り取っても、根が生き残っている限りすぐに生えてくるもんです」

「……とにかく、非難の的になりかねないことはやめてください、お目付け役の僕まで怒られるんですから」

「そりゃあ申し訳ない。ですがね、そう心配しなくても何かがあれば切り捨てられる覚悟は出来てますよ」

「宮川さんっ!!」

「ハッハッハッ」

　ったくこの人は。

　こんな調子だから切れ者なのに上から睨まれることになるんだ。

「それはそうと大西くん、あの噂うわさ、どう思います？　もし噂の通りなら、彼はどこから帰ってきたんですかねえ」

「噂って、まさか例のアレですか？」

　一連の事件の目的だと言われている、普通なら一笑に付されてしまうような与太話。

　消えた人物は異世界に召喚されたのではないか。ある映像を見た一般人から出た風説。

「まぁ、正直まさかと考えてしまいたくはなりますね。今回は映像はありませんが、代わりにファンタジックな装いなんて後に残るものまで出てきましたから」

「大西くん、私はどうにも頭が固い人間でね。私はいくらあんな映像を見せられても、彼が現れた時に着ていた服装を見ても、どうしてもオカルトチックな話は信じられなかったんですが……、今日の彼を見てあり得るかもしれないと思ってしまいましたよ」

　どこか余裕綽しゃく々しゃくとした様子を崩さなかった宮川さんが、その時だけは実に弱った表情を見せた。

「いったい彼は、失踪している間にどんな生活を送っていたんでしょうねぇ。丸腰の相手に殺されるなんて恐怖を抱いたのはいつ以来ですかね」

「…………」

　そう言って禁煙中の宮川さんは、咥くわえた煙草に火をつけた。

　まさか、彼は子供ですよと笑い飛ばせなかったのは、自分もその感覚に覚えがあったからだ。

　……山で猟師をしていた父と、手負いの熊に遭遇した時と同じような震えを、私は感じていた。
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　刑事さんたちが立ち去った後、お医者様は改めて『前まえ野の浩こう一いち』と名乗った。

　今後の治療方針について前野先生と軽く話した後は、割り当てられた病室へと案内された。

　個室へと案内してくれた付き添いの看護師さんも早々に部屋を後にして、部屋には俺と舞の二人きりになる。

「……まさか、留年してるとはなぁ」

　何から話せばいいか分からず、俺はそんな言葉を呟つぶやいた。

　一年以上の記憶喪失、魔法陣に粒子と消えた集団失踪、そして、一人だけ戻ってきたらしい自分。

「一年、一年かぁ……。さすがに長いな」

　時間を置いたせいか、理解しがたい現実が実感を持ち始めていく。

　あり得ないと、聞いた話を受け入れなかった理性に、ジワジワと染みこんでいく。

「……なぁ、舞。本当に、健太や末彦はいなくなっちまったのか？」

　それでも俺は、この期に及んで『全部冗談でした』なんて言葉を期待しながら問いかける。けれど、舞は家族にしか分からないぐらい少しだけ悲しげに目尻を下げて、フルフルと首を振った。

「……舞の知ってる兄様の知り合いで、居場所が分かってるのは悠斗さんだけです」

「！　悠斗は無事なのかっ!?」

「珍しくて大きな事件だから、公開捜査になってる。学校から消えた人たちの一覧も見られる」

　バッグからスマホを取り出した舞が、細い指で画面をしばらく操作する。

「これを……」

　手渡されたスマホの液晶に映っているのは警察のホームページのようだった。

　情報を求める但ただし書がきの下に簡素にまとめられたリストを下へとスクロールしていく。

　そのリストには、はっきりと『伊藤末彦』『木田健太』と、俺の親友達の名前が載せられていた。

　それだけじゃない、俺の記憶にあるクラスメイトのほとんどがそのリストに記載されている。

「なんで……、こんな……」

　思わず漏れ出た拒絶の声に意味はない。

　そこにあるのはただの文字の羅列で、なのに、それを眺めているだけで胸がジクジクと痛む。

　耳の奥で、あの刑事さんが言っていた言葉が反はん芻すうされる。

　思い出せない空白の中に、彼らを見つける手立てがあるのか。

（何かがあったんだ。どうして俺は何も覚えてない……。くそっ、俺は何を……）

　しかし、何かを思い出そうとすると、ドンドンと泥沼に嵌はまり込んでいってしまうような感覚ばかりが強くなる。

　焦燥にも似た喪失感は心の内で俺の不安を煽あおり、ドクドクと血を巡らせていく。

「……兄様、もう寝てください。その落ちぶれた薄汚いドブネズミのような顔色を舞はこれ以上見るに堪えません」

　ヨヨヨ、と泣いたフリをしながら、我が妹様は機敏な動きで俺の手からスマホを奪い取る。

　記憶通りの話し方で、いつも通りの俺への気遣いで。けど、確かに思い出の中の舞よりも成長した姿に違和感が浮き彫りになる。

　俺が知らない時間がある。俺が忘れた時間が過ぎている。

　消え去った虚うつろの奥底に、なにか、何か大切な想いを……。

「……っ！」

　頭痛がした。

　ひどい頭痛だ。ガンガンと鳴り響いて、皮膚と骨の間を炎が焼くような痛みが走る。

「いいから、今日は寝てください兄様。あまり無茶をすると、元からの凡庸な顔が本当に舞以外には二目と見られない造形に歪ゆがんでしまいます。この妹、それはとても忍びなく思います」

「あぁ、そうする。悪いな、心配させて」

　意識するとドッと疲れが湧き上がってきて、眠気が襲ってきた。

　まだ夕方と言っていい時間だが、あまり耐えられそうにもない。

　いろいろ考えるのは後にしようか。

　そう考えて、俺がベッドに体を横たえると、舞がそっと布団を掛けてくれた。

　うむうむ、たまには病院も悪いもんじゃない。妹の愛を感じますな。

　口に出したら耳をひねり上げられそうだから言う気はないけどね。

「……不出来な兄様を矯正するのは、舞のお役目だからいいのです。だから、もう、これ以上……」

「？　ま、い……？」

　舞は珍しく開いた口を曖昧に閉じる。

　少し気になったが、俺は布団の暖かさに耐えきれず、瞼まぶたを閉じた。
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「僕のせいだ。ひっぐ、僕のせいだ……」

　部屋の隅で、小さな子供が泣いていた。

　いや、泣いていたのは子供じゃない、俺だった。

「ごめんなさい、ごめんなさい……」

　昔の、古い夢だ。俺の脳裏に焼きついた、ちょっとした古くて苦い記憶。

　父さんと母さんは仕事で家を空け、家には小学生になったばかりの俺と舞だけしかいなかった。

　病弱だった舞はあまり家の外に出られずにいて、その日も朝に少しだけ熱が出て家で寝ていた。

『舞、何かしてほしいことないか？　そうだ、絵本を読んであげようか』

『絵本は、いい。それより、おてて、つないでほしい』

『そんなことなら、いくらでも』

　熱を帯びて湿った手のひらに、惚ほうけて見える表情。

『おてて、あったかい……』

『他には？　何かしてほしいことはないか？』

『別にいい……。何もしなくていいから……、にい、さま、そばにいて……。寂しいの、やだ』

『分かった、うん、ずっとこうしてる』

　弱ると素直になってひどく甘えたがりになる舞。

　その手を握っていると、次第にうとうとと寝入っていった。

　寂しがりやの妹のことが、俺は可愛くて仕方がなかった。でも、いつもは舞が体調を崩すと父さんか母さんが舞のそばについている。

　けど、その二人は今はいなくて。

　妹の面倒を見られる大人な自分に酔っていた。

　捻ひねくれた態度ばかりの妹が、素直に甘えてくるのが心地よかった。

　病気で弱った妹に、妹が頼れるのは自分だけという状況に、優越感めいた独占欲すら感じていた。

　あの頃から俺は間違えてばかりだった。

　何が一番大切なことなのか、自分の想いさえ定かにできなくて。

　だから、寝ている妹を置いて、俺は外に出た。舞が好きなリンゴのゼリーを買いに、数枚の硬貨を握りしめて近くのコンビニへと向かった。

　目を覚ました時、舞がきっと喜ぶと思って、簡単に約束を破った。

　舞が何を望んでいるかなんて何も考えず、寂しがっている舞を置いていった。

　そうして、『ずっとこうしてる』と言った舌の根も乾かないうちに、舞を一人きりにして。




　舞がそばにいない俺を捜して、家から出て車との事故に巻き込まれた。




「神様、お願い、舞を助けて……」

　救急車に乗せられた舞の姿が見えなくなって、暗い穴へと飲み込まれて戻ってこない気がした。

　一人きりで待つ家の中が、こんなに冷たくて寂しいなんて考えもしなかった。

　こんな想いをさせて、俺はお兄ちゃんなのに、なんて情けなくて醜くて。

　俺は小さな箱に閉じこもるように、膝ひざを抱えて震えていた。
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「んぁ、んんーっ、あぁ……」

　目覚めの感触は、さほど悪くなかった。

　スッと浮上した意識は、けれど、夢見の後味の悪さが纏まとわりつく。

「もう夜か……、弱った。変な時間に起きちまった」

　思ったよりも眠りは浅かったらしい。

　暗い病室で光る文字盤は、夜の八時を過ぎたくらいの時間だった。

　医療用の計器が鳴らす規則的な音だけが響く個室は、どこか無機質で人の気配が感じられなかった。

　心から熱を奪っていくような静けさは、舞の帰りを待っていた誰もいない家の中を思い出す。

　あの時に舞が事故にあって入院したのも、この病院だ。

　昔の夢を見たのは、そのせいかもしれない。

　ベッドの脇に置かれた台の上には『また明日、着替えを持ってきます。目が覚めたらゆっくりと噛かんでご飯を食べて、大人しく死んだ魚のように横たわって安静にしてください』と、相変わらず余計に捻くれた一言を付け加えたメモがあった。

「……喉渇いたな」

　喉の渇きを意識すると、気にしていなかった空腹感も戻ってくる。

　病院って病院食とか出ないのだろうか？

　舞のメモにも書かれていたけど、もしかして、寝てたからもう下げられちゃったとか？

「……ナースコール、は大げさだよなぁ。具合が悪いわけじゃないし。売店みたいなところを探して何か腹に入れるか」

　と、そんなことを考えたところで、手元にお金がないことに気付く。

　袖机の中身をあさってみたが、財布もスマホもなかった。

「うぐぐ……、とはいえ、この空腹感はいかんとも」

　食べられないと分かると余計に空腹感が増してくる。

　ひとしきり悩んだ俺は、一つため息をついて部屋の外に出た。

　こうなったら看護師さんを捕まえて晩御飯をもらえないか聞いてこよう。

　個室から出た廊下にはちらほらと患者さんらしき人がいるだけだった。

　舞が入院していた時から変わらないリノリウムの床を、薄ぼんやりとした記憶を頼りに歩き、案内板のようなものがないかを探す。

　すると、廊下の角を曲がろうとした時、その声は聞こえてきた。

「それにしても大変よねぇ、ほら、三階の、あの個室の患者さん。例の失踪事件の関係者だって」

「あぁ、あの男の子。かわいそうだけど、ちょっと怖いわよねぇ。すこし前にも例の人たちが事件を起こしたんでしょう？　本人のせいじゃないって言っても、やっぱりねぇ」

（失踪事件？　もしかして俺のことか？）

「でも、これで少しは妹さんも救われるといいわよね。頼れる相手もいなくなっちゃって、今まで一人で頑張ってきたんだし」

（？　頼れる人がいない……？）

　ジワリと、何かが纏わりつくような違和感。

　虫の知らせとでもいうのだろうか。嫌な予感が心の内に湧き上がる。

　この先を聞けば後悔するような、けど、その場から逃げ出すこともできず。

「しっかりしてる子だけど、まだ十六歳だものね」

「そうそう、いくら保険金があるっていってもねぇ。お金だけじゃ幸せになれないって典型よね」

「ご両親が亡くなって、しかも叔母とお祖ば母あさんも行方知れずじゃ……」




　ガチリと、一人きりの舞が待つ、あの寂しくて冷たい家の中に鍵の掛かる音がした。




　父さんと、母さんが、死んだ？

　祖ば母あちゃんと叔お母ばさんが行方不明？

　なんだそれは、なんだそれは何だそれは何だそれは。

「え……、そんな、まさか……」

　思い返せば、不自然なことはいろいろあった。

　起きてから最初に現れたのは舞だった。

　その後の説明も、父さんと母さんは現れないまま始まった。

　おかしい。自惚うぬぼれてるわけじゃないけど、父さんと母さんだったら舞のように仕事を放り出して駆けつけてくれてもおかしくない。

　それができなくても、すぐに電話の一つでもかけてくると思う。

　でも、実際には……。

「本当に……？　本当に、父さんと母さんは死んだ？」

　それを言葉にした途端、なぜだかそのことを疑う気になれなくなった。

「祖母ちゃんも、叔母さんもいなくなった……？」

　祖父母は母方の祖母一人を残して早世していて、その祖母は老人ホームにいるはずで。

　独り身の叔母さん以外、家うちには頼れる親戚はいない。

　その二人もいなくなったのなら。

　じゃあ、舞はどうなる。舞はどうなった。誰が舞のそばにいてくれた？

「そんな、そんなのって……」

　ふらりと目が回る。

　息が浅くなって、鼓動が速くなって、耳鳴りがひどくなる。

「行かなきゃ……、行かなきゃ行かなきゃ行かなきゃ」

　会えるうちに、会えるのなら、今なら会いに行けるのだからっ！

「っ!!」

　どうしようもない焦燥感のまま、一歩、また一歩と下がる。

　音を立てないように階段を駆け下りて出口を探す。

　正面玄関は既に閉められていた。逸はやる鼓動を抑えて、裏口のような場所を見つける。

　眠そうにあくびをする守衛さんに気が付かれないように気配を殺して通り抜け、病院の敷地から飛び出る。

　大きな通りまで来て……そこにあったのは見慣れない場所、見慣れない景色。

　夜の闇を吹き散らすような店舗やビルの光の中を、大勢の人が行きかっている。

　冷たい夜風に少しだけ頭が冷えて、帰り道が分からないことに愕がく然ぜんとする。

「くそっ……っ」

　それでも、この病院が家からそう遠くはないことも、大体の家の方向だって知っている。

　この辺りに来たことがなくても、大きな通りに沿って走っていけば見慣れた場所に出るはずだ。

「……いっ、おーいっ!!　ちょっと、ちょっと!!」

　と、声が掛けられたのはそんな時だった。

「ひぃっ、ふひぃっ、はぁ、き、君、足速いね。ちょ、ちょっと待ってね、今息を整えるから」

　声を掛けてきたのは肩に黒くゴツい四角のバッグを掛けた眼鏡の女性だった。

　三十手前ぐらいのその女性はコートを着込み、荒い呼吸で白い息を上げている。

「ふぅー……、落ち着いた。ねぇ、君、宇景くんだよね？　宇景海かい人とくん」

「はぁ、そうですけど……」

「やったっ、張り込んでた甲か斐いがあったっ!!」

　人当たりのよさそうな笑みを浮かべて、自分の名前を呼んだ女性に見覚えはない。

　どうして自分の名前を知っているのかと不審げな視線を向けている様子にも気付かず、喜びのまま拳を引くようにガッツポーズを取っていた。

「私は『月刊・ユートピア』という雑誌で記者をしている川かわ上かみ久く美み子こって言います。少しでいいからお話しさせてくれないかな？」

「嫌です。急いでるのでそれじゃあ」

「それじゃあそこのファミレスに……、って、え？」

　雑誌記者と名乗った女性を袖にして、その場から立ち去ろうとする。

「ちょ、ちょっと待ってっ!!　お願いッ、十分、いえ、五分でいいから！」

　しかし、正面へと回り込んだ女性が行く手を阻む。

「今は行かなきゃならない場所があるんだ、諦めてくれ」

「そんな簡単に諦められないわよっ！　その格好、無理やり病院を抜け出してきたんでしょ！　私が病院に連絡したらすぐに連れ戻されるわよ？　話を聞かせてくれないと……」

　病院に連れ戻される？　舞に会いに行けない？

　その言葉が脳に染みわたった瞬間、自分でも言いようのない黒い何かが心の奥底から湧き上がってくる。

『邪魔をするな邪魔をするな邪魔をするな、俺の邪魔をするな、俺の大事な何かを邪魔するなら』




「いいから、そこをどけ、どかないと……」

　──────殺すぞ。




「ひっ!?」

「あ……」

　耳に届いた怯おびえの声が、俺の中から湧き上がってきた感じたこともない黒い熱に水を掛けた。

　今の感情は、なんだ？

　冗談や見せかけじゃなかった。全身を巡る血が別の何かになったような感覚は、本気で目の前の女性を殺そうと思っていた。

　今すぐその腕を喉元へと突き込めと。今すぐ地面に引き倒してその頭を踏み潰つぶせと。

（殺す？　何を考えてるんだ俺、なんでそんな物騒なことを……）

　その言葉は、口に出していないにもかかわらず、俺の中で確かな重みがあった。

　考えるまでもなく、俺にそんなことができるわけがないのに。

　まるでそれが当たり前の行動であるかのように。

「ご、ごめんなさい、脅しとか、そういうつもりじゃなかったの。私ももう一週間も張り込んでやっと会えて、変なテンションになっちゃって……」

　幸か不幸か、突然溢あふれかけた感情の質への混乱が、少しだけ焦燥感で茹ゆだった頭を冷静にする。

「い、いえ、こちらこそすみません。だけど、どうしてもすぐに行かなきゃいけないんです」

「えっと、よく分からないけどその場所はここから近いの？　そんな格好で走ってたらすぐ補導されるわよ」

「それは……」

　そう言われて意識してみれば、白い入院着のせいで行きかう人々の視線が自分へと向いていた。先程からの言い争いも注目に拍車を掛けているようだった。

　自分がどれだけ焦っていたのか、無計画に飛び出してしまったことを含めて改めて驚く。

「……うぅん、とにかく、このまま話は聞けそうにないか……。というかこのまま騒ぐと私まで面倒なことに繋つながりかねないし……、それになんか怖いし……」

　ブツブツと何か呟くと、観念したように深いため息をついた。

「行きたい場所があるならタクシーに乗せてあげるわよ。どうせお金も持ってきてないんだろうから、貸してあげる」

「は？　いや、なんで……」

　唐突に協力的なことを話し始めた目の前の相手に戸惑う。

　そんなこちらの様子を差し置いて、川上さんはタクシーを呼び止めた。

　そこで、裏側に連絡先を書かれた名刺を押しつけられた。

「代わりに、都合がついたら連絡して。その時はちゃんと話をさせてくれるわよね？」

　にっこりと笑うその顔には有無を言わせない迫力があった。

「ハイこれお金、絶対返してね。いい？　後で取り立てに行くから、その時は話を聞かせてもらうからね。ほら、急ぐんでしょ」

　そう言われてタクシーに乗せられて、財布から出されたお札を渡される。

「……ありがとう、ございます」

「お礼はいいから、あとでお金になる話を頼むわよ」

　ひらひらと手を振られ、バタンとドアが閉まる。

「どこまで行きますか」

　運転手に自宅の住所を告げた。

　ブロロロと走り出した車の振動に揺られ、窓の外へと目を向ける。

　記憶が確かなら、車を使えば家まではそう遠くない。

　ほんの少し眺めている間に、目の前で流れていく景色は見慣れた場所になっていく。

　見慣れていて、けれど、確かに変わった場所になっていく。

　胸に募る焦りのような苦み。

　舞をまた、あの家に一人にしてしまった。

（そうだ、一人にしちゃいけないんだ。いけないんだよ）

　一人は苦しいんだ、本当に、何も分からなくなるほど、目の前が真っ暗になって。

　何もかもが憎い敵に見えて、水の底に沈んでいくようで。

　だから俺はずっと、何も見ないように走って走って走って。

　ほの暗い水面の先で、息をできる場所を目指して……。

「……っ？　なんだ、なんのこと、だ？」

　ズキリと、頭が痛む。

　少しずつ落ち着いてきた思考が、自分の感情の違和感を騒ぎ立てる。

　なにか、何かがおかしい。この感情の辻つじ褄つまが合わない。

　舞のことが心配で、だけど、だけどどうしてこんなに、俺は何を焦って……。

「お客さん、言われた辺りまで着きましたよ」

「っ、あぁ、ありがとうございました。もうここでいいです」

　考えのまとまらないまま、俺は家にたどり着いた。

　坂の途中にある小さな家。

　広くはない庭には母さんが大事に育てていたハーブの鉢植えが綺麗に並んでいる。

　車庫には父さんが大切にしていた趣味のバイクも埃ほこり一つないまま置かれている。

　昨日まで見慣れていたはずの家が、とても懐かしく感じる。

　俺にはその記憶がないけれど、一年以上この場所に帰ってこられなかったせいかもしれない。

　自分の家を見てまで泣きそうになるとは思わなかったが、それよりも今は舞のことだ。

「……」

　鉢植え下の合鍵を使って、鍵の掛かった玄関から家の中に入る。

　靴を脱いで家に上がったところで、少し焦りも落ち着いた。

　廊下の先、光の漏れる扉の向こうにきっと舞はいる。

　なんと話しかければいいかも分からないまま、静かに開いた扉の先に舞はいた。

「────……と思います、だって、やっと、帰ってきてくれた」

　鼻につく線香のにおいと、無駄に快活な笑みを浮かべている両親の遺影。

「兄様ね、いなくなってた間のこと忘れてるみたいです。相変わらずの鳥頭っぷりには呆あきれ果てるばかりですけれど、舞は却かえって安心しました。舞は変わらない兄様でいてほしいです」

　俺に気付くことなく、仏壇に手を合わせて俺に背を向けた舞の独白は続いていく。

「あんなに傷だらけで、なかなか目も覚まさなくて、二人と違ってせっかく帰ってきたのに、また一人にされちゃうかと思いました。まったく、私の家族はみんな意地悪ですよね、こんなに可愛い舞だけを残して、いったいどこに行ってるんですか？」

　泣いているのか、少し震える舞の声。

「もう嫌です。ずっと寂しくて仕方がなかったんです。二人とも帰ってきてください」

　あぁ、ダメだ、もう駄目だ。

「っ、舞ッ!!」

「ひゃっ!?　だ、誰……っ」

「ごめんっ、ごめんっ、ずっと一人にして、何も憶おぼえてなくて」

　縋りつくように舞を後ろから抱きしめる。

　もう、不思議な自分の行動も、心の中に交わる覚えのない強い感情も、そんなものは全部置き去りでかまわない。

「っ、兄様ッ、どうして!?　あっ、この仏壇は違います、お、お父さんとお母さんは、その」

「いい、いいから……、もういいから……」

　きつく、きつく、失くしてしまった何かを埋めるように。

　もう何かを失くしてしまわないように、強く。












「ごめん、ごめんな、頼りにならなくて、情けない兄で、ごめんしか言えなくて」

「……でも、帰ってきてくれました、それでも帰ってきてくれました。家に戻ってきたら、また一杯お世話をして、代わりに家のことも手伝ってもらって、また、前みたいに……」

「あぁ、そばにいる、そばにいるから……。たとえ何があったって、もう二度と勝手に消えたりしない」

　そう、もう二度と失くさない。

　絶対に失くしたりなんかするものか。

　そうだ、それだけだ、俺が望むのは、それだけ────。

「ッ、また……」

「にい、さま？」

　ズキズキと痛む頭に、心の奥底から這い出してくる感情。

　虚ろな穴から、ギリギリと得体の知れぬものに体を縛りつけようとするような何か。

　俺は、俺は……。

「…………」

　黙って更に強く、舞の体を抱きしめる。

　どうしても消せない何かの火に目を瞑ったまま。

　湧き出してくる何かに蓋ふたをするように、強く、強く。

　それだけでいいって言うことができない自分に、どうしようもない罪悪感を抱きながら。





　　　　☆






「はい。大丈夫そうですね。上着を着てもらって結構ですよ」

　ペタペタと何度かくっ付けられた聴診器が、先生の首に掛けられる。

「体調が悪化したりもしていませんし、風邪を引いたりもしていなさそうだ。安心しましたよ、最近は冷え込んできてますから」

「あの、あはは、……ごめんなさい」

　俺はにこりと笑って嫌いや味みを口にする前野先生に向かって、引き攣つった笑みを浮かべた後に素直に頭を下げた。思いっきり深く頭を下げた。

　昨日、病院を脱走し、家に帰ってすぐに病院から電話が来た。

　病室に様子を見に来た看護師さんが俺がいなくなったことに気が付いて、病院は大騒ぎになったらしい。

　周辺を捜しても見つからず、すぐに電話をしてくれたわけだったが、『誠に申し訳ありませんっ、そちらに帰っていたりはしませんか？』と明らかに慌てている上うわ擦ずった声で尋ねられた時は、気まずすぎて一瞬電話を切ってしまおうかという誘惑に駆られた。

　いやもちろん、そんなことをしても何の解決にもならないので素直に抜け出したことを告げて、病院へとトンボ返りした後に土下座する勢いで平謝りすることになりました。

　本当は夜も遅いし、翌日の朝に病院に戻ればいいよねとか考えてたわけだけど、そんなことが許されるような空気でもありませんでした。

　あれですね、大人に本気で怒られると怖いです、はい。

「本当に、本当に、ほんっとうにっ!!　これっきりにしてください。あと二日間、お願いしますからもうこんなことしないでくださいね」

「はい……、重々反省しました、申し訳ありません」

「……反省していただけたのなら、もう言いませんが。軽々しい行動は慎んでください、脅すわけではありませんが運び込まれた時、あなたは本当に重傷でした。後遺症が残ってもおかしくないほどの大怪我だったんです。安静にしていてください」

「……ベッドの中で猛省させていただきますっ」

　いや本当にもう、いたたまれなくて仕方がない。

　それでは、と出ていった前野先生にもう一度頭を下げ、俺は個室で一人になった。

「はぁ、……あぁ、あと二日は入院か。気が重いぃィ」

　俺はベッドの上で膝を抱えて左右に転がる。

　一人の時でもこうしてふざけていないと、いろんなことに押し潰されてしまいそうだった。

　病院に戻るまでに、舞といくつか話をした。

　父さんと母さんは、俺が失踪したのと同じ日に、崖から海へと車ごと突っ込んで死んでしまったらしい。ガードレールを突き破って飛び出した車は荒れた海へと沈み、父さんも母さんも遺体は見つからなかったそうだ。

　祖母ちゃんと叔母さんも、突如失踪したまま戻ってきていない。

　舞は、今は父さんと母さんの遺産と生命保険の補償金で生活しているらしく、お金の面での苦労はしていないらしい。もともと親戚付き合いもなかった我が家はよく聞く相続トラブルのようなものもなく済んだそうで、それだけはよかった。

　いや、それぐらいしか、妹に関してよかったと思えることはなかった。

「…………」

　一人になるとすることもなく、ぼんやりとしているとこれからのことに押し潰されてしまいそうだった。

　当たり前のように受けていた両親の愛情もなく、俺は妹を支えていけるのか。

　舞に知られたら『兄様は子豚のように舞がお世話してあげます。この妹、とても情けない限りですが、兄様を可愛い可愛いして一生支えてあげます』とでも言いかねない。

　逆ならともかく、妹に支えられるわけにはいかない。

「しっかりしないとな」

　学校を休んでそばにいるという舞を無理やり送り出してまで一人になったんだ。

　心の整理は今のうちに済ませよう。





　　　　☆






「海人ッ!!」

「ふぁ、ふぁいっ!?　寝てませんっ、寝てませんよっ!!」

　ガララッ、と音を立てて開いた扉と自分の名前を呼ぶ声に、うたた寝していた俺は反射的に身を起こした。

　検査が終わった後は本当にやることもなく、ハッキリ言って暇で暇で仕方なかったわけだが、院内の散歩ですら、前科者の俺が信用されるわけもなく。

　先生方や看護師さんから『逃げ出そうとかしてないよね？　ね？』みたいな視線が集まるので、精神衛生上病室にこもるしかなかった。

　それからは特に興味もない昼のドラマの再放送なんかを見ながら時間を潰していたわけだったが、今はそんな眠気も一気に吹き飛んだ。

「悠斗、悠斗か？　っておいおい、何泣いてるんだよ。せっかくのイケメンがブサメンに……、なってねぇな畜生ッ、そんな顔でもイケメンってどういうことだよこのチート野郎め」

「か、海人、っは、ははは、ほんとうに、本当に海人だ」

　そこで立っていたのは間違いなく俺の親友の金かな崎ざき悠ゆう斗とだった。

　相変わらずのイケメンは、顔を歪めて泣き出す寸前でも健在だった。

「まったく、他の誰に見えるっていうんだァがふっ!?」

「いったいどこに消えてたこの馬鹿ッ!!」

「お、おまっ、入院してる人間殴るか普通!?」

　完全に油断して弛たるんでいた腹部へと突き刺さった拳に抗議の声をあげる。

「うるさいよっ、この一年、僕がどんな思いだったと思ってるんだっ!!　殴られるぐらい当たり前だろっ！」

「がふっ!?　ちょっ、おまっ、ぐぇっ」

　立ち上がろうとベッドから腰を浮かせていた俺の首にラリアット気味の追撃が入り、そのままチョークスリーパーへと移行する。

「舞ちゃんだってめちゃくちゃ心配してたんだぞっ、シスコンのくせになにしてんだ馬鹿野郎……」

「悠斗……」

「ううぅ……、よかった。本当に、よかった」

「あー、うー、……おお、悠斗よ、泣いてしまうとは情けない。そなたにもう一度機会を与え」

「かぁいぃとぉ～っ!?」

「あ、ちょ、ギブッ、ギブですってぇっ!!　じょ、冗談だからっ」

　本気で怒った悠斗から解放されるまで、俺は首に回る腕をパンパン叩たたく羽目になった。

「ふぅ、やっと解放された。というか、なんで悠斗がここに？　学校は？」

「今朝、舞ちゃんからメールもらったんだよ、海人が起きたって。だから学校は途中でサボってきた」

「んん？　舞からメール？　……なぁ悠斗、まさか俺がいない間にうちの大切な妹様までその毒牙に掛けようとしてたとしたら、この兄は修羅になることも厭いとわないんだが、死にたいのか？」

「あぁ、そこに反応するんだ。明らかにシスコンが悪化してるよね。というか、開き直った？」

「ええい、うるさい」

　昨日のこともあって自覚はあるけど、そこを他人に突っつかれたくはない。

「安心しなよ、僕が生涯の中でそういう仲になる人は、詩し織おりただ一人だけだから。舞ちゃんとどうこうなったりしないよ。知ってるだろ？　僕は恋人にぞっこんなんだ」

「悠斗……、その……」

　おどけたように笑う顔は、どこか重くて硬い、石のような印象を受けた。

　その理由も察しはつく。

「あぁ、そうか、もう誰がいなくなったのか、知ってるんだね」

「詩織さんも、いなくなったままなんだな……」

　悠斗の恋人の秋あき川かわ詩し織おりさんは、一つ上の学年で可愛らしい人だった。

　俺たちと知り合う前からの悠斗の幼おさな馴な染じみで、中学時代の悠斗が告白するから手伝ってほしいと言った時は健太や末彦、俺を含めた残りの三人でいろいろお膳立てもしたりした。

　実は妹大好きの詩織さんとは、こっそり同盟を結んだりもした。

　そして、その彼女の名前は、昨日見たリストの中にも記載があった。

「ねぇ、海人、舞ちゃんから失踪していた間の記憶がないことは聞いてる。だったら、あの日のこと、どれくらい覚えてる？」

「あの日っていうと……、失踪事件があった日のことか？」

「うん、その日」

「あの日のことで覚えてるのは、健太と末彦と馬鹿話してたところまで、だな……。悠斗が上級生の階まで詩織さんに会いに行って、何分ぐらいで戻ってくるかって三人で賭けをしてた」

「……ははっ、あの時、三人はそんなことをしてたんだ」

　悠斗は懐かしむような顔をして、目を閉じた。

「その後に起こったことは？」

「……いや、話だけは聞いたけど、正直、そこら辺からもう記憶が曖昧になってる」

「そう、なんだ。僕は今でもはっきり覚えている。急に目の前が光って、魔法陣の中に詩し織おり姉ねえが閉じ込められて、驚いて目を丸くした顔がどんどん粒子になっていった」

　悠斗の声は平へい坦たんで、そんな風に自分を抑えて語れることが、俺と悠斗の間にある一年の差を表しているようだった。

「ごめん、海人。ひどい頼みだって分かってる。初めて駆けつけた時に、包帯だらけでボロボロで、記憶を失くすくらい辛つらい何かがあったんだって、それぐらい分かってるのに……」

　悠斗はまるで自分を恥じるような顔で頭を下げる。

「お願いだ、いなくなっていた間のこと、僕は思い出してほしい。海人が辛い思いをするかもしれなくても、健太や末彦、詩織姉に繋がる何かを、欠片でもいいから」

「……いいよ。言われなくなって、俺だってこのままでいいなんて思っちゃいないんだ。こんな爆弾、とっとと破裂させておくに越したことはないしな」

「海人……、ごめん」

「だから謝んなって。……とは言っても、申し訳ないことに時間が掛かりそうだけどな」

　失くした記憶については、俺だって当然思い出そうと考えた。

　気持ちを落ち着けるために一人になって、考える時間は十分にあった。

　けれど、いくら思い出そうと暗闇の中の糸をたどってみても、それはふつりと途切れてしまう。

「何度も思い出そうとしてはみたんだけどさ、どうしてもなにも思い出せないんだ。悪い」

「そう、か。いや、僕の方こそ早まった。海人の意志で思い出せるような単純な話じゃないよね」

　フルフルと首を振った悠斗に若干の罪悪感が湧き出る。

　記憶を取り戻すことに躊躇ためらいを覚える自分が、俺の中にいたからだ。

　思い出そうとしたのは嘘じゃない。

　ぽっかりと暗く開いた洞ほらの奥にある何か、そこから湧き上がってくる何かが俺は少し怖かった。

　手繰り寄せようとする俺の手を掴んで、そのまま暗闇へと引きずりこまれてしまいそうで……。

『では、続いて【ピックアップニュース】のコーナーです。本日はゲストとして犯罪心理学者・黒くろ井い先生をお招きしています』

　少しだけ気まずい沈黙を埋めるように、テレビの音が病室に響いた。

　個室に備えられたテレビ画面には、見覚えのないニュースキャスターと、頭頂部が残念に寂しい感じのオジサンが映っていた。

　どうやらいつの間にか、俺が見ていた昼ドラは終わってしまったらしい。

　チャンネルを変えようとリモコンへ手を伸ばしかけて、俺はその動きをやめた。

『さて、今月といえばまたもや【転移志願者】と思われる人物により、痛ましい事件が引き起こされてしまいました』

「……転移志願者？」

　耳についたその言葉は、なぜか俺の中に不安の塊を生み出した。

「あぁ、【転移志願者】。頭のおかしい犯罪者予備軍だよ」

「悠斗？」

　はっきりとした嫌悪を滲にじませて、悠斗は吐き捨てる。

　悠斗にしては珍しい態度だった。その雰囲気にどうかしたのかと問いかけられずにいる間にもテレビの向こうで話は続く。

『またしても起こってしまった悲劇。止めるすべはなかったのでしょうか。先生方にお話を聞いていきたいと思います。まずは黒井先生、犯罪心理学の観点から今回の事件はどう思われますか？』

『そうですねぇ、【転移志願者】と見られる人物による窃盗や器物損壊といった事件はたびたび起きていましたが、殺人などの重犯罪は半年前の通り魔事件が最後です。警察はこの通り魔事件と、失踪事件の関係者一覧や、話題となった【失踪時の映像】の流出などの不祥事の火消しのために、積極的な防護策によって【転移志願者】たちの行動を抑止してきました』

『廃校もやむなしとされていた富士宮高等学園の存続を国が公表したのもその一部でしたね』

『あぁ、まぁそれも当然の判断でしょうねぇ。あの学園から早々に転校や転勤した人が次々と【転移志願者】の標的になってしまいましたから。まぁ、逆に言うとその頃から【転移志願者】たちは身動きが取れなくなったわけです。学園の警備体制を強化され、関係者たち自身も警戒を強めていました。とはいえ、そんな警戒状態がいつまでも続くわけがない。人死にまで発展した事件からおおよそ半年、話題も下火となって警戒が緩むのを虎こ視し眈たん々たんと見つめていたのでしょう。何せ、彼らの主張からすれば究極的には後のことなんて考えずともよい。そういう意味では、彼らは【倫理観を失くした犯罪者】ではなく、【ファンタジー教の熱心な信仰者】と言えるでしょう』

『信仰者ですか？』

『そうです、そうです。それこそ戦国時代に新たに興った宗教のように、本懐を遂げた後に死ねば彼らの望む極楽浄土に行けることになりますからねぇ。実際、今回の事件で犯人は自殺している。死という最大の抑止力がない状態では、彼らの犯罪行為を止めるのはなかなか難しいでしょう』

『なるほど、彼らが望んでいる【異世界への転移】、その目的のためなら死すら厭わないと』

『まぁ、その彼らが本当に異世界に行けたかどうかは定かじゃありませんがねぇ』

　しきりに頷いてみせるアナウンサーに皮肉げに笑う犯罪心理学者の先生の顔が映る。

　今のテレビの内容の説明を求めて悠斗を見ると、悠斗は少し目を閉じて考え事をした。

「……そうだね、まだ誰からも話を聞いてないなら、ちゃんと説明しておかないと海人も危ないか」

　そして、不穏な話し出しから、悠斗の言葉は始まる。

「あの事件から、いろんなことが起こったんだ。大騒ぎになって、いろんな調査が入って、だけど原因は分からずじまい。一時的に休校になって、そのうち生徒や教師にも不安が広がって学園を出ていく人が出始めた。もともと二年生が三クラス以上、一年生、三年生も一クラス程度の人数が消えたところでそんな状態だ、当然廃校の話もあった。そんな時に、事件の時に生徒の誰かが撮ってた動画がネットに流れたんだ。動画が話題になって、それがきっかけになって……、いろんな人が死んだ」

　悠斗は苦虫を噛み潰したような顔でそう言った。

「人が死んだって……、ちょ、ちょっと待ってくれ、どうしてそんな風になるんだ」

　内容は分からないが、たかだか動画で人が死ぬことに結びつくなんてとても思えなかった。

「そうだね。だから、『転移志願者』たちは正気ではないんだ。ちょっと待って。少し探せば見つかるだろうから」

　悠斗は大きめのタブレット端末を取り出すと、少しの間画面を操作してひとつの動画を再生した。

　俺がタブレットを受け取ると、悠斗はテレビの音量を下げた。

『っと、よし、もういいぞー』

　動画の始まりはなんてことない普段の教室だった。

　そこは三年生のクラスだろうか。見覚えのない生徒は、どうやら机の上に大量の消しゴムを立ててドミノを作っているようだった。

『なぁ、成功するかどうか賭けようぜ』『んじゃ、途中で止まるに昼飯一食分』『なんだよ、それじゃあ賭けが成立しないじゃん』『お、お前らなぁっ！　人の力作をなんだと思ってやがるっ!!』

　再生される動画はスマホで録画したもののようで、あまり画質はよくなかったが、その場の雰囲気はよく伝わってくる。

　だが、和わ気き藹あい々あいとした様子は、すぐに驚きの光景へと変わる。

　その事象は、何の前触れもなく訪れた。

『あ、そうだ、横からじゃなく椅子の上で高い位置から撮影してくれよ』『おう、せめて半分ぐらいは成功させてくれよな』『見てろよぉ、それじゃあさっそ、うおっ、眩まぶしっ!?』『うおわっ!?』

　言われた通り椅子に立って高い位置へと移動した画面が、次の一瞬、強烈な光に包まれた。

　撮影者はその光に驚いたのか、ガッシャンと音を立てて椅子から転がり落ちた。

『いてて……な、なんだ？　どうしたんだ？』

　撮影者が立ち上がり、画面が周囲を見回した時、周囲のクラスメイトたちは光の魔法陣の中に閉じ込められていた。

『きゃっ、ちょっとなにっ!?』『なんだこれ、え、壁？』『おい、何の悪戯いたずらなんだ、勉強の邪魔しないでくれよ』『は？　なにこれ、出られないんだけど!!』

　混乱する教室の中で、ざわざわと声が広がっていく。

　閉じ込められていたのは動画の中ではクラスのうち十人程度だったが、画面の端に映る廊下でも同じように光の魔法陣の中に閉じ込められた人たちがいた。

　内からも外からもバンバンと光の壁を叩く姿は必死すぎる表情を除けば、まるでパントマイムのようだった。

　そして、その異常は次の段階へと移行していく。

　そのことに気が付いたのは、画面の奥の端にいた一人の女生徒だった。

『い、いやぁあああああぁつ!?　わ、私の手がぁあああっ!?』

　大きな声に揺れる画面が女生徒の方を向いた。

　それは、まるで出来の悪いＳＦ映画のワンシーンのようだった。

　女生徒の腕の先が淡い青い光を放つ粒子となって上へと昇って消えていく。

　一人が気が付くと、その現象は広がっていく。

『ちょ、冗談だろっ、なんだこれっ、なんだよこれっ!!』『いやっ、いやああっ!!』『俺の手がッ、足が消えっ、だ、誰か助けてッ!?』『さ、寒い、いやだ、なんだこれ、僕が消えて……』

　戸惑いの混乱は、恐怖の惑乱へと姿を変えていく。

　ドミノを作っていた男も、周りを取り囲んでいた生徒も、次々と体を粒子へと変えていく。

『は、はは、なんだこれ、寝ぼけてるのか？』

　その声は撮影者の声なのか、呆ぼう然ぜんとした言葉をマイクが拾う。

　魔法陣に囚とらわれた、消しゴムでドミノ倒しをしようとしていた男。

　その現象が始まって一分も経たないうちに最後は頭だけになり、解像度の悪い映像の中、やけにはっきりと恐怖に歪んだ顔と助けを求める姿が残されていた。

　光の魔法陣の中には誰一人いなくなり、画面は撮影者が立っていた椅子の上から誰も閉じ込められることのなかった光の魔法陣を映し出す。

　まるでそれを合図にでもしたかのように、パキキキィッと、薄い陶器を無理やり押し潰したような音を立てて魔法陣が光の壁ごと消えていく。

　非現実的な光景は終わりを告げ、教室の中に静寂が戻る。

　ただ、いなくなった生徒たちの居場所を、ぽっかりと空虚なままにして。

『……あ、録画、止めなきゃ』

　最後はそんな呆然とした声を拾い、操作ミスなのか、映像が自撮り用のインカメラへと切り替わって、呆然とした表情の撮影者を映して、動画は終わった。

「合成、じゃ、ないんだよな……」

　そんな言葉を口にしながら、不思議と、その映像が作り物だとは思えなかった。

　吐き気がする、目の前がクラクラと眩くらんで、耳鳴りが消えない。

　見たことがある、こんな光景を、俺は、見たことがある。

　どこで？　どこでだ？　なんでこの光景を見ているだけでこんなにも泣きたい気持ちになる？

　心の洞から湧き上がってくるこの凍えるような感情は何なんだ？

「最初はみんな、海人みたいに偽物だって思ってたと思う。だけど失踪は実際に起こっていたし、そのうち映像鑑定師なんて人まで出てきて、動画が合成じゃないって言い出して……。偽物じゃないって僕らは知っていたけどね。だって僕は直接この場にいて、この光景を見てたんだ」

　細く、深く息を吸い、悠斗の声に意識を傾ける。

　わけの分からない感情から一刻も早く目を逸そらしたかった。

「この映像と同じように、詩織姉は消えていった。僕は何もできなかった。怖いって助けを求められて、何もできずに見てることしかできなかった。今でも夢に見るんだ。詩織の顔と声を聴いて、夜中に何度も目を覚ました。いっそ正気をなくしてほしいとすら思ったよ」

　悠斗の自嘲のような声が空虚に響く。

「悪い、話が逸れたね。この映像がネットの海に流出して消えなくなって、センセーショナルな失踪事件が日本中に知れ渡ることになった。大勢の人間がこの動画を見て、やれ偽物だ、合成だって話してる間、一つの噂が流れるようになった」

「噂？」

「そう、くだらない噂、都市伝説みたいなやつだよ。そいつらが言うには、この魔法陣に囚われた人間は異世界に召喚されたんだって言うんだ」

　再びドグンッ、と心臓が跳ねた。

　俺の中の何かが、それは違うと叫ぶ。

　アレはそんな救いがあるものじゃないと心が叫ぶ。

（くそっ、さっきからなんなんだ……っ）

　理由の分からない拍動が全身に血を送り、体内を駆け、目が熱に眩む。

　俺はそれを抑え込んで、無理やり何でもないふりをして悠斗の話に耳を傾ける。

「そこまでは別にいい。というより、異世界かどうかはともかく、そういう常識で測れないような何かを信じられないなら、あの日あの場にいた僕らは自分の目と頭を疑うしかないからね。問題だったのは、そこから先なんだ」

「そう、それで？」

「彼らが言うには、転移の関係者、その場にいた人間を殺せばレベルアップして、死んだ後に異世界に行けるんだってさ」

「は？　何だって？」

　話が飛躍しすぎて悠斗の言葉が理解できなかった。

「あぁ、うん、分かるよその気持ち。だけど、そんな馬鹿な話を信じた馬鹿共がいたんだよ。そいつらはネットの奥底でひそかに信者を増やしていって、ついに事件が起こった。話題になった動画の特集をやってる番組で、呼ばれた一人の生徒が番組関係者にナイフで刺されて殺されたんだ」

「…………」

「しかも、その直後、警察から動画を『合成ではない』って鑑定された結果と、失踪事件の関係者の個人情報が流出して、一気にそいつらが動き始めた」

　悠斗は一度そこで言葉を切り、一息をついてから話を再開した。

「いろんな場所で、学園の元関係者が被害にあった。そのうちドンドン際限がなくなって、関係者の私物がある方がたくさん転生ボーナスが手に入るとかいって引ったくりや空き巣が出たり、暴力沙汰や誘拐まで起こるようになった。警察から流出した個人情報のせいで、しばらくはやりたい放題だったよ。……香か織おりちゃんも、事件に巻き込まれて今も行方知れずのままなんだ」

「香織ちゃんって、詩織さんの妹のっ!?　いったいどうしてっ、関係ないじゃないかっ」

　脳裏に快活に笑う小さな女の子の姿が浮かぶ。

　少しマセた小学生の女の子は、まだ十歳にも届かない年齢のはずだ。

　詩織さんとはどっちの妹が可愛いかで競い合ったからよく覚えている。いつも詩織さんからもらったらしいネコの髪留めをつけていて、よく詩織さんを慕っていた。

「あいつら、僕ら事件の関係者に点数をつけてるんだ。例えば、あの日あの場にいた僕ら『転移対象外』たちは百点、その兄弟姉妹は七十点、その両親には五十点、それ以外にも血や髪の毛みたいなものも量によって一点から五点だってさ。はは、本当、ゴキブリ以下の汚物どもだ」

「そ、そんな……、け、警察はッ!?」

「行方知れずのまま進展もない。手掛かりも見つかってない」

「っ、で、でもっ、見つかってないなら死んでないかもしれないだろっ!!」

「分かってるよ。たとえどれだけ時間が掛かったって、詩織姉も香織ちゃんも見つけ出す。絶対に、諦めるもんか。あぁ、分かってる、分かってるさ。まだ僕は、大丈夫だ」

　ギリッ、と奥歯を噛み砕いてしまいそうな表情で、どこか聞き覚えのあるような声で、悠斗はそう吐き捨てた。

　目の奥でチリチリと燃えるようなドス黒い光が見える。

　破裂寸前の風船みたいに張り詰めた悠斗に、それ以上は何を言えばいいか分からなかった。

　明らかに限界が近い友人を前に、口を閉じることしかできなかった。

「さっき、映像と個人情報が流出したせいで人が死んだっていうのは、そういうことなんだ。流出した個人情報は顔写真付きとか住所とか、すぐに特定されて……、殺された人も出てきた。そんな状況になってからやっと国と警察が本腰になった。この街の警察官の人数が大幅に増員されて、学園は廃校にならないって決定した。まぁ、誘ゆう蛾が灯とうは一ヶ所に集めておきたかったってことかな。その分、傍はた目めにも分かるくらい警備も強化されて事件は起こらなかったんだけど……」

　悠斗の視線が再びテレビへと向く。

　……そうか、また、人が死んでしまったのか。

「海人、言うまでもないと思うけど、舞ちゃんのこと、支えてあげてね」

「当たり前だろ？　何が何でも守ってみせる。誰がそんな連中に傷つけさせるかよ」

「肉体的な話じゃないよ、そっちはむしろ海人自身も注意しないと。僕が言ったのは精神的な話。海人が死んだら、舞ちゃんも自殺しかねない。それぐらいの気持ちでいるべきだよ」

「は？　い、いやいや、あれで舞は芯がしっかりしてるぞ。そんな、自殺なんて……」

「そんなことは僕だって知ってる。でも、それでもなお言うよ。海人に何があったら舞ちゃんは確実に壊れると思う。舞ちゃんの友達だった二人、覚えてる？」

「優ゆう紀きちゃんと聡さと美みちゃんだろ？　覚えてるけど……、おい、まさか……」

　その二人は中学生の頃、人付き合いの広くない妹が初めて家に連れてきた友達で。

　恥ずかしがり屋の舞が、ハッキリと自分の口で『……親友です』と言った相手で。

「さっき言っただろ、香織ちゃん『も』って。優紀ちゃんは前に起こった通り魔事件の頃から行方知れずのまま、半年以上経ってる。さっきのテレビで言っていた事件……被害者の聡美ちゃんは、今月殺されたばかりだ」

　なんで、なんでだ。

　どうしてそんな、俺の妹ばかりがそんな目にあってる。

　舞が、俺の妹が一体何をした、なんでそんなに苦しい目にあわなくちゃいけない。

　両親が死んで、俺が消えて、友人まで失って。

　あぁ、本当に、どうして……。

「舞ちゃんにはもう、海人しか残っていない」

　まるでどこかで聞いたことがあるような茶番劇に、ズキリと、頭の奥が痛む。

　俺の心の内は、やるせなさと、自分への不ふ甲が斐いなさでいっぱいで。

　どうしてかその感覚が、慣れたもののように感じる自分が気持ち悪かった。







　悠斗が見舞いに来てから数日後、ダラダラと暇な時間を過ごした俺は、ようやっと病院という名の檻おりから解放された。

「お世話になりました」

「いえ、無事退院していただくことができてホッとしました」

　平日の午前中のため、迎えは誰もいない。見送りは主治医の前野先生と看護師の方だけだ。

　舞は『兄様が迷子になって泣いてしまうのは哀れです』なんて言って迎えに来ようとしたが、初日はともかく、学校を休んでまで俺の迎えに来ることが妹にとって良いことだとは思わない。

　だから、『怠け者兄様がベッドで寝過ごし、病院の方々に迷惑を掛けないか心配です』とか、『忘れ物をしたなどと言ってナース服の女性をナメクジのように視し姦かんするおつもりですか？』とか、『兄様の、変態、スケベ、ナース萌もえ、イヤらしい兄を持ってこの妹、慙ざん愧きの念に堪えません』なんて罵倒にも耐え……、耐え……、られませんでした。

　だって無理っすよ、昔からあのジト目には面と向かって勝てる気がしないんですよ。

　それに毒舌の切れ味も微妙に上がってるし、最後の方とかほとんど話を聞けなかった。何か話してたような気がしたけれど、傷心の殻に閉じこもってました。ぐすん。

　むしろ、入院期間中だけでもちゃんと学校へ行かせることができたことの方が奇跡に近い。

　なので、本来は午後イチに退院予定だったのを時間を繰り上げてもらって帰ることにした。

　家に着いてから舞に連絡すればさすがに学校をサボったりはしなくなるだろう。後でさんざん拗ねられるだろうけど、大丈夫、舞はリンゴゼリーを献上すれば大抵のことは許してくれる。

「これから何かと大変でしょうが、お大事にしてください」

「はい、お気遣いありがとうございます」

　舞に持ってきてもらった普段着を着て、その他の荷物をバッグに詰め込んで肩に掛けた。

　俺は深くお辞儀をした後、病院に背を向けて歩き出した。

　空は晴れ渡っていて、その抜けるような青さは、俺の心の決意のように堂々としている。

　いろんなことを考えて、あれもこれも不安ばかりで、だけど、俺の不安なんてどうでもいいと思い切ってしまえばなんということもなかった。

　俺の不安なんかより、俺には守らなくちゃいけないものがある。

「さてと、まずはいつもの日常を取り戻さないとな」

　俺自身の意識と周囲の世界との間にある一年以上のズレ。

　変わったこと、変わらないこと、分かること、分からないこと。

　一刻も早く擦すり合わせて、俺の記憶の中の日常を取り戻す。

　舞のそばにいて、俺があいつを守るんだ。

　大切な人を失くさないように、手放さないように。

　他の何かに構う暇なんてない。間違えて、守れずに、そんな経験、もう二度と……。

　もう二度と、もう二度と……？




『なぁ、妾わらわたちはどこで間違えたんじゃろうなぁ……』

『妾にできることなら、いくらでも、何でもしてやる。それこそ、世界の半分だってくれてやる』

『だから、なぁ、妾のそばに来てくれ、お願いだ』




「っ!?」

　ギラリッと痛むような強烈な日差しに目が眩む。

　目の前を顔の見えない誰かのサラリとした紅あかい髪がなびいて。

　けれどその幻影に手を伸ばした次の瞬間、ズキリとした頭痛の光の中へと消えていく。

「……これにも慣れてきたなぁ」

　足あ掻がいている。俺の中で、きっと失くしてしまった俺が足掻いている。

　……なんとなく感覚で分かる。必死に表に出てこようとしている俺自身を感じる。

　悠斗のためにも、舞のためにも、そして俺自身のためにも記憶は取り戻すべきだったけれど、どうしても、俺はこの感覚が好きになれなかった。

　いや、好きでないというより、怖い。

　俺の内側で叫ぶ声は本当に自分自身の声なのかと思うほどに、苦しみと怒りに満ちている。

　思い出さなきゃと理性で考え、思い出せと過去の自分が訴え、けれど、心のどこかが怯えている。

　本当にこれが自分なのかと、どんなひどいことがあったのかと、振り払った不安がそのたびに顔を出す。

「だけど、さっきのはなんか、ちょっと違ったな……」

　憎しみとか怒りとか、そんな感情ばかりが伝わってくるいつもと違い。

　さっきは優しい気持ちになって、愛いとしさとせつなさに溢れて、だけど最後はやっぱり悲しい気持ちになった。

「まったく、本当にいったい、なにをやってたんだよ、俺は」

　若干恥ずかしい愛情の余韻を感じながら、自分の気持ちをごまかすようにガシガシと頭を掻かく。

　というか、女の姿を思い浮かべて悲しい気持ちになるということは、記憶が消えた間の俺は失恋でもしたのだろうか。

「～～～──っ、ヤメヤメヤメッ!!　あーくそっ、ドツボに嵌まりそうだ」

　乾いたアスファルトを踏みしめながら、少し立ち止まって頭を振る。

「あら、何に嵌まりそうなのかしら？」

「？　……、あ、あなたは……ええ、っと」

「え、何その反応、もしかして忘れられてる!?　私よ私っ、ほら、川上久美子っ!!　『月刊・ユートピア』で記者をしてる！」

　声を掛けてきたのはカーディガンを羽織り、黒髪を結い上げた大人っぽい女性だった。けれど、慌てた態度でガサガサとバッグから雑誌を取り出すその落ち着きのない姿はミスマッチすぎてなんとも言葉が出てこなかった。

　女は化粧と髪型で化けると以前に母さんが言っていたが、これはひどい。

「あ、あーぁー、はい、はい、川上さんですよね。大丈夫、覚えてます覚えてます」

「……あなた、もう少し嘘のつき方を覚えた方がいいわ。そこまで分かりやすいと怒りを超えて殺意が湧いてきちゃうから」

「いや、本当に忘れてないですよ。ただ、前は夜だったし、俺自身が平常心じゃなかったし、川上さんも今とは全然違う格好だったじゃないですか。正直、別人かと思うぐらい見違えました」

「あったりまえでしょ！　張り込み最終日の疲れた姿と、ばっちり戦闘スタイルを整えてきた姿に違いがなかったら女として泣きたくなるわよ」

　見違えたと言ったのが嬉しかったのか、弛んだ顔で胸を張るそこそこの年齢の女性。

　見た目だけじゃなく中身も化粧しないと意味がないですよ、とは言わない方がいいんですよね、分かってます分かってます。

「って、そうじゃないそうじゃない。こんなことを話しに来たんじゃなかったわ」

「あー、今日はもう帰ってゆっくりしたい気分なんでまた日を改めて……」

「あぁん……？」

「ッていうのは無理ですよね、はい」

　鋭い視線と低い声に押され、俺は愛想笑いをするしかなかった。

「この時間だと、お昼はまだよね？　適当にそこらのファミレスに入ってお話ししましょうか。っと、その前に、コレ」

「？　マスク？」

　受け取ったのは使い捨て用の白いマスクだった。

「そう、それからコレと、コレも。なんでそんな無防備な格好で出歩こうとしてるのよ」

「え？　あ、はい？」

「ほら、早くつけてつけて！　危機感が足りなさすぎ！」

　マスクの他、サングラスにニット帽まで渡され、促されるまま俺は古典的な胡う散さん臭くさい変装姿にさせられる。

「『転移志願者』たちの話、聞いてないの？　どっぷり嵌まってる犯罪者は完全に正気ではないから、素性がバレたら絶対あなたに神風アタックしてくるわよ」

「……き、気を付けます」

　俺の危機感はまだ足りなかったようだった。そのまま連れ立って近くの店に入る。

「とりあえず、ドリンクバー二つとハンバーグのライスセット二つで」

「ドリンクバー二つにハンバーグのライスセットですね。かしこまりました」

　入店したファミレスは、お昼には早い時間帯なのにそこそこの客入りだった。

「まったく、もう少し注意した方がいいわよ。最近はこの国も物騒だから。自分の立場、理解できてるんでしょ」

「……以後、重々注意します、はい」

　その忠告は的を射たものだったので、何も言えずに萎しおれるように頭を下げた。

「ま、とは言ったけどそこまで心配する必要もなさそうね。きっちりガードもついてるみたいだし」

　ちらりと川上さんが視線を向けた先には、どこにでもいそうな背の高い男が入り口付近の席に座っている。

「あー、えっと、やっぱりあれって俺のことを守ってるんですか？」

　気のせいかと思っていたけれど、病院の前で挨拶をしていたあたりからずっとこちらの様子を窺うかがっているような気配を感じていた。

　ただ、悪意は感じないし、俺のことをというよりは俺の周囲を監視しているような気配を感じる。それも目につく範囲にいるのが彼だけというのであって、それ以外の複数の気配がある。

（……いや、待て待て俺、能天気すぎるだろ。悪意は感じないとか、見えない範囲の気配を感じるとか、なんだ俺、中二病が再発？　待て待て待て、黒歴史に後戻りとかマジ無理だから）

　ここ数日、なぜか自然と浮かんでくる根拠のない感覚を頭を振って否定する。

　とはいえ、現実に入り口付近の席に陣取っている男の人はいるわけで。

「聞かされてないの？　私、あなたのこと待ってたら、あそこで知らん顔してるおっさんに無理やり引っ立てられたんだけど。そんでもってあなたのことを記事にしないよう、誓約書まで書かされたんだけど」

「……いや、俺をそんな目で見られても」

　ジト目で見られた俺は視線を逸らす。

「名前も実名も出さない、ただのインタビュー記事でもダメだって。帰還者がいること自体を隠し通すことにしたみたいね。『あなたが書く不要な記事で死人が生まれたらどうするおつもりで？』とまで言われて記事にする勇気は私にはないわよ」

「……だったらなんでこうして？」

　はぁ、とため息をつく川上さんへと問いかける。

「完全な興味本位よ。いろいろ頑張ったんだもの、記事にできなくてもせめて話を聞くくらいのことはしておきたいじゃない？」

「まぁ、なるほど……？」

　そう言いながら、俺はどうしようかと思う。

「で？　三万円分の話は聞かせてもらえるのよね？」

「あ、あははは……」

　ワクワクとしたようににっこりと笑う川上さんに、ひとまず愛想笑いを浮かべる。

　で、記憶がない俺はいったい何を話したものですかね？





　　　　☆






「はぁ～……疲れたぁ……」

　ザパンッ、とお湯を無駄にしながら入った家の湯船は一日の疲れが溶けていくような気持ちよさだった。

『き、記憶喪失～？　えっと、つまり、私、完全に無駄働きってこと？』

『むしろ、警察に目をつけられただけ損、みたいな？』

『くぅ～─……っ!!　いい条件の合コン蹴ってまで頑張ったのにっ、頑張ったのに……っ！』

　そんなやり取りを交わして川上さんと別れた俺は、当初の予定通り家に着いてから舞のスマホに連絡を入れた。電話で直接話す勇気はなかったので簡潔に事実だけを記したメールを送ったら、速攻で電話がかかってきた。

　その電話に出るのをためらっていたら、『チキンな兄様、玄関で正座して待っていてください。帰ったら大切な大切なお話があります♥♪』と現実逃避したくなるメールが返ってきた。

　そんなわけでにこやかに笑いつつ、血のように赤い夕陽を背負いながら帰ってきた妹様に、ずーっと説教を受け続けた。

　今日あったことを洗いざらい聞き出され、川上さんのこともバレた。

　絶対零度の視線で見下ろされた俺は、『バカ兄様は下半身ばかりがご立派なのですね』とか、『クズ兄様は女性の扱い方から覚えるべきです。まだ兄様には早いですよ』とか、『この健けな気げな妹、ダメ兄様が女性に襲いかかるゲス兄様になる前に一から調きょ、いえ指導して差し上げましょうか？』なんてチクチクチクチクと責められまくった。

　貢ぎ物のリンゴゼリーを用意して土下座しながら待っていなかったら、きっと朝までお説教コースだっただろう。

「明日からは学校か……。舞の同級生で、悠斗の後輩になるなんてなぁ」

　俺はぽつりと呟いて、のぼせ上がる前に風呂を出た。

　パジャマに着替えて居間に戻ると、舞がソファに座ってテレビを見ていた。

「あ、兄様、ちゃんとお湯には浸つかりましたか？　あぁ、ほら、しっかりと頭を乾かさないと風邪を引きます」

「おいおい、いいって。子供じゃないんだから。それより自分が風呂に行ってこいって」

「そうですね、それではお風呂を頂きますね。……お湯、汚したりしていませんよね？　ゴミ兄様」

「あの、ホントもう勘弁してもらえませんか？　兄さん、可愛い妹にこれ以上虐いじめられたら立ち直れなくなりそう」

「ツーンです。兄様が悪いので知りません」

　すまし顔で子供っぽいことを口にしながら視線を逸らす舞。

　あぁ、なんだこれ、うちの妹、可愛すぎるんだけど。

　俺のツボをグリグリする可愛さなんですが。

　俺は風呂へと向かった舞を見送って、冷蔵庫に入れておいた缶ジュースを取り出しに行く。

　居間に戻って手持ち無沙汰にテレビの電源を入れると、やっていた番組はよくある事件特集バラエティだった。

　芸能人やら専門家やらコメンテーターやらが集まって、再現ＶＴＲを見ていろいろ話すやつだ。

（……また、転移志願者絡みの事件についてか……）

『……ということは、容疑者は自殺ではないかもしれない、ということですか？』

『えぇ、自殺の方法として自らの喉を刃物で切り裂くというのは常軌を逸していますからね。自殺の手段のほとんどが首つり、次いで高所からの飛び降りといわゆる練炭自殺。明らかに苦しそうな方法で自殺する意味はないですから』

『だとしたら被害者の女の子が最後の抵抗をしたってことですかぁ？　いやぁーん、かわいそう……』

『いやでもあれっしょっ、犯人ってさ、薬物もやってたんっしょ？　もう本当におかしくなってたんじゃないですかね？』

『なんにしても、やり切れない事件です。せめて被害者【斎さい藤とう　聡さと美み】さんの魂が安らか……』

　プツッ、と俺はテレビの電源を落とした。

「……もう寝るか」

　一気に缶の中身を飲み干して、居間を出て『俺、先に寝るな～』と声を掛ける。

　舞が『はぁーい』と返事をしたのを確認して、俺は二階の自分の部屋へと向かった。

　一年以上も主あるじがいなかった部屋の中は、俺の記憶のまま綺麗に保たれていた。母さんの育てていた植物や、父さんの趣味だったバイクと同じように、舞が大切に管理してくれていたのだと分かる。

「…………」

　俺は布団をかぶって電気を消し、瞼を閉じて心を落ち着ける。

　そして、俺が失くしてしまった記憶の欠片を探して回る。

　これはこの数日で習慣化したことだ。寝る前はこうして記憶の在りかを探す。

　深く、深く、自分の中へ沈みこむように底を求めて潜り続ける。

　その底には何か、絶対に忘れちゃいけなかった何かがあるんだ。

　とても大切な何かが。

　だけど、どれだけ深く潜ってみてもその底へはたどり着けなくて、そのうち睡魔に絡みつかれて意識を手放してしまう。

　今日も俺の手は何も掴めそうもなく、鈍化した思考が眠りへと溶け込んでいく。

「…………、…………、っ、？　舞……？」

「…………」

　ウトウトとし続け、ようやく完全に眠りに落ちる寸前、キュッと背中の服を掴まれる感覚に、少しだけ意識が浮かび上がる。

　自分のものとは違う、少しお高いシャンプーの匂いを感じる。

　横向きに寝ていた俺は首だけ動かして背中側を見ようとして、やめた。

　俺はいつの間にか布団に忍び込んできていた舞に何か言葉を掛けることもなく、再び目を閉じた。






第二章　残された者たち






『さぁってと、ミナリスちゃんとシュリアちゃん、そろそろ起きてねー。時間もないからねー』

「ん、んんぅ……？」

「あうぅ、……う？」

　どこか遠く、私とシュリアの名を呼ぶ声が聞こえて、パシャリと顔に冷たい液体の感触が伝わる。

　ピリッ、とした冷たさはまるで神経を水滴が伝っていくようでした。

「…………ここ、は……」

　ボヤけた意識のまま開いた目。

　向かい合うように転がされていたシュリアの輪郭のぼやけた瞳と視線が合う。

　体を起こして見回すと、そこはまるで夢の中にいるような現実感のない場所でした。

　広い立方体の部屋の中、混じり気のない真っ白なミルク色の壁。

　意識がはっきりとして、けれど、心はボヤけたままで。

　目の前に立つ、二十四、五歳ぐらいの白い女性を見る。

　真っ白な髪に、真っ白な肌、真っ白な修道服。肩口に掛かる程度の長さの髪の毛先には羊毛のような強い癖がついていました。

　私たちはその姿を一いち瞥べつした後、自分の体を見下ろして、体の状態と装備の確認をする。

『さてさてさてさて、君たちは監禁されているッ！　この場所から脱出する方法は一つだけ！　君たちには今から……、って、ちょっとちょっとちょっとぉッ!?　何しようとしてるの!?』

　ガキンッ、と唐突に現れた白色の鎖が体に絡みつき、私が振り抜いた剣は途中で勢いを失い、シュリアが取り出したナイフはカランッと音を立てて床に落ちる。

「なにって、目の前に情報を持ってそうな敵がいたら、とりあえず襲うしかないでしょう？」

『どうして敵判定ぃ～……っ!?』

「自分で監禁してるって言ってたのです。シュリアたちは急ぐのです。脅して外に出るのが一番の近道なのです」

　早く、早くしないと……。

　ご主人様を助けに行かないとっ、ご主人様がッ、ご主人様がッ!!

『ちょっ、ごめっ、ちょっとした冗談なのっ、冗談だからぁ!!』

「いいからここから外に出してっ!!」「カイト様を助けるのですっ!!　邪魔しないでなのですっ!!」

　私が魔力を最大限まで込めた氷の槍やりを放ち、シュリアは床に落ちているナイフへ魔力の糸を伸ばして弧を描くように飛ばす。

『わ、わわわっ、ヤバいよぉこの子たち。目がぐるぐるしてるぅっ、いくらなんでも今代の勇者の能力に毒されすぎでしょぉ……っ!!』

　けれど、クルンクルンと、まるで重力がないように軽やかに宙を舞い、攻撃を避よけてしまう。

『たんまたんまーっ!?　なにこの子たち面白くないし怖いよっ!?　トワちゃんっ、助けてぇーっ!!』

　瞬間、ガギリッ、と歯車を回すような音とともに真っ白な天井が翠みどり色に染まる。

『ヤレヤレ、だから最初から僕が出ると言っただろう。君の享楽癖は説明者としては不適格だ』

「……っ!?　なんなのです!?」

　目の前の女性の髪が天井と同じ翡ひ翠すいに、服は薄い緑に染まり、粉雪のような緑白の粒子が散る。

　猫のように気まぐれな快楽主義者のような雰囲気が消え、代わりに流水のように落ち着いた涼やかな雰囲気を纏まとってみせる。

　口調や声も変わり、その様子は完全に別人になってしまったかのようです。

『さて、とはいえ、話し合いをするにしても一度は抑えつけなければ聞いてもらえなそうだね。───架かる風は罹かかる枷かせ。【リンク・スピルウィンド】』

「あうっ、な、なんなのです!?」

「ヒぐッ!?　これ、は、くぅ……っ!!」

　警戒していたのに、目の前の彼女が放った魔法に何の抵抗もできずに抑え込まれる。

　緻密に魔力の編まれた魔法は、まるでくさびを打ち込むように体の要所をピシッ、ピシッ、ピシッ、と的確に押さえて強制的に床に座らされました。

　私もシュリアも、ご主人様に以前教わった正座の体勢を強要される。

　抵抗しようと魔力を練り高めてその魔法を弾はじこうとしているのに、どうしてか集めようとする魔力がスルスル全身へと回ってしまい、コントロールができません。

「くっ、ううっ、これはっ、どうして……っ」

　身体能力にものを言わせて不可思議な体勢を強要する魔法から抜け出そうとしても、打ち破ろうとする出だしの力を抑え込まれてしまいました。

『あぁ、それは【合気】と呼ばれる技法の一つでね。この世界の魔法にその理念を組み込んだものなんだ。身体的にも魔力的にも力の偏りを均ならすんだが……、今の君たちに解除できる代物ではないから、ひとまずは大人しく話し合いに応じてくれないかな？』

　ニコリと笑った笑顔に、その女性は威圧感を乗せています。

　それは格付けは済んだだろうと、大上段から脅しつける声でした。そして、その評価はどうしよもなく正しいことが分かっていて。

　ですが、そんなことは諦める理由にはなりません。諦める理由にできません。

「っ、ぁぁあぁあああぁあぁぁ!!」「ひぐぅぅううぅぅぅぅううっ!!」

『っ!?　おいおい、君たち、やめたまえよ。強引にその技から抜け出そうとすると反動で体を痛める。魔力の流れを無理に歪ゆがめれば魂に傷がつく。無駄に痛い思いをするだけだよ？』

　ギチギチギチと、自分の中で無理が掛かった箇所が痛みの悲鳴をあげている。

　そんなことはどうでもいい。私の体なんてどうでもいい。

　あんなにも強く感じていたご主人様との繋つながりが、私の中に感じられない。

　助けなきゃ、助けなきゃ、助けなきゃっ、助けなきゃっ!!

「これ、くらいのっ、ことでぇええええっ!!」「カイト様を、助けるんですぅっ!!」

『ふむ、おかしいな。世界を超えてまで精神に作用できるほど、今代の勇者の能力は残っていないはずだが……、あぁ、もしかして、魂の連結作用で彼の死と自らの死が連動すると思っているのかい？　いや、これは君たちを見くびっていたのかな』

「「ぐぁっ」」

　ブチブチッ、と不可思議な拘束が解かれるのと同時に、激しい痛みで前のめりに倒れました。

　強烈な痛みに目が眩くらみ、真っ暗になった視界。

　それでも、私たちは手を地面につき、少しでも体を立ち上がらせようとする。

　薄れそうになる意識を引き戻すのは、地面に仰あお向むけに倒れて血を流すご主人様の姿。

『やれやれ、本当に拘束を振り解ほどいてしまうとは、まいるね。とはいえ、まったく合理的じゃあないな。仮に今すぐ外に出られたとして、その状態で君たちはいったい何をするつもりだい？』

「こんなところで、倒れてなんか……、いられないんです。ご主人様の能力を無効化できるような相手、急がないと、すぐに……」

「カイト様が、消えちゃう……。シュリアの中に見つからないんです……。はやく、はやく会いにいくんです……」

　まだ、何も、何のお返しもできていないんです。

　助けられて、救われて、力をもらって。

　血ち溜だまりの中を一緒に歩いて、復ふく讐しゅうの果実を一緒に食はんで。

　もらってばかりで、まだまだ何も返せてなくて。

　私たちは殺せたのに、ご主人様が道半ばのまま死ぬなんて……。

『……む？　待ちたまえ、君たち、やっぱり彼との繋がりが消えたと思っているのかい？　だとしたら、彼の死と君たちの死は連動しない理屈になるじゃないか。それはおかしいね、行動原理の辻つじ褄つまが合わないよ？　うぅむ、理解しがた……、ん？　あぁ、おい、待ちたまえ、説明役は僕が行うのが適任だ。ルナは子供っぽすぎる。メテリア、魂が欠けている君は、すぐに感情的になってしまうから説明には向かないし、他もみんな性格に難ありだろう？　いや、そんな、強引すぎ……』

『うるさぁーいっ!!　トワコちゃんは頭いいくせにどうしてそんなにおバカなのっ!?　ルナちゃんもだけど二人とも分かるでしょっ、分からなきゃダメでしょっ、女の子でしょ～っ!!』

　ガギギンッ、と音がして、今度は天井の色が濃いピンク色に塗り替えられる。

　またしても目の前の女性は天井と同じ色に髪と服の色を変え、淡く光る薄桃色の粒子が散る。

　プンプンッと手足を振りながら怒るその女性は、再び雰囲気を変えてしまう。

　しかし、すぐにまたガキンッ、と音が鳴り、今度は右手の壁が翡翠色に変わり、ポンッ、と目の前の女性から分かれるように五歳くらいの幼女が現れる。

　幼女の姿はまるで女性が若返ったような容姿で、その髪と服は翡翠色でした。

『ん、んんっ、んっ!!　ほら、メテリア、早速きみの感情的な面が出たね、僕の性別と説明能力に関連性はない。僕はいつでも論理的に話を進めて……』

『だぁ～かぁ～らぁ～、女の子の心は理屈じゃないのぉっ!!　バカでしょっ、おバカでしょ、おバカなんでしょっ～!!』

『き、君は……、また僕のことを馬鹿と言ったね？』

『感情が高ぶってる相手に理詰めで話したって仕方がないでしょっ！　もうトワコちゃんは部屋の隅っこに行っててちょーだいっ！　ほらっ、ほらっ、ほらっ！』

『あっ、ちょ、ま、待ちたまえっ、この扱いは非常に不服だ！』

　暴れようとする背中を押されて、幼女は部屋の隅に追い払われました。

『さてと、まずは回復させてあげないとだめですね、────微笑ほほえみのしずくよ、【天使の輪、青の癒し】』

　桃色の髪をした女性が伸ばした手から放たれた魔法は、地面に倒れたままの私たちの頭上に光の環わになりました。

　その環の内側から落ちる淡い水色の粒子が私たちの体に吸い込まれていくたび、少しずつ体が癒されていく。

『筋組織の断裂はともかく、魂についた傷が治るまではもう少し時間が掛かります。まずはお話をさせていただけませんか？　大丈夫、私たちはあなたたちの敵じゃありません。お願いですから、お話を聞いてくださいませんか？　海かい人と様を助けるためなら、私たちは手を取り合えるでしょう？』

「でもでもっ、いそがないとなのですぅっ!!　急がないと、もうカイト様は殺されてしまっているかもで……。ううん、きっともう……、あぁ、あぁあ、いやいやいや、いやなのですぅうぁああっ」

　両耳を押さえ、嗚咽おえつをあげるシュリア。

『だから、君たちが無事なんだから彼もまだ死んでないだろうに』

「あなたに何が分かるんですかっ!!　もうご主人様との繋がりは消えてしまったんですっ！　……あぁ、ご主人様のいない世界なんて、もういっそ……」

　呆あきれたように話す翠の髪の幼女に食ってかかると、その幼女はおかしそうに笑い声をあげました。

『はははっ、馬鹿を言うんじゃないよ、君たちに死んでもらうわけにはいかないよ。たかだか世界をまたいだ程度で、君たちの繋がりが消えてしまうようなものなら僕は君たちを助けるのに賛成しなかっただろうさ。よぉく自分の中に潜ってみることだ』

「私たちの……」「中なのです……？」

　そう言われ、私たちは自分の中を覗のぞき見る。

　そこにあるのは、ポッカリと開いた暗い暗い、闇の穴。

　元は確かにそこにあったはずの青黒い炎は消えてしまい、差し込んだ手は燃えるどころか冷たく凍っているかのようで。

「何もない……、何も、何一つ……」「空っぽなのです。暗くて、寒くて、何にもなくて……」

　暗い。真っ暗です。

　また、また一人きり。

　あの時と、王都で奴隷商に繋がれていた暗い独房にいた時とまるっきり同じ。

　……同じ？　復讐の炎が見当たらないのに、あの時と？

『繋がりが消える？　馬鹿を言うんじゃないよ。『神域』の力がその程度で消えたりするものか』

　トクンッと、それは小さく、けれど確かに脈を打つ。

　それでもやっぱり探しても探しても見つけられなくて。

　見つけられないのに、熱を感じる。

「あ、あぁ、ある、あります」「あるのです、弱くて、小さくて、見つからないけど、本当に……」

　私は握りしめた両の手を胸にうずめるように泣いて、シュリアは自分の体を掻かき抱くように泣いていました。

　残っていました。ちゃんと確かにここに、この体の奥底に。

『トワコちゃんの言う通り、あなたたちの中にも繋がりがあります。それに、あなたたちの繋がりは彼の力で作った繋がりでしかないのですか？』

「違いますっ!!」「そんなわけがないのですっ!!」

『でしたら、考えてください。今のままで海人様を救うために何をしたらいいのか』

「で、ですがっ、急がなければあの女にご主人様が……ッ」

『大丈夫です。向こうの世界に渡られた以上、こちらの世界から手出しをできる存在はいません』

「向こうの、世界……？」

『あなたたちには強くなってもらう必要があります。彼が戻ってきた時、足手纏いとならないように。海人様を翻ほん弄ろうしようとする思惑から逸脱するために』

「いったい、何を言って……」

『まずは知ってください、この世界の裏側を。王女とは、聖女とは、魔王とは、勇者とは何なのかを。何のために、こんな役割が出来上がってしまったのかを』












　桃色の髪を揺らした彼女はそう言って、口の端を引き結んだ悔しさを抱えた様子で目を伏せる。

『そして、神を殺しに行きましょう。元凶の全てを断ち切るために。…………そうです、殺すんです、私に海人様を殺させるなんて、ありえません、ありえないですよっ。あのゴミ女、ゴブリンの肥こえ溜だめに落ちて窒息すればいいのですっ』

　けれど、再び目を見開き、その虚うつろな目で前を向いてそう言う姿は、怒りに満ちたものでした。

　まるで何かのスイッチが入ったように呪じゅ詛そめいた言葉を呟つぶやき続ける。

『あぁ、だから僕が説明しようと言ったのに。済まないね、彼女は魂が不安定な影響で時々こんな風になってしまうんだ。ここからは僕が説明を引き受けよう』

　やれやれと前に進み出てきたのは翠髪の少女。

『まぁ、その前に彼女らを起こしてからだけどね。とにかく、こちらはこちらで、今代の勇者が生存しているのは確認できているから安心するといいさ』

「っ、レオーネさん……」

　そう言って彼女が指さした先には、気を失っている様子のレオーネさんがいたのでした。





　　　　☆






　ルナリア法国の極東の港町。

　豊かな水路と重厚な煉れん瓦がの街並みが広がっていた美しい町は、今はあちこちから破壊の印である火の手と煙が立ち上っている。

「クハハハハッ、なんと脆ぜい弱じゃくな種族かっ!!　やはり我々魔族こそが至高の種族っ!!」

　高らかに笑う魔族の男は、捻ねじれた二つの角と蝙こう蝠もりのような黒い羽を揺らしてみせる。

　力を誇示するように魔力を大きく開いた両腕に集めていく。

「チッ、魔力の集まりが悪い。こいつが大結界というやつの力かぁ、本当にうざったい」

　苛いら立だたしげに舌打ちする魔族の男。

　相対するルナリア法国の兵士は、大結界を経てなお強大な力を操る魔族に冷や汗をかいていた。

「くそっ、なんでこんな南側の町にっ、魔族はもっと北側から侵攻してきてるんじゃないのかっ!?」

「救援はまだかっ!?　本国の聖騎士は!?」

「耐えろっ、耐えるんだっ!!」

　不意打ちで襲撃を受けた町の警備兵は最初から総崩れだった。

　戦術的な要所でもない、ただの観光地でしかなかった町には満足な兵などいるわけがない。

　早々に統率も取れなくなった中、それでも兵士は住民を守るため、救援を信じて必死の抵抗を続けていた。

「くっ、化け物どもめっ！　後光結界陣だっ！」

「「「おうっ!!」」」

「ふんっ、なんだその紙のような結界は、虫けらめ」

　聖なる祈りによって構築された緑と青色の混じる光の壁は、一瞬だけ魔族の放った魔法と拮きっ抗こうし、甲高い金属音とともに砕け散った。

「「「ぐあぁあぁあぁあああぁっ!!」」」

　魔法の余波に吹き飛ばされ、警備兵たちは地面を転がる。

「ハハハッ!!　やはり俺の思った通りではないかっ、貴様らを殺しつくし、この町を拠点に大結界の要かなめとやらも消し飛ばしてやる。そして俺が真の魔王と……」

「聖なる水は魔を貫く、『水すい流りゅう閃せん・聖せい流りゅう』」

　バシュンッ、と、騒がしい戦場の中でその音はやけに大きく響いた。

　白い光を放つ水の槍が宙を駆け、背後から魔族の男を貫いて消える。

　後に残ったのは、胸に巨大な穴を開け、驚きに目を大きく見開いた魔族の男。

「……な、なにっ？　ごふっ！」

　獣人以上に体の丈夫な魔人でも、胴体に大きな穴が開いて生きていられるほどの強者は少ない。

　力を失った死体は地面へと向かって落下していき、グシャリッと音を立てた。

「皆さん、よく耐えました。安心してください。ルーナリス様のご威光が照らす限り、魔族に後れを取ることなどありません」

　清水のような清廉な声の響きとともに現れたのは、聖女メテリア＝ローレリアだった。

　白の神官服に身を包み、白磁の杖つえを手にしたその姿は、まるで後光が差すような荘そう厳ごんさがあった。

「お、おお、おおおおおおおっ、聖女様ッ、聖女様だッ!!」

「ローレリア様がいらっしゃったっ!!　あぁ、やはりルーナリス様は我々を見放されてはいなかったんだっ!!」

　一拍の空白の後、湧き上がるような歓声が響いた。

　安あん堵どと喜びの声が響く中、一人の兵士が瀕ひん死しの重傷を負った仲間を背負いながら進み出る。

「メテリア様ッ、メテリア様ッ!!　お助けくださいっ、こいつ、こいつをっ!!　先月子供が生まれたばかりでっ!!」

「……落ち着いてください、大丈夫、生きている限り、全員助けてみせましょう。響き渡る調べは癒しの白波。『水すい癒ゆ・雫しずくの波は紋もん』」

　宥なだめるようにそう言ったメテリアが杖を振るうと、水面に雫を落としたような波紋が広がっていく。その波紋に触れた人間は傷が見る見るうちに消えていく。

　ほとんど死にかけていた兵士も、体中の傷口が塞ふさがり、だんだんと顔色が赤みを帯びていく。

「あ、あぁ、ありがとうございますっ、ありがとうございますッ!!　聖女様ッ、ルーナリス様ッ、その慈悲に感謝をっ!!　う、ううううっ」

　兵士は泣きながら戦友を抱きしめる。

「ギ、ギザマッ、がふっ、セイジョォ……!!」

「あらあら、思ったよりもしぶといですね。先程の一撃で死んだものと思いましたが」

　大きな穴の開いた魔族の体は無理やり塞いだように剥むき出しの肉が見えていたが、出血は止まり、満まん身しん創そう痍いといった様子ながらもきちんと立ち上がっていた。

「下等ナ、ニンゲンフゼイガァ……!?」

　と、そこへ騒ぎを感知した他の魔族たちも集まってくる。

「なんだあの女？　おい、あいつ人間なんかにやられてるぞ、だっせぇ」「同志が大分手ひどくやられているな」「どうせ油断して人間を甚いた振ぶっていたのだろう。害虫などとっとと駆除するのが一番だというのに」「アハハハハハッ、あの女の子っ、お肉おいしそーっ♪」

「あ、あぁあ、魔族がこんなに……っ」

　兵士が思わず漏らした絶望の声が兵士たちに伝染していく。

　体のどこかに魔物と同じ特徴をそれぞれ持つその姿は、兵士たちにとってはまさに恐怖の象徴のような姿だった。

「貴様もこれで終わりだ、たかが人間にこの数を相手にはできま……」

「『水すい牢ろう球きゅう・聖せい流りゅう縛ばく』」

　ぽつりと、呟くようにメテリアが魔法の名前を紡いだ途端、宙に現れた魔族たちの体を聖水の縄が縛り上げる。

「なっ、なんだよこれっ」「くっ、これは聖水というやつか」「まさかっ、この俺の力で拘束を破れんだと!?」「イギギギッ、なんかこの水ビリビリするぅ」

「悲しいことですが、今の私は少々虫の居どころがよくありません。これ以上大切な町を、大切な信者を傷つけさせるわけにはいきません。早々に神の御み許もとへと伏しなさい」

「おっ、おおっ、なんという力だ……」「なんて神々しい光……」

　メテリアの魔力が凝縮していく杖じょう頭とうは唄うたうようにリィンッ、リィンッ、と鈴を鳴らすような音を響かせ、後光が差すような純白の輝きを放つ。

「白びゃく轟ごうの鐘を鐘楼に吊つるしましょう。いくつもいくつも捧ささげましょう」

「ば、バカなッ!?　人間の身でこれほどの魔力を得るなどっ!!」「ありえんっ、ありえんありえんありえん!!」「聖女っ、神のしもべ風情がぁっ!!」「アワワッ、う、嘘うそだっ、あんなの嘘だっ!!」

　その魔力の光は魔法に長たける魔族たちにとって驚きょう愕がくと恐怖の対象になった。

　流れ行く清水のように口から紡がれる詠唱は、杖のさえずりと合わせて一つの曲のようだった。

「全てに裁きを下しましょう。滴り落ちる雫に呉くれて、清水を巡る光に暮れて、邪よこしまとなるものを鎮めるのなら」

　破裂しそうなほど魔力は凝縮され、瞬く光が頂点に達した瞬間、メテリアがその杖を振るった。

　圧倒的な魔力をもとに、拘束された魔族たちの頭上に光り輝く水晶で出来た鐘が現れる。

「────祝福の鐘は、三度鳴る。『水すい晶しょう鐘しゅ・波は雷らい』」

　その言葉がメテリアの口から零こぼれた瞬間に、現れた全ての鐘が音を鳴らす。

　それと同時に鐘の周りを取り囲むように、人ひとり分ぐらいの長さの水の針が現れた。

　そして、再び鐘が鳴り、全ての針はその下にいる魔族たちを貫き、

「ガッ!?」「グゥッ!!」「ギグッ!!」「ヒキッ!?」

　三度目の鐘が鳴った時、水晶の鐘から魔族たちの体に突き立つ水の針へと向けて白い雷のような光が落ちる。

「「「「ギャァアァアアァアァアァアアアアアッ!?」」」」

　水の針を伝わり、魔族の体内で暴れまわった聖の魔力を帯びた雷は、魔族の体の中を細胞の一つまで完全に焼き尽くしてその体を灰へと変えた。

「ば、馬鹿な……、こんな馬鹿なことが……」

　目の前の女に何の爪つめ痕あとを残すこともできずに消え去った同胞を前に、魔族の男は膝ひざをつく。

「……まったく、魔族というのはとことん邪魔な生き物です。いつもいつも、私と海人様の蜜月が遠のくような真似ばかり」

　ザッ、ザッ、と歩いて魔族の目の前に立ったメテリアは、無表情に魔族の男を見下ろす。

「さぁ、ルーナリス様の慈悲のもと、神の御許へ帰りなさい」

「ば、化けも……っ、が、ぐ、もっ……」

　魔族の男の額をメテリアの放った水すい槍そうが貫き、今度こそ完全にその魔族は息の根を止めることになった。

「お、おおおおおおっ、おおおおおおおおおおおおおっ!!」「やった、やったぞっ!!」「助かった、助かったんだっ!!」「あぁ、やはり神はおられるのだっ、ローレリア様、ルーナリス様、万歳っ!!」

　アアアァアアアアアァアアアァアアッ!!　と、耳に痛いほどの歓声が町に響き渡る。

　後に残るのは魔族が従えてきた魔物と吹けば飛びそうな弱小魔族のみ。

「さぁ、皆さん。町から邪な者たちを追い払うのです！　全てはルーナリス様の慈悲のもと、その威光を知らしめましょうっ！」

　メテリアはまさに聖女というような笑みを浮かべて、兵士たちを鼓舞した。

　士気の上がった兵士たちは次々と魔物と力の弱い魔族たちを倒し、ほどなくして戦闘の音はしなくなり、町には歓喜に溢あふれる声があがるのだった。

「…………」

　ただ一人、穏やかでない胸中を抱えたメテリアだけを残して。







『それじゃあ、本当にそれでいいのかい？』

　あぁ、またこの夢。

　海人様を元の世界にお送りしてから、毎夜繰り返し繰り返し見せられる、まるで覚えのない場面。

『昨夜、ルーナリス様より神託が下りました。海人様を神敵と定めるようにと指示がありました』

『ふむ。まぁ今回の勇者はかなり強く神域の力を保持しているからね。あれは上う手まくすれば彼女に対しても槍になる。彼女も必死だろうさ、なんでもいいからこの世界から追い出したくてたまらないんだろう。とはいえ、あれだけ大きく力を得てしまっては元の世界に返すのも彼女には業腹だ。高すぎるプライドがそれを許容できない。つまり、彼女には勇者を殺す以外の選択肢がないことになるわけだ』

　周りの景色は白くぼやけてよく見えず、分かるのは私ともう一人の女性が話しているということ。

『君にとっては不幸な話だが、君が彼と結ばれるのは非常に困難だったということだね』

　夢の中の私の前で肩をすくめる女は、海人様を元の世界に返そうとした時、周囲に纏わりついていた獣たちを攫さらっていった女によく似ています。

　ただ、あの時と違いその髪は深いエメラルドグリーンに染まり、身に纏うルナリア教の修道服もどきも薄く緑に色づいていました。

『……私はもう、ルーナリス様を信じることができません。その指示に従うこともできません。ですが、限界を感じるのです。日に日に強く、私が変質させられていくのを感じます』

『ふむふむ、なるほどね。やはり囲い込みもしないというわけか。それで、こちらから提案しておいてなんだけれど、安全な術式でもなければ成功しても完全なバックアップにはならないよ？　なにぶん、魂の操作は神の力の領域だからね。生前ならまぁギリギリどうにかなったかもしれないけれど、今の僕にはその程度が限度かな。今すぐに状況を変えられるほどの効果は見込めないよ？』

『構いません。このままでは私はきっと、この気持ちを利用されてしまうでしょう。手段を選んでいる余裕はないのです。そこに少しでも反逆できる可能性があるのなら……』

　理解のできない光景。

　聖女の私から出るとは思えない言葉。

　これは、なに？　いったい、なに？

『ふむふむ、いいね、僕はそういうのが好きなんだ。どこぞの誰かに自分をどうにかされるのは気に喰くわないという気持ちは分かるからね。だけど、最後に確認しておくよ、これは魂を分割する術だ。おそらく、君の魂は今以上に彼女の侵食を受けやすくなる。何かあった時、複製された魂で上書き、影響を取り除くのはおそらく有効だし、成功すればその後の干渉も排除できるだろう。だが、魂が上書けないほど君の体に残る魂が変質していれば……』

『その心配はありません、たとえどれだけ変質したとしても、大切な想いは変わりません』

　私の疑問は何も解決しないまま、もともとぼやけた世界は更に色を失なくしていく。

　そうして、私は強い困惑とともに目を覚ますのです。

『私は海人様をお慕いしています。何があったとしてもこの気持ちだけは私の絶対なのです』

　夢の中でそう言う私は、どうしようもなく確かに私でしたから。







「メテリア様、メテリア様ッ!?」

「っ、はっ！　はぁ、はぁ……」

　目が覚めたのは教会の支部の部屋でした。

　軽く肩を揺すりながら名前を呼ぶのは、本国から連れてきた世話係の侍女です。

「随分とうなされておいででした。少しお休みになられた方がよろしいのではないですか？　帝国と獣国からは援軍も来ているのですし、あまり無理をなさらない方が……」

「……そういうわけにはいきません。万が一にも法国の維持する大結界を崩されるわけにはいかないのです」

　法国の中心で、大陸に広がる大結界を支える『神聖結晶』。

　魔族の能力を大幅に低下させる大結界が消えれば、この大陸の北、獣国から海を越えた先にある魔族たちの国から力の弱い魔族まで大群で押し寄せてきてしまう。

　それを許せない理由が、今の私にはあります。

（海人様を再びこの世界にお呼びするために、『神聖結晶』と生いけ贄にえとなる魔族たちは必要です。あぁ、あの魔王はどこまでも私の邪魔を……っ）

　まずは王国の国力を削そぐところから始めようと考えていたのに、これでは計画を練り直さなければいけません。

　意味不明な夢といい、なぜか最近ぱったりとやんでしまったルーナリス様の神託といい、私の不安と焦りは増すばかりです。

「？　メテリア様？」

「っ、あぁ、ごめんなさい。少し考え事をしていました。今日中にこの町を発たって最前線へと行きましょう」

　懸念事項は多く、やることも多い。

　それでも私は海人様への思いを胸に抱き、今日も懸命に生きます。

　海人様と結ばれるその日を信じて。





　　　　☆






　オロルレア王国、王城にある隠された訓練場。

「これで、終わりですか？」

　ありえない、ありえない、ありえない。

　俺は英雄になる男、ガガーランドだぞ？　なのに。

「さぁ、立ちなさい。それとも、もう諦めます？」

　なんだこの結果は、なんだこの状況は。

「……前の世界でパーティの一員として旅をした戦士というのなら、それなりに強いのかと思っていましたけど、期待のしすぎでしたね」

　銀糸の髪が日の光に揺れ、ヒュッ、と振り払った細めの剣が空気を切り裂く。

　王女の剣術指南なんて話が、ある町で警備隊長をしていた俺に来た時はいったい何の冗談かと思った。

　実戦での実力なら誰にも負けないとは思っていたが、平民の俺が王族への指導なんて、と。

　そもそも、お淑しとやかで儚はかなげと噂うわさの王女が剣術を習うこと自体が不思議でならなかった。しかし、王族からの要請を断れるはずもなく、訝いぶかしみながらもこうして王都まで来て、そして今、とりあえず力量を測るためと行った模擬戦で。

　年端もいかない王女こむすめに、俺は自慢の剣を弾かれて、みっともなく地面に尻もちをついてる。

「体格はよさそうですし、鍛えているのも窺うかがえますが、技術的にはうちの騎士団よりも数段落ちるようですね」

（馬鹿なッ、馬鹿な馬鹿な馬鹿なッ!?）

　理解不能な現実に、その言葉を口にすることもできなかった。

　理由は分からないが降ってわいたチャンスに、俺は胸を熱くしながらこの場に来ていた。

　王族と直接かかわれるチャンスなんてそうそうない。ここで王族の目に留まれば俺の栄達は約束されたようなものだ。最近は魔族の活動が活発になってきているし、もしかしたら勇者の一行にだって加わることができるかもしれない。

　この前に選ばれた勇者は、全身を白銀の鎧よろいで覆って顔すら見えないありさまだった。あんな格好をするのは臆病者の証だ。

　貴族出身のクソ上司が、勇者選定の儀に出る邪魔さえしなければ、俺が勇者になったに違いない。

（そうだ、俺はここで取り立てられて……、あんな勇者、どうせ戦場じゃすぐに死ぬ。そうしたら俺が勇者だ、英雄だ。この国で一番の英雄だっ!!）

　きっとそうなるっ。いや、俺の力量ならそうならないとおかしいっ！

　王女様を優しくいなしてやって、信頼を勝ち取って、そうして、俺が、俺こそが……。

　その時、ふわりと甘い花の匂いが香り、自分の声が聞こえた。

　────可か憐れんなお姫様にすら剣で下されるような男が、英雄になれるか？

「あ、あぁ……!!」

　理想と現実の乖かい離りした一言に一瞬で頭が沸騰した。

（ありえないありえないありえないっ、俺がこんなっ、こんなのありえないっ!!）

「ふざけんなああぁあああ!!」

　気が付いた時には腰に吊るされた自前の剣を引き抜き、王女へと切りかかっていた。

（っ、しまっ!?）

　ありえない蛮行。しかし、慌てた時にはもう遅い。

　刃引きのされていない肉厚で武骨な直剣は振り下ろされ───、

「『甘受の花プリマサム』」

　一瞬で、塵ちりになった。

　そして、俺はその美しさに目を奪われる。

「え？　なっ、あ……？」

　薄く桃色に色づく花弁を湛たたえた大きな一輪の華。

　いったいいつ現れたのかも分からないほど唐突に剣の前に現れた華に、刃やいばが滑り込んでいった。けれど、その瞬間、まるで剣は砂へと還かえるように銀色の粉となって足元に山をつくる。

　振り抜いた先に残されたのは刃元だけを綺き麗れいに残した滑稽な剣だけ。

「弱すぎるわ、あなた」

　凍える視線で俺を見つめながら零すその言葉は、俺の心に冷や水を振りかけた。

　冷静になった自分が、先程の自分のものとは思えない短慮な蛮行を思い出し、眩暈めまいがするような思いを抱く。

　国家反逆罪。姫に切りかかった大罪人。親類縁者は首を晒さらされ、王城の一室で俺の帰りを待っている美しい妻は人目を憚はばかるような惨むごい目に……。

　そんな最悪の想像が頭の中を駆け巡っていく。

「あぁあ、も、申し訳……っ、違う、ちがうのですっ、アレシア様ッ！　あれは何かの手違いで……っ、決して姫様を害そうと考えてなどっ!!」

　膝をつき、恐怖と混乱が支配する頭を必死に下げる。

「……顔を上げなさい、ガガーランド」

　あの冷たい視線で見下ろされたらと思うと怖かった、顔なんて上げられるわけがない。

　けれど、そのままでいることなんて許されない。

　俺はゆっくりと顔を上げ……、

「…………あっ」

　そこには、まるで別人のように、天使のような慈愛の笑みを浮かべた優しげな少女がいた。

「大丈夫、この国に尽くしてくれる勇士を切り捨てたりはしません。ガガーランド、あなたのような愛国心溢れる民こそがこの国を支えているのです。あなたのような人にこそ、この国を守っていただきたいのです」

「お、おおぉ……、ありがたき幸せっ」

（た、助かった、のか？）

　最悪の想像とは違う展開に、張り詰めていた心が少しだけ弛ゆるむ。

　その姿は噂にあるような儚げでお優しく、悪く言えば考えの甘い少女の姿だった。

「ですが、ガガーランド。今のあなたには勇者としての資格が足りません。現在の力では王国の敵となる者たちとの戦いでやすやすと大切な命を失ってしまうことになるでしょう」

　少女は悲しげに首を振る。

「あなたには、王家に伝わる秘儀のひとつを授けましょう」

　そう言って差し出されたのは一粒の大きな種らしきもの。

「あの、これは……？」

「これは、世界を変える力を持った種です。この種で、ワタクシは力を得ました」

「この種で……」

　そう言われ、陶器のように美しい少女の手のひらから種を渡される。

　自分の手にある種を見ると、その種には魔力のような不思議な魅力が宿っているような気がした。

（この種で、王女様は強くなった……？　だが、そんな話……、いやっ、だったらあの王女の強さは何なんだ？　明らかにおかしいじゃないか。もしこの種でこの王女様があんなにも強くなれるのなら、こいつを俺が使えば……）

　ゴクリッと、自分の喉が鳴る。

「さ、授けるというのは、つまり、これを頂けるので？」

「えぇ、噛かみ砕かずにそのまま飲み込んでください。その種には大精霊様のお力が宿っております。体の内に取り込まれた種はあなたの力を飛躍的に引き上げてくださるでしょう。あなたはこのオロルレア王国を敵から守り抜く護国の英雄となるのです」

「お、俺が、護国の英雄に……」

「さぁ、なにもためらうことはありません。あなたは選ばれたのです」

　耳に心地よい響きとともに、俺の口の端が吊り上がった。

「はっ、身命を賭してこの国を守ると誓いましょうっ！」

　そうして俺は、兵糧丸のようなサイズのその種を飲み込んだ。

　その瞬間、全身を焼くような痛みに四つん這ばいになって地面に蹲うずくまった。

「うぐ、がぁああぁあぁぁああぁああぁっ!?」

　熱い熱い熱い熱い熱い熱いっ!!

　体の全てが作り替わっていくような痛みを伴う熱の感覚に思考が漂白されていく。

　耐え切れずに気を失った俺は、最後まで顔を上げることができず、アレシア王女の顔も見ることができなかった。





　　　　☆






「ガガーランド、それは大精霊様の求められた試練なのです。『世界樹の種』の力に負けないよう、つとめなさい」

　ワタクシはそう優しげに微笑み、気を失ったまま苦しげに呻うめくガガーランドを前に、侍女を呼ぶ。

「さぁ、ガガーランドを部屋へと運んで差し上げなさい」

　軽く手を叩たたくと、訓練場の端で虚ろな目をして待機していた侍女の一人が前に進み出て、ガガーランドの巨体を一人で抱え上げます。

　筋骨隆々とした大男であるガガーランドを、さほど鍛えているようには見えない侍女が持ち上げる姿は傍はた目めには少々異様でしょうか。

（まぁ、かまわないでしょう。この前に騎士団長のギードットを掌握したことで王城内の人間は全員ワタクシの手中に……）

「ヤレヤレ、ひでぇ王女様もいたもんだヨ。なぁ、あんたもそうは思わないカ？」

「『……』」

　城の中へ入っていく侍女を見ていた時、大変失礼な物言いで現れたのは見るからに怪しい風貌をしたエルフでした。

　そしてそのエルフ、エンディミアは人を小馬鹿にした笑みを浮かべ、その隣に立つ顔すら見えないように全身をフルプレートの鎧で覆った少し小柄な人物の肩へと右腕を回す。

「エンディミアッ!!　その薄汚れた手を今すぐどけなさいっ!!」

「おおっト、怖いネ。そんなにヒステリックに叫んだら品性が疑われちゃうヨ？」

　ワタクシが無詠唱で放った飴あめ玉だまぐらいの大きさまで圧縮した火の玉はエンディミアの左肩へと正確な軌道を描きました。ですが、その肩を打ち抜く前に急激にその速度を落とし、軌道を変えてエンディミアの手のひらの上に留まると、まるで燃え尽きるようにシュッ、と消えてしまう。

　相変わらずの余裕綽しゃく々しゃくという感じに苛立ちを募らせながら、それでも手をどけさせるという目的は十分に果たせたのでそれ以上魔法を放つことはしませんでした。

「まったく、エルフは敵じゃないって分かったんだかラ、少しは俺にも優しくしてくれないのカ？」

「ワタクシ、下手な冗談は嫌いです。私が愛を注ぐのはこの国に住む人だけ。敵かどうかと人間じゃない化け物への嫌悪は別物です。気持ち悪い。人以外の血が混じったものがこの場にいることを許しているだけでも破格の待遇と思ってください」

「やれやれ、せっかくいろいろ教えてやってるのにナ」

　吐き捨てるように侮辱しても、まるで柳に風とばかりにエンディミアは受け流す。

　それが度量の広さではなく、ワタクシたちを下に見ているが故の余裕だと分かるからこそ不愉快でならない。

（……いえ、落ち着くのです。こんな気色の悪い生き物に苛立っていても仕方がありません。今はそれよりもなすべきことを考えないといけないでしょう……）

「それでエンディミア、ガガーランドの妻、ミミーニャと言いましたか？　彼女にも、種は飲ませたのでしょうね？」

「それはもちろん、抜かりなク。『おお、ミミーニャさん、いや、ミミーニャ様。君は勇者の一行に加われるだけの素質があるネ。実は君の夫もその素質を見込まれて英雄になるために行っている方法があるんだけド、やってみるカ？』って言ってやったらすぐにパクリと飲み込んだのサ♪」

　まるでその時を再現するように道化じみた様子を演じて見せる。

「そんデ、まぁ、今日のお勤めも終わったところで寂しいお知らせダ。俺はちょっとばかし遠出をすることになっタ」

「……どういうことです？」

「どうもなにも、今日で一度お別れってこったヨ。面倒な野暮用が起きた、いや、起きそうでネェ。ここでのんびりしてるわけにもいかなくなっちゃったわけヨ。そういうわけで、義理堅い俺は最後のあいさつも忘れずにこなし、さっそうと去っていくってわけサ。……じゃあな、ニセモノの代用品のくせに随分と面白い女で退屈しなかったゼ」

「っ、待ちなさ……っ!!」

　キヒヒッ、とまるで妖怪のような笑い声をあげて自らの影に沈み込むようにして消えてしまった。

「～～～～～～～～っ!!　これだから混じり血の生き物はッ!!」

　この世界は人のための世界だというのに、どうしてこうも人外の連中が好き勝手に動くのか。

「……まぁ、ですが、これでようやくワタクシたちの間から邪魔者は消えるのですね」

「『……』」

　誰もいなくなったその場で、ワタクシは黙して語れない鎧の彼女へと手を伸ばす。

　そして、引き寄せ合うように抱きしめる。




「ラムネシア姉さま、安心してください。きっと、きっとワタクシはやり遂げてみせますから」






間章　痴人の夢






　暗い夜は怖かった。

　お月様が出てない夜は、お姉ちゃんのお布団に潜り込むと安心できた。

「んーん、やはり『対象外』の、それもただの血縁者というだけで特別というわけじゃないのか」

　お姉ちゃん、お姉ちゃんはどこだろう。

　お姉ちゃんがいないとご飯が美お味いしくないの。自分じゃ上手に髪がまとめられないの。

　お姉ちゃん、お姉ちゃん……。

　私ね、お姉ちゃんのためなら頑張れるよ。それだけはまだ覚えてるよ。

「さぁ、香か織おりちゃん、今日も頑張ろうか。大丈夫、痛くないから、すぐに終わらせるから」

　暗い部屋、狭い部屋、少しかび臭い部屋。

　ねぇお姉ちゃん、どこにいるの？

　ねぇお姉ちゃん、どこに行っちゃったの？

　私、一杯一杯我慢するよ。我慢するよ。お姉ちゃんが見つかるなら、なんだって我慢するよ。

　だから、お願いお姉ちゃん。

　戻ってきて、抱きしめて、髪を撫なでて、また大好きだよって言ってよ。

「詩し織おりお姉ちゃんを見つけるために、今日も頑張っていこうか」

　ねぇ、お姉ちゃん。





　　　　☆






　寒い、暗い、冷たい、汚い。

　どうして？　どうしてあたし、こんな部屋に閉じ込められてるの？

「うーん、こっちの子もダメかぁ。やっぱり『対象外』は『対象外』かぁ、魔力試験紙にも期待したほどの反応はありませんし、いや、そもそも素養がないから対象外にされたのか……。はぁ、上う手まくいきませんねぇ、やはり『対象外』ではなく、『失敗者』の方でなければだめなのですかねぇ」

「『………ァ、……ェ、…シ……ャ……』」

　自分の口から、自分のものとは思えない掠かすれた声が漏れた。

　いや、もう、これは声じゃない。ただの空気が漏れるだけの音になっちゃった。

　だって、もうずっと前にあたしの喉は壊された。

「あぁ、大丈夫、体力がある分、香織ちゃんじゃできない実験もできるから君は大いに役に立っているよ。微かすかではあるけど常人にはないはずの魔力試験紙に反応があった。あぁ、確かにご先祖様は正しかった。くひひっ、どいつもこいつもバカにしやがって、何も知らない馬鹿どもが、自分には素質がなかったからって嫉妬しやがって、ざまぁみろ」

　気味が悪い笑みを浮かべた笑い声がノイズ交じりに聞こえる。

　そうだ、随分前に耳も壊されたんだった。

「ひひひっ、ふぅー……。さっ、今日も実験を始めよう。君の質が高まれば最後に取り込める魔力も多くなる。嬉うれしいだろう？　君は私が大魔術師となるための礎になれるんだ」

　そうだ、そうだそうだそうだっ!!

　壊された壊された壊されたっ!!

　全部全部全部こいつに壊されたんだっ!!

　どうしてっ、嫌よっ、なんでこんな目にぃ………。

「さて、今日はこの儀式を試してみようか。成功すれば精霊を見ることができる目を手に入れられるらしい。まぁ、現実の視界は失ってしまうそうだけれど、どうせこんな醜い世界を見る目なんて君もいらないだろう？」

　嫌ッ、嫌ッ、嫌ッ、イヤアアアァアアアァアアアアアァアアアっ!!

「『…………ァ、………ッ、……ァ……』」

　助けてッ、誰か助けてよっ!!

　舞まいッ、聡さと美みッ！　誰でもいいからっ!!

　ここから出してっ!!　お父さんっ、お母さんっ、帰りたいよぉッ!!

「さぁ、何も怖がることはないよ。儀式を始めよう」

　誰か……、助けて……。





　　　　☆






「くそっ、くそっ、くそっ、くそっ!!　アアァァアアアアァアアアアアッ!!」

　金に糸目をつけないで作った地下室。

　せっかくもう少しというところまで来ていたのに、あと一歩、直前まで来て裏切られるなんて。

「あの馬鹿がッ、なんてことをしてくれたんだっ！」

　薄暗い部屋の中、人目があるうちは抑え込んでいた怒りはその枷かせを失なくしたことで自由に暴れまわる。

「生きている価値もないクソニートのくせにっ、あれほど殺すなと言い含めたのにっ！　なんてことをっ、クソクソクソがっ!!」

　感情を壁を蹴りつけて吐き出し、それでも収まらずに握った拳で壁を横殴りに叩たたく。

　ジンジンとした痛みと熱が、少しだけ沸騰した頭から手に移ったような気がした。

「ふぅ……、ちっ、研究の計画を再考する必要があるか……、死んでしまえば体から霊魂が離れる。少しでも残ざん滓しが残っているうちに試せるだけのことは試さなければ……」

　ガシガシと頭を掻かいた後、ため息をついて研究部屋からの戸を開く。

　廊下に出ると右手には上の階へと繋つながる階段。

　左手には向かい合うように赤、青、黄、緑の四色の扉のついた部屋がある。そのうち赤と青の二部屋には入居者が、黄の部屋には死体を運び込んである。

　その黄色の扉を開くと、完全に血の気が消えた少女の死体にシートが掛けられている。

「……さぁ、まずはなにから手をつけるとしましょうか」

　ひやりとした肌に触れ、張りを失った瞼まぶたを親指で押し開く。

　光の消えた少女の目は空虚へと向いている。首を傾けた反動で、真っ白な唇が薄く開いた。

「素材もそうそう替えが効くものじゃないですし、計画的にやらなければいけませんね」

　やろうとしていたことを頭の中に一つ一つ思い浮かべては、死体でもできること、死体ではできないことに振り分けていく。

　バサリッとシートを外して、薄く微笑む。

「さぁ、頑張っていきましょうか、聡美ちゃん♪」

　人ではなく物になってしまったことを示すような全身の白さ。

　深く刃物を突き立てられた腹に大きく開いた傷跡がある以外は、保存状態は悪くないように見える。しかし……。

「…………、おおっ、さすがは一度は転移の対象になった『経験者』だけのことはありますねっ。死体でも対象外の連中よりもよほど色濃く残滓が残っています！」

　緑と水色がマダラに混じる液体を全身に振りかけると、紅あかい粒子がフワリと上がる。

　ここまでの魔力反応は、その場にいただけの対象外の人間よりも色濃く残っている。

　惜しむらくは、これが生きたまま、霊魂が残った状態であったなら更にあの大規模魔術の正体に近づくことができたということだろうか。

「ふ、ふふふっ、絶対に解明してやる。絶対あるはずだ、あの映像の魔法陣の先へ行く方法が、魔力の満ちた空間がっ」

　ガチャガチャと魔術の刻印が施された銀色に光る道具を手に、口の端を吊つり上げる。

　ペロリと興奮を舐なめるように、自分の唇も舌で舐めた。

　そう、手に入れるんだ。太古の魔術師たちが手にしていた本当の魔法を。

　魔法が廃れて魔術師が絶え、世界の魔力が薄まり、ほんの少しの奇跡さえ行使できないこの世界。

　そんな世界でも魔力の素質を私は得たのだ。

　この体には才能があったのだ。栄華を誇った魔術師たちの新たなる祖となる才能がっ！





　　　　☆






「あぁあぁぁああぁあっ!!　ダメッ、ダメだっ、これもダメッ!!」

　ガガッ、ガガッ、ガガッ、と机に何枚もばらまくように置かれた紙に、大きく×の印をつける。

　そしてペンごと手のひらを机に叩きつけて、ぐしゃりと机の上の紙を握り潰つぶす。

「あぁああぁああ、何でだ何でだ何でだ何でだっ!!　何かがッ、何かがあと一歩足らないっ!!」

　ギリギリと脳みそを鎖で締め上げられるような不快感は、答えがあと少しのところまで来ているからこそのものだ。

　あと一歩の焦燥が飢餓感をより駆り立てている。

「どうしてっ、なにが、何が足りないっ!!」

　実験で集めたデータを分析し、その全てが思うような結果を上げられなかった。

　危ない橋を渡って手に入れた被検体たちも、さすがにもうどれも役に立たない。

「…………やっぱり、だめなんだ。『転移者』の関係者も、転移を許されなかった『対象外』も、転移から逃れた『経験者』の死体も、所しょ詮せんは副産物だものねぇ」

　そう、だったらもう、本物を使うしかない。

　最初から不足している者を相手にしたら、結局不足した結果しか出ない。

「…………さぁ、一つ一つ、着実に仕事を進めましょうか」

　そう、まるで神様が用意してくれたみたいなタイミングで彼はやってきた。

　考えてみれば、今までの失敗があるおかげで、たった一人しかいない彼を無駄にしてしまうこともない。

　もうすこし、もうすこしでこの世界に穴が開けられる。

　そうすれば、この世界で枯渇してしまった魔の力が再び蘇よみがえる。

　同時に漏れ出す領域外の力を私のものとし、私を頂点とした神話の時代が再現される。

「私は世界一の魔術師になるっ、くひひっ、誰も私に追いつけないっ、古いにしえの血に目覚めた私だけが、この世で唯一無二の、絶対の魔術師にっ!!　くひひははははっ!!」

　そう、ただの人間を超え、新たなステージに上がるんだ、アハハハハッ!!






第三章　戻りきらない日常






　俺が病院から退院し、二ヶ月が経った。

　季節は冬真っ盛り、乾燥した冷たい空気が肌に刺さる季節。

　懸念していた新生活は思ったよりもずっと無難で静かな始まりだったと思う。

　部活も委員会も避けて通ってきた俺には後輩との繋つながりはなく、クラス替えは三年に上がる時に一度だけなこともあって、学園で残った知り合いは悠ゆう斗とと舞まい以外にいなかった。

　失踪事件の当日、俺が所属していた二年三組の生徒はほぼ全員が事件に巻き込まれた。

　助かった一部の例外は、あの魔法陣が出る直前の光に驚いて転んだり、走っている最中だったりして運よく魔法陣の中に取り込まれずに済んだ人だけだった。

　あの日、珍しく遅刻しかけて走っていたらしい舞もまた、そのおかげで魔法陣から逃れることができたらしい。

　けれど、そうして助かった二、三人のクラスメイトも、既に殺されてしまったようだった。

　俺が還かえってくる一ヶ月前に起きた、殺人事件。

　舞の友達の聡さと美みちゃんが殺された。

　そしてその更に半年前に起きたらしい集団通り魔事件。

　まるで示し合わせたように、失踪事件の関係者を狙った通り魔が何件も発生し、その被害者の中に生き残ったクラスメイトたちもいた。同じく舞の友達の優ゆう紀きちゃんも行方不明になった。

　今や、旧二年三組の生徒は俺と悠斗だけだ。

　結局、今の学校に俺の知り合いはほとんどいない。だから、母校なのにほとんど転校生みたいな立ち位置だった俺は、そこそこ質問攻めにあうのだろうなと勝手に考えていた。

　特に、俺が失踪していた間のことにはみんな興味があるだろうと。

　けれど、そんな予想とは裏腹に、学校で俺にあの事件のことを聞いてくる生徒はいなかった。

『みんな、多かれ少なかれこの一年で嫌な目にあってきてるからね……。失踪中の海かい人との記憶がないことも、混乱を避けるために最初から伝えられてるから』

　悠斗に少し陰のある微笑でそう言われて、俺は自分のことを恥じた。

　どうして俺はこんなにも考えが足りないのかと。

　学校側が配慮してくれたのか、舞と同じクラスの隣の席になった俺は、そんな周囲の気遣いもあってクラスに馴な染じむのにそう時間は掛からなかった。

　俺のことを普通に扱ってくれる新しいクラスメイトたちに感謝しながら、次第に俺は少しだけ変わった日常へと押し戻されていった。

「よぉーし、それじゃあこの前のテストを返すぞぉ。各教科の時間までに自分の解答用紙見直しておけよぉー」

　朝のホームルームの時間に大きく響く担任の声に、悲ひ喜き交こも々ごもの悲鳴がクラスであがる。

「数学の最後の問題、ケアレスミスした気がします。点数を見るのが少し憂ゆう鬱うつです」

　と、俺の隣で妹様が優等生な発言をしていることに、俺の心臓はバクバクとなっていた。

「お、おお、そうか」

　五十音の名前順での返却にすぐに呼ばれて、テストの束を受けとり、席に戻る。

　テストの点数をさりげなく妹に見られないように隠しながら！

「兄様？　どうしました？」

「すまん、ちょっとトイレ行ってくる」

　スッ、と消え去るように教室を後にして、俺は紙の束を掴つかんだまま、トイレへと向かう。

　開いていた一番手前の個室に飛び込んで鍵を掛け、もしかしたらと祈る気持ちで解答用紙を見た。

「うぉっふ……」

　しかし、俺は五教科五枚の紙が告げる非情な現実に天を仰いだ。トイレだから空は見えないが。

（やべぇ、これがバレたら……）

「『兄様……、舞はとても悲しいです。兄様が本当にバカ兄様になってしまわれました』」

　舞がため息をついて言う姿を想像し、ブルリと体を震わせて、赤点の答案用紙を握って潰つぶした。

　この点数を見られたら、俺は一ヶ月後の追試まで土日を含めて毎日つきっきりの監視体制の中、舞に勉強を強いられることになる。

　そこに慈悲はなく、新しい生活にバタバタしていたからなんて言い訳は一切通用しない。

　うちの妹様は体を丈夫にするためにと薙刀なぎなたの道場に通っていたからか、自身の中のスイッチが入ってしまうと容赦のないスパルタを笑顔で強いる鬼になる。

　一度、中学生の頃にゲームに嵌はまりすぎて赤点を取ってしまった時は、父さんと母さんの仲裁すら笑顔の理詰めで論破して、一切の妥協を受けつけなかった。

　おかげで追試は無駄に満点になった。

「ふっ、だが妹よ、所しょ詮せん妹は兄には勝てんのだよ。そして俺は某○○太くんのように見つかる可能性があるような場所に証拠を残したりはしないんだ」

　一人悪役顔を浮かべながら、俺はビリビリと解答用紙を破る。

　トイレに流しても詰まらないぐらいまで細かくした後、一枚分ずつ水に流していく。

「……証拠隠滅、完了」

　疑わしきは罰されず。

　いくら舞が疑惑の目を向けても、証拠がなければ舞のスイッチが入ることはない。

　うちの妹様は、そういうあたりが堅物だからな。

『トイレに紙がなくて思わず』とでも言えば、『デリカシーというものを学びましょうか、兄様』と怒られるぐらいで済むはずだ。

　俺は悠々とトイレを出て、王者の気分で教室へと戻る。

「兄様、おかえりなさい」

　席に戻ると、朝のホームルームは終わっていて一限目の授業が始まるまで残り五分ぐらいだった。

「あぁ、いやぁ、参ったよ、急に腹が痛くなってさ、しかも紙がないもんでさぁ」

「そうですか、それは大変でした。それで、解答用紙を代わりにしたわけですか、残念兄様？」

「え？」

　しかし、席に戻って舞から発せられたのは予想外の言葉だった。

（ま、まずいぞ、なんかまずい。この雰囲気は……）

　ダラダラ流れる汗とともに嫌な予感が膨れ上がってくる。

「あら兄様、どうしましたか？　そんなに汗をかかれて」

「い、いや、なんかあれかな、空調の調子がおかしいのかなっ！」

「そんなことありませんよ兄様、先週業者の方々が修理に来たばかりじゃありませんか。教室の室温は適温になっています」

「そ、そうか。いやぁ、おかしいな」

　ふぅ、と誤魔化し笑いをする俺を追い詰めるように舞はため息をついた。

「この妹、兄様を寛大な心で見守ってきました。兄様が女子を虐いじめるのが好きな変態でも、妹に懸想をする変態でも、異様なまでに足の造形に執着する変態でも一生面倒を見るつもりです」

　ザザザワザワッ!?

「うぉおおいっ、ちょっと待って何言い出してんのっ!?　お願いやめてッ、兄さんのイメージが大変なことになってるからっ、ほらっ、隣の席の中村君とか化け物を見る目で机を離し始めてるしっ、みんなしてこっち見てざわついてるじゃんっ!!」

「ひどいテストの点を隠すために公共の迷惑も考えず解答用紙をトイレに流してくるような兄様のイメージなんて、吐と瀉しゃ物ぶつまみれの生ごみになってしまえばいいと思います」

　あっ、察しちゃった。

　あかん、これ、あかんやつやんかぁ……。

　ゴゴゴゴッと般若を背負う舞の姿は、完全にスイッチが入っていると断言できた。

「そしてこの惨さん憺たんたる点数……、はぁ、とても悲しいです。小悪党に堕落してしまった兄様にはふさわしい点数かもしれませんけれど」

「っ!?　な、なんでそれがそこにっ!?」

　悩ましげなため息をつきながら舞が手に持って見せている紙は、今さっき水底の彼方かなたへと消えたはずなのにっ!!

　舞ははらりはらりと点数が見えるように揺らしている。

「まさか、兄様がこんな真似をするとは思っていませんでした。それでも一応、罪悪感に泣きそうになりながら先生に解答用紙のコピーのコピーをもらってみたら……」

　白々しくそんなことを言って、そこでまた舞は深くため息をついた。

「舞の兄様は、堕落兄様になってしまいました。姑こ息そくになってしまった兄様がとても哀れです」

「あ、哀れに思うなら、や、優しく手加減してくれるといいんじゃないかって、お兄ちゃん思うんだが、いかがなもんかなぁ」

　哀れと言いながら、怒りを滲にじませている舞に、祈るような気持ちでそう言ったら、

「兄様、お昼休みは、お勉強の計画を立てましょう」

　そして、無情にも授業の開始を告げるキーンコーンという鐘の音。

「……あぁ、儚はかなきかな我が安寧の日々よ」

　どうやら、俺の勉強漬けの日々は確定してしまったようだった。







「ぬぐぐっ、もう無理、勘弁してくれぇ……」

　そしてそんなある休日、俺は悠斗の家で必死に数学の勉強をしていた。

　一人暮らしをしている悠斗の部屋は、都内の高級マンションの一室だった。

　悠斗は『家族はいない』と言っていた。いわゆる複雑な家庭事情というやつらしかった。小学生の終わり頃に母親を亡くして以来、父親からの援助を得て生活していると聞いた。

　けれど、父親との折り合いは良いものじゃないらしい。

　悠斗から父親の話を聞いたのは、健けん太たや末すえ彦ひこと初めて訪れた時だけた。

「……まぁ、ここまでできればとりあえず数学はいいかな。試験はパスできると思うよ」

「マジでっ!?　やったっ、これで勝つる!!」

　しばらくキュキュッ、と丸付けをする音が聞こえた後、ようやく合格を告げた悠斗の言葉に俺は思わずガッツポーズをとった。

　センター試験直前だというのに『大丈夫だよ、勉強なんて要領だから』と、さらっと笑って俺の勉強を見てくれるのには感謝しているが、それはソレ。

　一夜漬け派の俺は少しでも勉強時間を削りたい人種なのだ。

　俺、勝利のポーズッ!!

「それじゃあ次は社会科の勉強だね、海人」

「えっ……」

「えっ、じゃないよ。そっちも盛大に赤点だろ？　悪いけど、今回ばかりは海人の味方はできないよ？　舞ちゃんに脅さ……、頼まれているからね」

　若干青い顔で目を逸そらしながら悠斗はそう言った。

　おい、妹よ。ほとんど完璧なイケメンである俺の親友のどんな弱みを握ったんだ。

「まぁ、とはいえずっと詰め込みするのも効率が悪いからね。コーヒーと何か甘いものでも買ってくるからそれまで休憩しててよ」

「おう、コーヒーは雪のマークのやつで頼む」

「……いいけど、それ、コーヒーじゃないからね」

　苦笑しながら部屋を出ていく悠斗を見送って、パタンと扉の締まる音を聞く。

　誰もいなくなった部屋でグルグルと数字が回っている頭を冷やすために、ちゃぶ台にペンを置いて胡坐あぐらをかいたままフローリングの床に仰あお向むけになる。

（舞……、大丈夫かな）

　ちっちっちっ、と鳴る時計の音に、ボーっと思考が回る。

　今日、舞は殺されてしまった聡美ちゃんの百ヶ日法要に行っている。

　本来は親族ぐらいしか呼ばない法要だったが、聡美ちゃんのご両親は『舞ちゃんなら』と参加を許してくれた。

「……」

　朝、寂しさと悲しさを滲ませた顔で笑って家を出た舞の顔を思い出す。

「あー、やめやめっ。こうなったら悠斗の弱みを俺も握ってやるっ！」

　よっ、と体を起こして立ち上がると、俺は悠斗の部屋を家捜しすることに決めた。

　舞につられて俺まで落ち込んでいるわけにはいかない。無理にでもバカ騒ぎをして、家では舞をいつも通りに受け止めてやらないと。

「さ、て、と。そいじゃあまずはここから見させていただきましょうか。以前は見つけられなかったエロ本を探し出してやる」

　それは昔は当たり前のようにやっていた、いつも通りのバカ騒ぎ。

　だけど、やはり俺はどうしても考えなしで。

「…………」

　その悠斗の部屋を見て、声も、思考も、何もかも失った。

　まるでそこは何かを閉じ込める檻おりの中のようだった。

　壁という壁に貼られた新聞の記事、ネットの記事、掲示板の書き込み、ＳＮＳでの情報、いくつも貼られた顔写真に、その顔を塗り潰すように赤色のペンで大きく付けられた×印。

　苦しい、ふざけるな、なんで、諦めきれない、どうして。

　どうしてどうしてどうしてどうして、どうしてなんでだって、そんな風に金切り声で叫ぶ声が聞こえてくるかのようだった。

　そこには、俺の知らない一年間の、そして今なお続く悠斗の痛みがありったけ詰め込まれていた。

　ここは、俺が勝手に立ち入っていいような場所じゃない。

　俺は扉を閉じて、拳を扉に当てて、その上に額を押しつける。

「なんで、こんなことになっちまってるんだよ……」

　誰もいないのをいいことに、俺は一人弱音をこぼした。

　悠斗が帰ってきて、買ってきてくれた差し入れを食べて一息ついてからまた勉強を始めた。

　結局、俺は部屋を見てしまったことは言えず、何もなかったように過ごした。

　ほかに、どうすればいいのか俺には分からなかったからだ。

「っと、そろそろ病院に行く時間じゃない？」

　小説を読んでいる悠斗の隣で黙々と問題を解いていたら、時計はすでに午後の三時を過ぎていることを告げていた。

「やべっ、もうこんな時間か。確かに少し急いだ方がよさそうだな」

　俺は先週予約した病院の診察時間を思い出して、急いで帰り支度を始めた。

「家に帰ったらちゃんと復習しておくんだよ。補習漬けになりたくなかったらね」

「わーってるって。今度も赤点を取って、これ以上舞にスパルタになられたら俺の心がもちそうにないからな。兄の威厳を取り戻さねば」

「まったく、シスコンめ」

「シスコンじゃないし、これぐらい普通だし」

　そう言って俺は玄関のドアを開ける。

「それじゃあ、海人。治療、頑張って」

「あぁ、じゃあまた、学校でな」

　俺は悠斗の部屋を出て、人の行きかう道をゆっくりと歩きながら病院へと向かう。

　向かうのは俺が担ぎ込まれた病院の精神科で、そこでは入院していた時に主治医だった前まえ野の先生が紹介してくれた先生が待っているはずだった。

　通院はまだ戻らない記憶を取り戻すための、きっかけ探しのひとつだ。

「なぁ、俺。忘れちまったおオ前レのことを思い出せば、悠斗の助けになれるのか？」

　失踪から戻ってきたらしい日から、俺の中で暴れまわるようにずっとギチギチと鎖を鳴らしている何かに向けて声を掛ける。

　だけど、当然返事なんて戻ってくるわけもなく。

　それでも俺には分かっていた。こんな風にドロドロに溶けたマグマのような熱を放つ俺を思い出したところで、きっと。

　……明るい答えは、返ってこない。







「『そう、君は深くて暖かい場所にいる』」

　目を閉じた暗闇の中、前野先生と同じ病院にある精神科の権威らしいお爺じいさんのゆっくりとした声が聞こえてくる。

　机に置かれたメトロノームの音、ふわりと香る微かすかに甘い花の香り。

　自然と心が穏やかになる空間。

　『いつも問診と会話だけだと飽きるだろう？』と、ここ数回のカウンセリングは催眠療法というやつらしかった。

　けれど、正直言って効果が上がっているとは言いづらい状況だった。

「『ジリリッと電話の音が鳴っている。電話を取ってみよう。ほら、誰かの声が聞こえるだろう』」

　精神科の先生の声に合わせて、その状況を想像する。

　けれど、このあたりでだんだんと聞こえてくる言葉に、自分の想像が追いつかなくなる。

「『聞こえてくるのは自分の声だ……。その声に耳を傾けて。その声は忘れてしまった君のことを話している』」

　あぁ、ダメだ。どうしても想像ができない。

　『忘れてしまったことを』と意識した途端、俺の奥底へと閉じ込められている昔の俺が顔を出す。

　『ちげぇよ』と。『そうじゃねぇよ』とがなり立てる。

　そういう昔の自分の声を聴いて、冷静な自分がこれじゃあ無理だと想像をかき消してしまう。

　だって、それはあまりにも違うんだ。

　こんな穏やかな気持ちじゃ、重ならない。

　こんな、押し潰されてしまいそうな暗い火を、きっとこれじゃあ、思い出せない。

「……先生、すいません。やっぱり俺、どうしても……」

　静かにそう言って目を開けると、部屋の中には精神科の先生と、それから前野先生がいた。

　前野先生は外科医で当然精神科の先生ではなかったが、最初は俺の怪我の様子を見つつ、それからもこうして診療がある時は顔を出してくれていた。

　気まずそうに口をつぐんだ俺を見て、精神科の先生は少しだけ困ったような顔をした。

「そうか、ふむ、やっぱり宇う景けいくんには催眠療法は相性が悪いのかもしれないねぇ」

　静かにそう言う先生は、カチカチと揺れるメトロノームの針を止める。

「すみません」

「いやいや、宇景くん。こういうのは本人の資質によるところが大きい。焦らずにじっくりとやっていこう」

　頭を下げると、前野先生がポンッ、と軽く肩を叩たたいた。

「前野くんの言う通りだね、今日のところはこれで終わりにしようか。ゆっくりと考えていこう。こういうことは無理をしてもあまりいいことにはならないから」

　精神科の先生は穏やかな声でそう言ってくれた。

「はい……、それじゃあ、また来ます」

「それじゃあ、来週もこの時間にお待ちしています」

「お大事にね、宇景くん」

　俺は、頑張ってくれているのに何の進しん捗ちょくも見せられない居心地の悪さに目を逸らし、前野先生と精神科の先生に頭を下げて一人病室を出る。

　申し訳なさと理解できない感情の泥沼へと自分の足が沈み込んでいく。

　どうしてと考えながら、俺の内に確かに生まれているのは明らかな前野先生への嫌悪感。

　時々感じる前野先生の目は、どうしてか、チロリと心を撫なでる蛇の舌の感触とともに、どこか苦い懐かしさを感じさせるのだ。

　それこそ、俺の中で叫び声をあげている昔の俺が少しだけざわつくような。

　……そんな懐かしさを。







「？　舞？」

「あ、兄様」

　診察を終えて病院を出ると、門の辺りで制服を着た舞が待っていた。

「どうしてここに……」

「どうしてって、迎えに来たに決まっています。そんなことも分からないのですか、兄様は。兄様を心配する妹心をちゃんとくみ取ってください」

　ぷくっ、と小さく頬ほおを膨らませ、舞は上目遣いにこちらを睨にらんだ。

「あぁ、悪い。ありがとうな。けど、お前もあんまり一人で出歩くなよ、危ないから」

「心配しなくても、ちゃんと警察の方が護衛についてます。ほら、あそことか、あそことか」

　舞が指をさした先には、黒いスーツを着たお姉さんがヒラヒラと手を振っていた。

　それを言ったら俺だって黒服のオジサンやらお兄さんやらがついてくれているようだったし、そうでなくても警察官だらけの今のこの街ならどこに行ってもこの手の人たちを見かけられる。

　過剰に思える警察官の増員で異様な街の状況だったけど、だからこそ致命的な事件は起こりそうもなかった。

　それでも心配なものは心配なんだと言えば、結局ブーメランで返ってくる言葉が自分に突き刺さって不毛に終わるのが目に見えたので、俺は降参とばかりに小さく手を上げた。

「それじゃあ帰りましょう、んっ、妹、手が疲れました」

　そう言って舞が夕飯の材料が入っているらしい袋を突き出してきた。

「あいあい、いくらでも持ちますよ」

　俺は苦笑しながらその袋を片手で受け取ると、舞は空いている方の俺の手をさも当たり前のよう握って歩き出した。

　ぎゅっ、と握られた手の冷たさに、俺は歩きながらも顔を曇らせる。

　帰ってきてからというもの、どこに行くにしても舞は必ず俺の手を握る。

　手を握るのは外出する時に限った話じゃなく、学校の教室や家の中でも、唐突に手をつないだり腕に絡みついたり、そんな接触がずっと増えた。

　もちろん、それが嫌なわけじゃない。お兄ちゃん的には非常に得点が高い。けど……。

（いつまでも、このままじゃ……）

　戻りそうで戻らない記憶も俺の悩みの一つだ。

　だけど、舞の状態も何とかしなくちゃいけないと思っている。

　昼間に悠斗の部屋を見て、誤魔化してばかりいられないと気が付かされた。

　だからこそ、このままでいいわけがないと、俺は覚悟を決めて、一歩だけ足を踏み出す。

「……なぁ、舞。もうさ、いい加減、やめにしないか？」

「？　なんのことですか？」

　不思議な顔をしてコテン、と見上げるように首をかしげる舞。

　いやね、可愛かわいらしいんだけどね、今はそうじゃないんですよ。

　そこから拒絶の色を感じながら、それでも俺は言葉を続ける。

「子供じゃないんだから、出歩くたびに手を握るのはその、な？　おかしいだろ？」

　そう言って向けた視線の先、少しだけ掴む力が強くなった手を見た。

　それは親愛の表れというにはあまりにも切実で強い感情を持っていて。

「べつに、おかしくありません。たった二人の兄妹きょうだいです」

　俺を見る舞の目は、どこか病的なぐらいに深く、暗くて……。

「だけどな、舞……」

「ダメですっ!!　……いや、です。兄様は、舞と手をつなぐんです」

　ギュッと、手を握る力が更に強くなる。

　迷子にならないよう、母親が子供の手をしっかりと握るように。

（……いや、これはきっと、迷子になった子供が二度と離れまいと母親の手を握るように、だ）

「手をつないでいれば、今度こそ離れないで済みます。そんなことも理解できないんですか。馬鹿兄様」

「舞……」

　俯うつむきながら呟つぶやくように言う舞に、俺はそれ以上何かを言うことはできなかった。

「……さっ、帰ったらご飯を食べてお勉強です。追試は満点で合格しましょう、兄様」

「あ、あぁ」

　何を、どう言えば。

　触れるだけで壊れてしまいそうな舞に、その答えを、見つけられず、ただ口をつぐんだ。







「兄様、勉強を始めます」

　家から帰ると、さくっ、と夕飯を済ませた。

　微妙に料理下手な母さんの血ではなく、妙に器用で趣味人な父さんの血を受け継いだらしい舞の料理は美う味まかった。

　食事が終わって一息ついた後は二階の舞の部屋で勉強会へと移行するわけだ。

　自分の部屋と比べ、いつ来ても綺き麗れいに整頓されていい匂いのする妹の部屋に感心していたわけだが……。

「いや、勉強はいいんだけど、何その格好？」

「？　変ですか？」

　きょとんとした様子で舞は小首をかしげる。

　カチャ、と小さな音を立てたのは、度の入っていない伊だ達てメガネみたいだった。

　そして、家の中なのに薄い黄色のスーツを着て、普段は太もものあたりの髪先で縛っている水色のリボンを胸のあたりで縛っている。

　そう、なぜか普段から男の三歩後ろを静かに歩く大和やまと撫子なでしこを地で行く美人な妹が、バリバリ働く出来る女なキャリアウーマンに変貌していた。

　というか、いつ着替えた。どこで着替えた。

「いやいや、変じゃないけど、むしろよく似合ってるけど」

「兄様の好みは把握済みです。先週購入したばかりの『出来る女教師の二十四時間、秘密の……』」

「さぁああってっ、勉強を始めるかなっ!?」

　俺は何も聞いてない。何の質問もしてなかったんだ、うん。

「ああいうふしだらな本、舞は感心しません。大丈夫です、兄様を堕落させてしまうような本は全て庭で燃やしておきました」

「聞こえない、聞こえないんだ……っ」

　俺は心の汗を目から流しながら、聞こえていない言葉に涙した。

「ですが、舞も鬼ではありません。年頃の男の子がどうしてもケダモノな欲望を抱えてしまうのは分かります。だから、この妹、兄様の好みの格好をしてあげました。嬉うれしいですか？」

「お願いなんで勘弁してくれませんかねぇ!?　何なのこの羞しゅう恥ちプレイっ！」

　形のよさそうな胸を腕で抱え上げてみせる妹に羞恥心を爆発させる。

　妹にエロ本見つけられて、エロ本燃やされて、趣味嗜し好こうを分析されるとかいったい俺はどうすればいいの!?

「じゃあ、兄様、勉強しましょう」

「……あい」

　にこりと微笑む舞に、俺は泣きながら机に向かうしかなかった。







「ふむふむ、頑張りましたね兄様、合格です」

「終わったーっ！」

　ようやく出た合格に、カラリとシャーペンを転がして机に突っ伏す。

「さすが兄様です。ご褒美に撫でてあげます。なでなで」

　俺は抵抗する気も起きず、されるがままに妹に頭を撫でられていた。

　可愛がるような撫で方に俺は犬かっ、と反論しようとしてやめた。

　だって、今の舞だと『はい、兄様は馬鹿犬です。ちゃんと可愛い可愛いしながら、舞が一生そばにいて面倒をみてあげます』とか言われそうだ。しかも真顔で。

「はい、それじゃあ最後にもう一枚このテストを解きましょうか？」

「っ!?」

　が、そんなことを考えていたら再びシレッとした顔の舞に新たな敵を押しつけられた。

「大丈夫ですよ、兄様。もうひと踏ん張りですよ。ファイトです♪」

　あれ、なんでだろう。とっても可愛く励ましてくれている妹の顔が、なぜだか涙で悪魔みたいに歪ゆがんで見えてくるよ？

　おかしいな、普段はあんまり見せてくれない最上級の笑みなのにな。なんでかな。

「それじゃあ、舞はお夜食作ってきますから」

　我が妹はそのまま笑顔で俺一人を残して一階へと降りていった。

「……なんか、舞の奴、スパルタ度が上がってないかぁ……？」

　ギシッ、と椅子の背もたれに体重を預けて背を反らして天を仰いだ。

「あぁくそ、どうしたもんかなぁ……」

　自分しかいない部屋の中は静かで、勉強の疲れも後押しして自然と声が漏れた。

　帰ってきてからというもの、舞の様子がずっとおかしい。

　いや、俺が失踪する前からいろんなものが変わっているのだから、舞自身だって相応の変化があるのは当たり前だと思う。

　だから、俺が問題だと思っているのはその変化の仕方だった。

（どう考えても、俺にべったりしすぎだし……、なんか、ひびの入ったグラスみたいだ）

　思い出すのは今日の病院からの帰り道。

　握った舞の手のひらから、震えが伝わってくるような気がした。

　その震えは、まるで身を切り裂くような冷たい冬色をした化け物のようだった。

　どう手出しをしても、却かえって舞を傷つけてしまうような暴虐の獣。

　強引に踏み込みすぎれば、その怪物がどうしようもないくらいに舞を壊してしまうような、そんな気がしてならなくて。

　どうにかしなきゃと思うのに、どうにかしたいと願うのに。

　何をどうすればひび割れた妹の心を埋められるのか、俺には分からない。

「はぁ～……っ、ベタだけど、時間に任せるしかないのか……？　とっ、おうわっ!?　っとぉ！」

　と、そんなことを考えていたら、体重を後ろに掛けすぎて体のバランスを崩して椅子からずり落ちてしまった。

　その瞬間、急に世界がゆっくりになったように感じて思考が冷静に回り始める。

　スッ、と指先だけ床についた手は、ほとんど音すらさせず、俺の体を支えていた。

「あ、あっぶねぇ……、ん？　なんだこれ、染み？」

　体勢を崩して低くなった視界で捉えたのは、引き出しの取っ手のくぼみの中にあった黒い染み。

　下から覗のぞき込まないと見えない位置についていたその染みを見た瞬間、なぜかドクンと心臓が跳ねた。

　その染みの色が、どうしてか嫌な感じとともに頭の奥を刺激する。

　三段ある引き出しの真ん中、唯一鍵付きの棚。

「……えっと、鍵の隠し場所が変わってないなら……、あった」

　ペン立ての下に置かれた鍵を握って、鍵の掛かった引き出しへと差し込む。

　好奇心じゃなかった、何か深く理由を考えていたわけでもなかった。

　けど、どうしてかその中を確認しないといけない気がした。

　チクリと、引き出しのくぼみに差し込んだ指先に、小さな針が刺さったような感じがした。

　周囲を暗い紫色をした煙に取り囲まれたような感覚がして我に返る。

　何をしているんだと思いながら、それでも手には力がこもる。

「……？　は？」

　そして、ガチャリと音を立てて開いた引き出し。

　最初、それが何なのか分からなかった。

「お、い……、嘘うそだろ？　なんだよ、これ……」

　あまりに現実感のない代物は、嘘のようで。

　幻だと信じたくて、思わず取り上げてしまったその品物が酷く艶めかしくて。

　どうしようもなく、目の前が真っ暗になる。

　頭の天てっ辺ぺんに開いた穴から、冷たくドロドロした油を注ぎこまれていくような、そんな眩暈めまい。

　口の中が麻ま痺ひしたように舌に変な感覚が走って、感じる全てを否定したくてたまらなくなる。

「……舞、お前、いったい……」

　カラカラに渇いた口から洩もれるように落ちた言葉に、返事はない。

　手に持ってしまったのは、どこにでもあるような一本のナイフ。




　……黒く乾いた大量の人の血が付いた、一本のナイフだった。





　　　　☆






「舞さんや、舞さんや、ちょっとばかりそこに座って話をしないかね？」

「はい？　そんな風に改まって、いったいどうかしたのですか兄様」

　ある日の夜、俺は風呂から上がるとすぐにリビングのソファに座り、背の低いテーブルの向こう側に座るように指をさした。

　舞は風呂で濡ぬれた髪を乾いたタオルで挟むように乾かしながら、きょとんとした顔をしている。

　ほんのりと上気した顔にうっすら汗ばんだ肌、軽く水気を吸った薄めの生地でできた水色のパジャマは、舞の均整の取れた体つきをより強調していた。

　その穢けがれを知らずに見える無む垢くな表情とのギャップで、より一層過剰な色気を持っているように見えた。

「……あぁ、仕方がありません。舞は、ちゃんと男子高校生の生態にも理解があります。他人様にご迷惑をお掛けしないよう、この妹の体をふしだらな犬のように眺めていても構いませんよ」












　そう言ってやれやれと舞は俺が指定した床ではなくて、ソファの隣に寄り添うように座った。

「いや、ねぇよ。そして構えよ女子高生。あと説教するつもりだから隣じゃなくて正面に座れって」

　血の繋がった妹なので、ありえないです。

　いくら美少女で世界一可愛くても、特に兄としての資格が無くなるような事態には陥ったりはしませんって。

「むむむっ、兄様？　それはこの妹に魅力がないということですか？」

　拗すねたように見せて、若干子供じみた言い方をする舞。

　正面に座れという言葉は、しれっとなかったことにされていた。

「あのなぁ……」

　最近、少しずつ多くなってきている舞の『甘えモード』。

　昔から興奮してテンションが上がっていたり、逆に落ち込んで疲れていたりすると、普段は毒舌で覆い隠している寂しがり屋の甘えたがりな性格が素直に出てくる。

　分かりきっていたことだが、舞は精神的に不安定になっている。

　本当なら俺と一緒にカウンセリングを受けてほしいぐらいだ。

　明らかに行きすぎて見える俺への依存心も、それが影響してるんだろう。

「……そういうことじゃないから、ちゃんと可愛い妹だよお前は」

　細い針の上にのせられたワイングラスのような妹を見て、少し迷ってから俺はそう答えた。

　しかしっ、それはそれとして、今注目すべきは相変わらず美少女っぷりに磨きがかかる妹の容姿ではなく、風呂上がりの俺と同じく、風呂上がりである妹の様子だった。

　ちなみに、うちは普通の一軒家なので、お風呂が二つあったりはしない。

「だがな、舞、今日のは確実にアウト、アウトだよっ！」

「アウト？　何がでしょうか？」

「うちのお風呂は混浴じゃあありませんっ！　しれっとした顔で入ってくんな！」

　そうなのだ、最初はワンピースタイプの水着を着て風呂に突入してきた。

　本人曰いわく、『今までやらなかったような非日常的なことをすれば記憶が刺激されるかもしれません』とのことで、『兄様が妹に襲いかかるような変態でなければ何も問題ないはずでは？』とにこりと笑って押し切られてしまった。

　だが、今思えばこの時に断固とした態度で拒絶しておくべきだったのだ。

　一度許してからというもの、毎日風呂に乱入してきては、数日ごとにセパレートの水着、ビキニ、そして今日は大きなタオルを巻いて入ってきた。

　もはや躊躇ためらっている場合ではない、限度というものがあるんだ。

「昔はなにも身に着けずに一緒に入ってました。兄妹なのですから問題ありません」

「問題ありますよ、妹ッ！　恥じらいはいったいどこに行ったんですか！」

「ダメ、ですか？」

「だめですっ!!」

　自分の行動がどう見えるのか計算しつくした仕草で、悲しげに目を伏せた舞にこれ以上はよくないと強く断じる。

「ふぅ、仕方ありません。これ以上怒られたくないので舞はもう寝ることにします」

「え？　あ、コラ待て逃げるなっ！」

　あまりに堂々とした逃亡宣言に一瞬ポカンとしてしまった。

　手を掴もうと慌てて手を伸ばすが、舞はそれをするりとかわしてしまう。

「逃げてません、明日は私と映画を見に行く約束です、だから、寝坊をしないために早く寝ます。それじゃあ兄様、おやすみなさい」

　意見を封殺するように言い切って、スススッ、と部屋を出ていってしまう。

「……はあぁあああああ」

　静かになった部屋で、俺は大きくため息をつく。

　妙な脱力感に襲われ、ボフッ、と横長のソファに身を倒す。

　あの日、舞の部屋で引き出しの中を見てしまってから二週間。

　黒く乾いた血まみれのナイフがなんなのか、俺は問いただすことをできずにいた。

　俺は全てを見なかったことにして、それを舞に気付かれないようにすることで精一杯だった。

　放置できるようなことじゃないと思いながら、もし今の舞にあのナイフのことを聞いてしまえば、せっかく戻りかけている日常が、今度こそ本当に修復できないほど壊れてしまうような気がした。

　そうして手をこまねいているうちに、少しずつ、少しずつ舞は坂を下っていく。

　ポロポロとその心から細かな歯車を取り落としながら。

（くそっ、情けないっ、妹一人満足に支えられないなんて……）

「父さん、母さん、俺、どうしたらいい」

　仏壇に飾られた父さんと母さんの顔写真に問いかける。

　いなくなって初めて分かる、どれだけ両親に自分たちが支えてもらっていたのか。

　俺一人では寄る辺がなさすぎて、どうすればいいのかも分からない。

　迷って、迷って、迷って、ただ何もせずにいるだけだ。

　その時、リリリリッと、家の電話が鳴った。

「……もしもし」

「『あ、夜分遅くに失礼します。私、飯塚署の大おお西にしと言いますが、宇景海人さんでよろしいでしょうか』」

　電話をかけてきたのは警察だった。

　そうですと返事をすると、顔見知りになった若い刑事さんは少しだけ砕けた口調になった。

「『海人くん、明日、時間は空いているかい？　実は、宮みや川がわさんが上との交渉に粘り勝ちしてね、例の件、ようやく上から許可が下りたよ』」

　上機嫌に告げられたのはそんな言葉だった。

　二人の刑事さんとは初めて会った時はいろいろとあったが、入院中にはよくお見舞いに寄ってくれ、話をしているうちにそこそこ打ち解けていた。

「……そうですか」

　宮川さんたちにはある頼み事をしていた。

　警察が押収している、俺が学園に現れた時に身に着けていたらしいもの。

　事件の証拠品でもあるため、俺の手元に帰ってくることはなく、入院中にビニールの袋に入ったその品々を見せてくれた。

　ボロボロであちこちが斬り破られた薄手の皮鎧よろいと、光を喰くらうような深い黒い色をしたマント。

　それを見た時、俺の体を不思議な感覚が走った。

　なにか、とても大切にしていたもののような気がした。

　だから、半ば無理を承知で、俺は二人の刑事さんにその証拠品を返してもらえないか頼んでいた。

　きっとこれは、記憶をなくす前の俺にとっては大事なものだと思ったから、記憶を取り戻すのに役に立つと思った。

「『あ、やっぱり明日は都合が悪かったかい？』」

「……すみません、明日は出かける約束があって」

「『謝る必要はないさ。もともと急な話だからね。ただ、こういうのは早い方がいいと思ったから電話しただけなんだ』」

「次の週末には受け取りに行きます。宮川さんにはありがとうございますと伝えてください」

「『分かった、伝えておくよ。こちらこそこんな夜遅くに悪かったね、それじゃあ』」

　カチャッ、とそんな挨拶を交わして受話器を置いた。

「～～～～～────っ、何やってるんだ、俺……っ」

　そして俺は罪悪感とともにその場に崩れ落ちる。

　宮川さんと大西さんは今も起こる『転移志願者』の事件の捜査に当たっているそうだ。

　『馬鹿が多くて困るのですよねぇ、いや本当に』とぼやきながら忙しく仕事をしているらしい。

　そんな中で頑張ってくれたのに、俺は自分からの頼み事を後回しにしてしまった。

　しかも、理由は妹のことで手一杯でこれ以上考え事を増やしたくなかった。それだけだ。

　自分勝手にもほどがある。

「……はぁ、寝よ」

　俺は黙って居間の電気を消すと、二階にある自分の部屋へと戻る。

　ギシィッ、とベッドを軋きしませながら身を横たえると、質のいい寝具が体を包む。

　程よい反発感と柔らかさは、体にこもった力を吸い取ってくれるかのようで、少しだけリラックスできた。

　貯ためっ放しだった小遣いを叩はたいていいものを買っただけのことはある。

「……」

　心を落ち着けて、自分の中を覗き込んで、失なくした記憶を探すこと。

　舞の部屋でナイフを見て以来、寝る前にずっと続けていたその習慣も途切れていた。

　舞ほどではないにしろ、今の余裕のない俺の精神状態で、ドロドロとした感情を抱える俺自身と向かい合うのは、正直しんどい。

　電気を消して、俺は何も考えないように布団をかぶった。

　だけど、きっと今日も、しばらくしたら舞が部屋までやってきてベッドに潜り込むんだろう。

　そして、明日の朝には俺に気付かれないように部屋を出ていく。

（目を閉じて三分で寝られるのって、睡眠じゃなくて気絶に近いとか聞いたな……）

　俺はそんなどこで聞いたかも分からないような言葉を思い出して、急速に眠りについた。

　何があっても気が付かないよう、深い眠りにつけることを祈りながら。





　　　　☆






『おい、貴様、いつまで惚ほうけているつもりだ』

　夢の中、そう、ここは夢の中だ。

　どこまでも広がる暗い空間と、様々な形の王冠がそこら中に浮かんでいた。

　こんなに分かりやすい非現実があるかと意識できる俺がいて、夢ならもっと明るいものがよかったと不満に思う。

　夢でくらい、何の不安も不自由もない明るさが欲しかった。

『貴様は、いったい何をやっている』

　まるでこの空間全てに自身が溶けだしてしまっているような感覚。

　その薄暗い闇の箱の中で、響くのは男の声。

　光が入り込む隙間なんてなさそうなこの場所で、しかし、その男の輪郭は鮮明だった。

　影のヴェールをかぶっているように顔の見えないその男は、ゴテゴテとした玉座に座って闇の向こうで足を組んで俺を見下している。

　体の線は細く、声変わりを迎える前の少年のように少し幼い声は、自らが絶対強者であると信じてやまない響きを滲ませていた。

（……誰だよ、お前）

　ドラマか、映画か、まぁ何かしらで見た登場人物のイメージなのか、どこかで会ったことがあるような気がしていた。

　顔も見えないのに会ったことがあるような気がするなんておかしな話だが、自分の夢にそこまで細かい理屈を求めるのも変な話だろう。

『俺は、俺だ。貴様の一部であり、貴様の力であり、貴様が抱える罪業の形だ』

（うわぁ、これはやべぇ。中二病度数が高すぎるぞ）

　夢は潜在意識の表れとか聞いたことがあるが、フロイト先生には絶対診断されたくないなこれは。

　こうしていつまでも黒歴史は俺に付き纏まとう。

　まぁ意味不明に鬱うつっぽい夢よりは、中二チックな夢の方が幾分マシかもしれない。

『はっ、俺自身の前ですらおどけた虚飾で飾るとは。記憶を手放したというのに筋金入りだな。まぁ、元から逃避癖のある我が主あるじ殿のことだ。そんなことは最初から分かっていたが』

　偉そうに鼻で笑った自称俺の一部は、どうやら羞恥心で俺を殺しに来ているようだ。

　おい、なんて夢だ。というか俺の頭はなんて登場人物を作り出してるんだ。

『そんなことはどうでもいい。貴様、俺はいい加減待ちくたびれた。とっとと全てを思い出して俺を解放しろ。足を止めるような余裕はお前にはない』

　……よく分からないが、どうやらこいつも俺に記憶を取り戻せと言っているらしい。

『目を瞑つむった先にあるのはより深い絶望だ。貴様はそれを知っているはずだ』

　あぁ、くそ、俺の夢のくせに、今の俺は舞のことで手一杯なんだよ。

　いいじゃないか、少しぐらい俺自身のことは後回し気味でも。

　それでもちゃんと思い出そうと頑張ってるじゃないか。これ以上どうしろって言うんだよ。

『……貴様の中で叫ぶ貴様が哀れでならないな。これほど叫び続けているというのに』

　知ってるよっ、そんなことは知ってるんだよツ!!

　毎日毎日毎日毎日、ふざけるなって、思い出せって、忘れるなってっ！

　もうどうしようもないくらい毎日声は聞こえてるんだよっ！

『分かっているならあまり俺を失望させるな。さもなければ貴様』

　影のヴェールのその向こう、見えないのに、確かにその男は笑った。

　俺のことを嗤わらって見ていた。




『また、大事な何かを失う羽目になるぞ』






第四章　歯車の落ちる音






「さぁ兄様、起きてください。支度をして出かけましょう。さぁ、ほら、さぁさぁ」

「ンぁ、んんん？　舞まいか？　待てって、まだ兄さん眠いよ……。せめて目覚ましさんが許してくれてる間は寝かせておくれよ……」

　ユサユサと体を揺らされ、薄く片目を開いて見えた時計は、むしろ学校がある日より早い時刻。

「まぁ、ダメですよ兄様。そんなに惰眠をむさぼっていては、ただでさえどうしようもないダメ兄様が、クズ兄様に格下げされてしまいます。この妹、大切な兄様をそんな風にしたくはありません。ちゃんと妹を思いやれるワンランク上の兄様になってほしいのです」

「……」

「妹の話を無視する兄様は、こうです」

「ひぎゅぅっ!?　あ、あ、あ、へぎゅっ」

　ギギギッ、と頬ほおを抓つねられ変な声をあげる。

　そのまま釣り上げられた魚のように引っ張られ、ベッドから這はい出したところで手を離された。

　無様に体勢を崩した俺は、強したたかに床に突っ込んだ。

「それじゃあ、舞はおめかししてくるので、兄様も早く支度を済ませてください」

「あい」

　軽い足取りで部屋を出ていった舞を見送り、立ち上がる。

「…………なんか、変な夢だったな」

　ぼんやりと頭に残る夢の内容が、口の中に苦い何かを感じさせる。

「あーっ、すっきりしないっ！　もういいやっ、今日は全部考えるのやめたっ！」

　ここ最近、いろいろ考えすぎたからダメなんだよ。そもそも頭も良くないのにシリアスムードで悩んでても答えなんて出るわけないんだよ。

　今日は一日、あのナイフのことも、失なくした記憶のことも全部考えない。

　頭を空っぽにして妹とのデートを思いっきり楽しむことにする。そう決めた。

「『兄様、朝ごはんの用意ができました』」

「いま行くーっ」

　俺は階下から聞こえる声に返事をすると、寝間着を脱いで服に手を通した。







「はふ……、いい映画でした。とっても感動的でした」

「え、マジで？　感動的だったの？　あの映画が!?」

　ガヤガヤと人の多い街の中、うちの妹様はベレー帽に伊だ達てメガネをかけ、ワンピースにカーディガンを羽織ったお忍びスタイルで、俺はキャップにサングラスを掛けた私服姿をしていた。

　学校から離れた場所に出かける時の変装スタイルだ。

　そんな姿で三時間にもわたって猫とリスがじゃれ合うだけの映画を延々見続けた俺は、建物を出た途端そう零こぼした妹の感想に驚きょう愕がくしていた。

　え、だってあの映画、本当にただ延々と猫とリスがじゃれ合ってるだけの映画だったよね。

　本当にストーリーもくそもなく、言ってみればホームビデオの豪華版だったじゃん、あんなの。

　しかも無駄に三時間超えの大作とか、もはや何をしたいのか分からなかった。

「兄様はもっと感受性を磨く必要があると思います。稀まれに見る名作でしたよ」

　そういう妹の顔には一点の曇りもなく、本気でそう思っているのが伝わってきた。

　絶対違うが、そう言っても本人は認めないだろうから何も言わない。

　チケットを買った時に映画館の受付さんが気の毒そうな顔をしたのも、映画を観てたのは俺たちだけだったのもどうでもいいことなんだ。うん。

「さて、それじゃあまだ時間も早いし、適当にどこか寄っていくか？」

「ペットショップっ、ペットショップに行きましょう、兄様」

「はいはい、お姫様の仰せのままに」

　俺たちは都会のビル群を抜けて、多くのテナントが入ったショッピングモールへと向かう。

　今日も手はつないだままで、すれ違う人に『カップルかわいー』とか言われた。

　うん、兄きょう妹だいだけどね、嬉うれしいよね。……俺、やっぱりシスコンかもしれない。

「いらっしゃいませー」

「兄様兄様、こっちです、リスさんがいますよ、リスさんが！　あぁ、こっちは子猫です」

　大好きな小動物の映画を見て、テンションが最高潮になっている舞。

　それを抑えようとして抑えきれず、口調やしぐさにはしゃいでる感が出ちゃってるうちの妹がめちゃくちゃ天使さんだ。

　うん、やっぱりシスコンだな俺。

「この子、先月生まれたばかりの子なんですよ。触ってみますか？」

「いいのですか？」

「はい、やさしく撫なでてあげてくださいね」

　店員さんに促された舞は、嬉しそうに小さな子猫を抱きかかえる。

「兄様兄様、見てください。こんなに小さくてふにゃふにゃのふわふわで、可愛かわいすぎます。ど、どうしましょう兄様」

　うん、子猫もだけどお前の方がどうしましょうだよ。可愛いよ。

　もうシスコンでいいや俺。

　しばらくの間、そんな風に可愛い小動物を愛めでる可愛い舞を、更に俺が愛でていた。

「はふぅ、堪能しました。子猫に子犬にハムスターにリスに……」

「そうかそうか、よかったなぁ」

「兄様、ファンシーショップに行きましょう。妹、ぬいぐるみが欲しくなりました」

「あ、ちょ、ちょっと待てって！」

　再び手を取られて、男には若干敷居の高い、可愛らしい店の中に連れ込まれる。

　中はきゃぴきゃぴと騒ぐ女学生やカップルでにぎわっていた。

「う、ううむ」

　悪いことをしているわけでもないのに、なぜか感じる罪悪感というかアウェイ感というか。

　これはあれだろうか、所しょ詮せん兄妹という偽物リア充である自覚が、真のリア充空間にいることを苦痛だと感じさせているのだろうか。

「兄様、それは変なことを考えている顔ですね？」

「？　舞？　むぐ」

　背後から肩を叩たたかれて振り向いたら、ふにっ、とした綿の詰まった布の感触を頬に感じた。

「妹は知っていますよ。そういう顔をしている兄様はくだらないことを気にしている時の兄様です。知っていますか、馬鹿の考え休むに似たりっていうんですよ、兄様は舞のことだけ考えてればいいんです。分かりましたか？」

「むぐ、むぐ、むぐぐ」

　俺の顔の高さまで持ち上げた羊のぬいぐるみの前足を使って、グニグニと頬を押してくる。

　ひょこんとぬいぐるみの後ろから顔を出す舞。

　あぁ、なんだこの幸せ感触。

　なんだよ、可愛すぎかよ。

　やっぱりシスコンになったのは俺のせいじゃない。間違いない。

　そうしてカエルとウシのパペット手袋でパクパクしたり、いろんな髪留めをつけて試してみたり、あぁ、これがリア充なのかと俺は理解した。

　兄妹？　イヤイヤだからこそでしょ。俺はいま、確実に超リア充だよ。

　だってこんなに可愛い子とデートしてるんだよ？　妹だけどね。でも関係ないよね？

「それで兄様、もう一つ寄りたいところがあるので、一緒に来てもらえますか？」

「おうおう、どこでも付き合ってやるさ」

「よかったです。それじゃあ、あそこ、一緒に行きましょう」

「ん？　いったいなんの、み、せ……」




『ランジェリーショップ・アキューティア』




　舞が指さした先には、ピンクピンクしてキラキラしてデコデコした男を拒絶する店があった。

　ふわふわとした幸せ気分フィルターが衝撃でガチャリと外れる。

「いや、ねぇよ」

「まぁ、どうしたのですか。急に真顔になってしまって。お顔の造りがよくないのは元からなのですから、気にすることはありませんよ、兄様。さぁ行きましょう」

「イヤ行かないからっ、あそこに入れる男は真の強者なんだよ。というか何を自然に兄を死地へと誘い込んでんの？　兄を引き連れてあの店で何を買う気だったの？」

「最近、胸が一サイズ大きくなってしまって、寝る時に着けるブラを新調しようかと思いまして」

「あー、あー、あー」

「そこで、どうせなら兄様の好みに合わせた下着を選ぼうかと」

「聞こえないアピールしてるんだから諦めろよっ!?　ルール違反よくないっ！」

「兄様、わがままはよくありません。ダメ兄様になってしまいますよ？」

「妹に好みの下着を教える兄とか、ダメ兄様どころか性犯罪者（兄）って呼ばれるわっ!!」

　結局、俺と舞の攻防は俺が粘り勝つまで続いた。

　やっぱり、妹とデートなんてするもんじゃなかった。

　デートじゃなくて、ちゃんとお出かけと呼称するべきだと俺は思いました。まる。







「ご注文はドリンクバー一つですね。ドリンクコーナーはあちらになりますので、ご自由にご利用ください」

　空調の効いたファミレスの中、ようやく一息ついた俺はドリンクコーナーからメロンソーダを注そそいで席に戻った。

　女性用下着の専門店なんて魔境に引きずり込まれかけた俺だったが、辛くも妹を押し切ってこうして逃げ出すことに成功した。

　一時間ぐらいしたら出てくるというので、その間、ここまでに買ったぬいぐるみやら小物やらを持って時間を潰つぶすことになったわけだ。

「……とはいえ、一時間……、さすがに長いな」

　男の下着選びと一緒にするのはナンセンスだとは分かっているが、下着を買うのに一時間っていったい何をそんなに時間を使うのか。

「暇だぁ」

「ほうほう、さすがは学生。日々を戦う企業戦士が求めてやまないものをひけらかしてるわね」

「あ、川かわ上かみさん、こんちはです」

　テーブルにでろんと寄りかかって、ストローでチューチューとメロンソーダをすすっていた俺に声を掛けてきたのはスーツモードの川上さんだった。

　ふわりと香る甘い香水の匂いに、なんとなく川上さんが大人の女性なんだなと思った。

「二ヶ月ぶりぐらいですね、今日も何かの取材ですか？」

「そうそう、面白くもなんともないアイドルのスクープ狙いよ。しかもガセネタで無駄足踏んできた直後でちょーっと私、機嫌が悪いの。だからここ、おごってね？」

　自然な調子で向かいの席に座った川上さんは出来る女の笑みを浮かべ、とんでもなく理不尽なことを言ってのけた。

「いやいや、なんですかその理不尽の塊っ、いい年した大人が学生に集たからないでくださいよ」

「あ、おねーさん、リブステーキセットライス大盛りで！」

「聞いてねぇ……、しかもさりげに一番高いメニュー……」

　相変わらず強引な女性だった。

　まぁ、初めて会った時に借りた三万円は返しても受けとってもらえなかったから、俺としても本気で嫌がってるわけじゃない。

「それで、君は一体こんなところで何してるの？」

「妹の買い物待ちですよ。それで一時間ほど暇人になりました」

「妹さんとデート？　それは何とも、悲しい青春をおくってるわねぇ」

　ぐさりと言葉のナイフが突き刺さる。

「うっさいですよ、分かってないですね。俺は超リア充です。勝ち組です。あんなに可愛い妹とデートをできる俺が悲しい青春をおくっているとは何事ですか」

「え、でも妹でしょ？　彼女とかじゃないんでしょ？」

「……」

　張った虚勢をやすやすと切り裂いて、目の前の女性はグサグサと躊ちゅう躇ちょなくナイフを突き立ててくる。

　もうやだ、この人、嫌い。

「まあいいわ。そういえば、記憶の方はどう？　何か思い出した？」

「……思い出せてませんよ。川上さんには残念なことに」

「あれ？　何か怒ってる？」

「怒ってませんって。……ただ、その、今は思い出し活動自粛中なんですよ」

「は？　ん？　……どういうこと？」

　俺はくしゃくしゃに潰したストローの紙袋に、コップについた結露を指先で落とした。

「……正直もう、別に思い出さなくてもいいかなって。別に、思い出したからどうこうなるとは思えないし」

　ウネウネと動くストローの袋を見ていたら、その弱音は思ったよりもするりと口からこぼれ出た。

　言葉にしてみたら、『あぁ、これが俺の本音か』とストンと胸に収まる。

　何のかんのと理由をつけていたが、要するに俺は思い出すのが怖いのだ。

　悠ゆう斗とのため、刑事さんたちのため、事件解決のためと考えながら、自分の中で蠢うごめいている別人のようななにかを受け入れるのが怖かった。

「それより、今は妹の相手をしてたいんですよ。この一年、あいつは突然一人ぼっちになって、ずっと辛つらい思いをしてきたはずで。ようやく俺が戻ってきて精神が不安定になってる。自分のことなんて後回しです、後回し」

　とはいえ、そうやって口にした言葉も本当だった。

　今の舞には俺しかいない。俺にとって何より優先すべきは舞なのだから。

「ふーん、そうなの？　でも、そういうことならなおさら記憶は思い出した方がいいんじゃないかしら」

「？　どうしてです？」

「だってそうでしょ？　精神が不安定って、そんな状態で記憶喪失なんて爆弾を抱えた兄がそばにいたら、妹さん、心配で余計に安心できないんじゃない？」

「…………」

　川上さんの言葉に、俺は言葉を失った。

「しかも、あなたが唯一の肉親なんでしょ？　一度失踪までしてるし、その事件も曖昧なままじゃまたいつあなたがいなくなるかって心配にもなると思うけど」

「え、いや、そんな、え？」

「思い出して何が変わるかは分からないけど、別に『思い出さない』って決めてかかることもないんじゃない？」

「……」

　俺が何も言い返せないでいると、何かを察したように川上さんが話を続ける。

「……まぁ、あなたの場合は特殊だし、長期間の記憶喪失を経験した人はいろいろ考えちゃうらしいけど、思い出してみれば案外たいしたことないってことも多いみたいよ？」

「……そう、ですか」

「いろいろ大変だろうけど、頑張りなさいな、お兄ちゃん」

　川上さんが注文した品を店員さんが持ってきた。

「お待たせしました。こちらリブステーキセットのラージライスになります」

「そして、今日もまた、特ダネ目指して頑張っていきましょうか、久く美み子こちゃん♪」

　目の前でジュウジュウと音を立てる鉄板にのせられた肉を前にして、シリアスムードを吹き飛ばすように、グッと両手でガッツポーズをとった川上さんがそんなことを言う。

　一瞬の後、『久美子』というのが、川上さんの下の名前だと思い出した。

「うーんっ、これよこれ、やっぱりこうお腹にガツンとくるのが食べたかったのよねぇ」

　美お味いしそうに肉を切り分けて口にするその姿を見ながら、俺は押し黙ることしかできなかった。
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　その後、頼んだ食事を平らげた川上さんは軽い挨拶を残して去っていってしまった。

　それからしばらくして舞と合流したら、いい時間になっていたので帰宅の途に就く。

　ガタゴトと電車に揺られて改札を通る頃、遠くの低い位置にある太陽が真っ赤に染まっていた。

　俺はその茜あかね色の陽が差す帰り道を、舞と二人手をつないで歩いていた。

『妹さん、心配で余計に安心できないんじゃない？』

『頑張りなさいな、お兄ちゃん』

　川上さんとの短い会話を頭の中で反はん芻すうする。

（舞が俺に依存しているように見えるのは、ただ俺の心配をしてたからだってことなのか……？）

　舞の精神が不安定になっているのは確かだと思う。

　ただ、その不安定な精神を俺への依存に傾けているのが、また俺がいなくなるんじゃないかっていう不安なのだとしたら。

「兄様？　どうかしましたか？」

「ん？　あぁ、いや、ちょっと考え事をしててな」

　ジッ、と隣で歩く妹を見る。

　相変わらず、握った手のひらは温かいのに、とても冷たい。

「……兄様、今日は気分転換にはなりませんでしたか？」

「ん？　気分転換？」

「最近の兄様は、少し様子がおかしかったです。記憶を取り戻すの、嫌なんじゃありませんか？」

「っ!!　どうして……」

　俺は驚いて息をのむ。

「舞はとてもとても兄思いな妹です。病院から帰ってくるといつも少し浮かない顔をしているのも、最近、悠斗さんに申し訳なさそうにしてるのも分かっています」

　立ち止まった舞は心配そうに俺を見る。

「兄様、舞は兄様が思い出したくないなら思い出さなくてもいいと思っています。誰に何を言われても、舞は兄様の隣にいます。舞は兄様に傷ついてほしくありません。あんな怪我を負うような記憶は、きっとひどい記憶です。事件のことなんて、警察に任せておけばいいんです。兄様が無理をする必要はありません」

「……」

　ばっちりと見抜かれていた。しかも、見抜かれたうえで慰められた。

　そして、俺の手を握る舞の力が強くなる。

「兄様は舞のそばにいるんです。舞のそばでいつもみたいに笑って、馬鹿なことを考えて舞に怒られていればいいんです。それだけで、いいんです」

　そういう舞は、俺よりもずっと消えて無くなってしまいそうだった。

「……悪いな、心配、掛けてたんだな」

（くそ、なにが舞のことだけで手一杯だ。見当違いもいいところだ）

　勝手な勘違いを根拠にこれ幸いと嫌なことを避けていた自分に嫌気がさす。

　あぁ、なんて不ふ甲が斐いない真似をしていたのか。自分が恥ずかしい。

「でも、心配しなくても俺は大丈夫だ。何があっても、舞の隣にいるから」

　そうだ、それができなくてなにが兄だというのか。

　俺は再び前を向く。

　怖いものは怖い、だけど。

　あんな自分を受け入れるのは、とても怖いけど。

『また、大事な何かを失う羽目になるぞ』

　ふと、今朝見た夢を思い出した。

（……ビビッて怯おびえてる場合かよ。何が一杯一杯だ、こんな時ぐらい、意地を見せられなくてどうするんだ）

　明日からはまた記憶を取り戻す努力を始めよう。

　全部思い出して、俺の中のもう一人の俺も受け入れたうえで、後顧の憂いを失くすんだ。事件を終わったものにして、もう二度と舞のそばから勝手にいなくなることはないと教える。

　あの血まみれのナイフのことについても、逃げずにちゃんと向き合わなきゃいけない。

　俺たちが前を向いて歩いていけるように、全部終わらせるんだ。

　その時の俺は、そんな見当違いの決意を、本気で信じていた。

「……そうですか」

　だから俺は気が付かなかった。

　……俯うつむき加減に呟つぶやいた舞が、どんな表情をしていたのかを。
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『えっと、ここをこうで、こうなのです？』

『そうそう、上手ですよ。後はそれを繰り返して……』

『？　お前ら、何やってるんだ？』

　広がる草原の片隅にある大岩の陰、キラキラとした星が輝く夜空の下。

　作り上げた寝床から少し離れたところに掘った穴にお湯を注いで作った即席露天風呂を、俺はついついのぼせる直前まで満喫してしまった。

　火ほ照てった体を夜風で冷まして落ち着いてから寝床に戻ると、パチパチと鳴る焚たき火の前で、少女が二人、何かをしているようだった。

『あ、ご主人様。実はご主人様の鎧よろいに少しだけ細工を入れさせていただいてたんです』

『ちょうど二人分仕上がったところなのですよ！　見て見てなのですっ！』

　目を見張るような二人の美少女は、俺の皮鎧の内側に花柄の刺し繍しゅうを入れていた。

　一つは綺き麗れいな亜麻色をした花だった。そして、もう一つは小柄な方の美少女が銀色の糸で、同じ花の刺繍を完成させていた。

『刺繍？　なんでまた突然そんなこと』

『おまじないなのですっ、おまじないっ！　お昼に会った行商人のオジサンの娘さんに教えてもらったのです！』

『一針一針、髪の毛を使って思いを込めて刺繍をすると、相手に幸運が訪れるそうです』

『髪の毛を使ったおまじないか？　そいつはまた、本気で呪術めいた感じだな、って……』

　ちょっと言い方を間違えたと思った時には遅かった。

　少女たちの顔が悲しげに曇る。

『その、余計なことだったでしょうか？』『ごめんなさいなのです……』

『ああっ、違う違うっ、そうじゃないって。なんていうか、つい前の調子で売り言葉で返事しちまっただけでな。嫌とか余計とかそういう話じゃないんだ、むしろ嬉しいよ』

　そう言うと、少女たちは安あん堵どしたように笑ってみせる。

『けど、つい前の調子で売り言葉って、どういうことなのです？』

『ん？　あぁ、そのまじないは北の方だと結構有名な話でな。前にしてもらった時、照れて『魔王が身を捧ささげて使うまじないなんて、本気で呪われそうだな』なんて返したことがあるんだよ。ま、そのあとすぐにぶっ飛ばされてしばらく平謝りすることになったんだけどな』

　俺はその光景を思い出し笑う。

『そうだよな、あの時も今も、ただこうするだけでよかったんだ』

『あっ……』『わふっ』

　そう言って俺は、大切な少女たちの頭を撫でた。

『ありがとう、■■■■と■■■■。二人が手を入れてくれた鎧だ。大切に着させてもらうよ』
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　ジリリリリリリリリリッ！　と耳の穴から小さな鉄球を無理やりに流し込むような音が鳴る。

「……、はぁ、またあの二人か、赤毛の子と合わせて出演率がダントツだなぁ」

　チンッ、と目覚ましを叩いて止めた俺は、ベッドの上で身を起こした。

　先週、舞のためにこそ俺は記憶を取り戻すべきだと決意しなおしてから、毎日いろんな夢を見る。

　延々と広がる雪原、うっそうと茂る森、切り立った山々、草木一つない荒地、焼き殺されるような砂地。

　俺はいつも旅をしていた。一人で、あるいは複数人で。

　そんな俺を、その中から見続ける夢。

「やっぱり、こういうのって昔の記憶、なのか？」

　普通ならありえないと一蹴するような夢の内容なわけだったが、周りが大掛かりに俺をかつぎ続けているわけじゃないならファンタジーな要素をありえないと切っては捨てられない。

　なにせ、俺はファンタジーな出来事に巻き込まれて失踪し、戻ってくる時すら魔法陣から変な格好で現れるという異次元っぷりを披露したらしいのだから。

「…………これが万が一、億が一、俺が失踪していた間の記憶だとして……」

　突拍子もない夢は、そのほとんどが声どころか色もないことばかりだった。

　なのに、今日見た夢のように、時々、やけにはっきりとした場面が混じる。

　色や音だけじゃない。匂いや温度、その時の感触まで感じるような夢。

　そういう時は決まって何人かの登場人物がいた。夢の中で俺は、その何人かをとても、とても大切に思っているのが分かった。

　そのくせ、夢の中に出てくるその人たちの名前だけがひどいノイズでかき消される。

「あの子たちとは、いったいどういう関係なんだ？」

　存在だけは感じ続けている昔の自分に問いかける。

　なぁ、あの子たちはお前にとって大切な子たちだったんだろう？

　確かに、もし俺が本当に異世界に連れ去られたんだとしたら、その理不尽さに対して怒る気持ちだって分かる。けど、その異世界で俺は足あ掻がいて、こうして元の世界に戻ってきたんじゃないのか？

　だったらさ、ようやく帰ってこられたっていうならさ、普通嬉しいもんじゃないのか？

　そうじゃなくても、そっちの知り合いと離れて寂しいとかじゃないのか？

「どうしてそんなに、いったい何に怒ってるんだよ……」

　幾度となく繰り返した問いに返ってくのは、今なお俺の中で暴れる、飢えた獣のような声だけだった。

「……」

　でも、怒りだけじゃない。俺が失った記憶は、この憎悪だけじゃない。

　時々、不意に溢あふれ出るように伝わる感情はそれだけじゃない。

　まだ分からないことだらけだったが、それでも進展がないわけじゃない。

　昔の俺を縛りつける鎖の楔くさびが、グラついているのを感じる。

　きっと、何かきっかけがあれば、俺は失くした記憶を思い出せる。

「……よし、それじゃあそのきっかけを掴つかみに行くか！」

　パシッ、と顔を両側から叩いて気合を入れなおす。

　そう、今日は、警察に俺が戻ってきた時の所持品を受け取りに行く日だった。







　木枯らしが吹く冬の日差しの中、俺たちは警察署までたどり着いた。

　ずっとつないでいた手だけは温かかったが、それ以外は肌の表面が凍るかと思うほどに冷え切っていた。

「……メガネが、曇りました」

「だからサングラスにすればいいって言ったのに」

「サングラスだって曇りますよ？　曇っても気が付かないだけです。ダメ兄様」

　舞は空調のきいた部屋との温度差で白く曇った伊達メガネを片手で外す。

　俺も手を放して変装用のサングラスを外してしまうと、首に巻いていたマフラーも外した。

「お、宇う景けいさん。いやぁ、すいませんねぇ、ご足労いただいちゃって」

「あれ、宮みや川がわさん」

「……」

　ひとまずは受付を探してと考えていたら、ちょうど宮川さんがやってきた。

　初対面の時のことがあり、舞は相変わらず宮川さんに良い感情を持っていない。

　舞は少し目を細めて、手をつなぐ代わりに摘つまんだ俺の服の袖を少し引く。

「おやまぁ、嫌われちゃいましたねぇ」

「すみません。……もしかして待っててくれたんですか？」

　ポンポンと舞の頭を撫でると、宮川さんの方を向く。

「ここで会ったのは完全に偶然ですよ。お二人を待ってたのは確かですがね。受付はこっちですよ」

　促されるまま受付のカウンターに立ち寄ると、宮川さんがザッと事情を説明してくれた。

　受付のお姉さんの説明を聞いていくつかの書類を埋めていく。

「それじゃあ、ついでに私が押収品の保管室まで案内しましょうか」

「よろしくお願いします」

　俺たちは宮川さんの案内に従って建物の中を歩き出す。

「それにしても思ったよりも人が少ないんですね」

　警察署の中は大きさの割に閑散としていた。

　ちょうどお昼前の時間帯ということもあるのかもしれないが、もう少し警察の人や利用者がいるものだと思っていた。

「いやぁ、ほら、あれですよあれ。みぃんなアレに引っ張られちゃいましてねぇ」

　そう言って宮川さんが指さした先には『黒くろ井いアリス！　一日署長だ頑張るぞ♪』となかなかに頭の悪そうなポスターが貼ってあった。

「イベント会場でちょっとしたトラブルが起こったみたいでしてねぇ。私もこの後、休憩が終わったら後始末ですよ。あんまり老人をこき使わないでほしいんですがね」

　ふぅ、と宮川さんはため息をつく。

　よく見ればその顔には疲れが滲にじんでいるようだった。

「やっぱり、お仕事は忙しいんですか？　この街にはあんなにいっぱい警察の人がいるのに」

「ん？　あぁ、まぁねぇ。世論に流されてこの街に警察官を大量投入しているわけですが、人が増えればそれだけで金も時間も消えてくもんでして。世の中、霞かすみじゃ回りませんからねぇ。結局忙しいまんまですよ」

　宮川さんはそう言って苦笑いする。

「実際、我々も把握しきれていなかった失踪事件の関係者が行方知れずになっているのが分かりましてね。まぁ、行方知れずなのが、もともとあまり素行が良くない生徒だったみたいで、これまでに何度も家出をしているそうで。誘拐されたのか、それともただの家出なのか、裏付けを取るためにここ二、三日は働きづめでして」

　そう言って笑う様子にもあまり元気がない。

「……どうせ、警察なんてなんの役にも立ちません。頑張ってるアピールをする暇があるならもっと仕事をすればいいんです」

「こらっ、舞ッ!!」

「いやいや、いいんですよ。まったくもってその通りです。あなた方には我々を責めるだけの権利がある。上は世間のご機嫌伺い、数字を追いかけて新人ばかりを現場に入れて、現場は疲弊する。……そこまでして、私たちは市民を守れなかったですからねぇ、本当に、申し訳ない」

「……別に、あなた個人が悪いわけじゃない」

「いいえ、全ては警察の怠慢故ですよ」

「……」

　首を振る宮川さんに、ふいっ、と舞は視線を逸そらした。

「あ、一応内緒にしていてくださいよ？　こんなことを言ってると上に怒られちゃいますから」

　気まずくなりかけた空気はそんな風に軽くおどけてくれた宮川さんのおかげで入れ替わる。

　そんな話をしているうちに、『関係者以外立ち入り禁止』と記載された扉の前まで来る。

「あれ、いいんですか？　立ち入り禁止って……」

「あぁ、モノがモノですからねぇ。特例として裏口からこっそりと返却することになっていたんですよ。だから私もこうして付き添うために署内で待ってたわけです」

　その話の通り、扉をくぐった先にあったのは楽屋裏のような金属ラックが立ち並ぶ一角だった。

　そこには大きめの段ボール箱にいろんな品書きのされたラベルが貼りつけられていた。

「ちょっとここで待っててください、いま持ってきますよ」

　入り口の辺りで待たされ、宮川さんは奥の棚の方へと進んでいく。

　ジワリといつの間にか握っていた拳に汗をかく。

　ドクンドクンと脈打つ心臓。

　それは、記憶が戻ることへの緊張だった。

「兄様……」

「ん、どうかしたか？」

　俺は冷静に声を掛ける。

　当然、強がりだった。でもそれが意地だ。

　今も隣で不安げにしている妹に対する、馬鹿みたいな兄の意地だ。

（たとえ何を思い出したって、俺の『今』は変わらない。守るんだ、絶対に、もう泣かせないように）

　ボオゥと、一瞬、心の内で炎が燃え上がるのを感じる。

　それは俺の中にいる昔の俺の熱。

　数ヶ月この俺に付き合ってきて、分かったことがある。

　まるで暗がりに繋つながれた鬼のようだと思っていた記憶を失くす前の俺だが、舞を守りたいと思う時は少しだけ穏やかに同調する。

　だったらそれだけで十分だ。やっぱりこの怒りに燃えている俺も俺自身なのだ。

　俺自身だったら、どんなことがあったって舞を守ろうとするはずだ。

「安心しろ、何度だって約束する。俺はお前のそばにいてやるから」

「絶対、約束ですよ、兄様」

　舞はどこか縋すがるような危うい目をしていた。

　ポンポンッ、と舞の頭を撫でて、俺は再び前を向く。

　そう、今日ここで俺は記憶を取り戻して、帰ったら舞とナイフの件を話し合おう。

（もしかしたら、何かの小道具ってだけかもしれないしな）

　見た時は不思議と『人の血』だと思って疑いもしなかったが、血ち糊のりや何かだったのかもしれない。

　どうしてか、不思議とその考えがありえないという確信も湧き上がってくるが、最低限、そんな可能性を考えられるぐらいには心に余裕も出てきた。

「あぁ、記憶を取り戻して、そしたらちょっと話がある。帰ったら……」

　その瞬間、俺の背をゾッとする何かが駆け抜けた。

　理由が何かも分からないまま、巨大な蛇の舌に絡めとられてしまったような危機感。

「っ!?」

「兄様？」

　戸惑う舞の言葉にバッ、と振り向いた先には変わった様子は何もない。

　なのに、まるで周囲の壁が針山を付けて迫ってくるような感覚。

「おっと、あったあった。よいしょっと」

　目当てのものを見つけたのか、宮川さんが棚から段ボールを一箱下ろす。

　どうしてか、時間が引き延ばされていくような感触を感じる。

　それは俺が目覚めてから、自分の身が危険にさらされたとき感じる感覚。

　いったい何が危険だというのか。

　分からない、分からない、分からないまま───。

「舞ッ!?」

「兄さ……」

　俺はどうしてか、一番危ないと感じる方向と舞の間に割って入るように舞を抱きしめた。

　その瞬間、




　ドガァアアァアアアァアアアンッ!!




　視界を覆い尽くす強烈な光と、鼓膜を破りそうな爆砕音が周囲を埋め尽くした。

　体を襲う衝撃波、背中に突き刺さるいくつもの何かの破片を感じながら、長すぎる暴虐の一瞬が過ぎ去っていく。

「───、───、─────っ！」

　揺れる視界の中、もうもうと立ちのぼる煙、抱え込んだ舞の姿を確認する。

　どうやら俺が抱え込んだお陰でほとんど怪我はしていないようだった。

　必死に縋りついて何かを言っていたが、爆発音に揺らされた脳みそは上う手まく口を回せない。

　だから俺は、煤すすで汚れた妹の頬を拭ぬぐって。

「ぶじで、よかった……」

　その一言を残して、目を閉じた。





　　　　☆






　茜色の空が世界を染めている。

　そんな古びて朽ちた遺跡。

『なぁ、海かい人と、覚えておるか？　妾わらわたちが初めて会った日のこと』

『……あぁ、覚えてるよ。覚えてる』

『あの時、妾はお前に言ったな。妾に触れるな、妾に近づくな、妾を知ろうとするな。分かっておったのに、まったく、海人も妾も大おお戯たわけじゃなぁ。結局、最後はこうなってしまったのじゃ』

『……仕方ねぇよ。だってもう、どうしようもないくらい、俺はお前のことが好きになっちまったし。大体■■■■■が俺の好みすぎるのが悪い』

『馬鹿者、馬鹿者、大馬鹿者。魔王を口説く勇者がどこにおるんじゃ。勇者に惚ほれる魔王がどこにおるんじゃ。最後までそんなことを言われたら、余計に辛いじゃろうが』

　目の前で赤毛の少女が無理に作った笑顔を浮かべる。

『何もかも投げ捨てて、少ない時間でいいから。妾はそんな風に過ごしてもいいんじゃぞ？』

『……』

　あぁ、胸が痛い。

　どうして？　そんなのは簡単だ。

　次に何を言われるのか分かっていて、それを断ると決めてここに来ているのを知っているからだ。

『妾にできることなら、いくらでも、何でもしてやる。それこそ、世界の半分だってくれてやる。だから、なぁ、妾のそばに来てくれ、お願いだ』

　今にも泣き出しそうな、そんな顔。

　必死で固めていた気持ちが揺らぐのが分かる。

『言うなよ、俺は嫌だ。わがままだからな、全部欲しい。お前と過ごした世界が壊れるなんてイヤだ。ほんの二、三年だけでお前と一緒にいられなくなるなんて、そんなのは嫌だ！　必ずっ、必ずお前からその根を取り除いてみせるっ、たとえどんなに低い可能性だって掴み取ってやるっ！』

『海人……』

『俺は絶対に認めないっ、お前が死ぬなんて認めないっ、お前にだって諦めさせないっ！　お前を、世界の犠牲になんてさせてたまるかよっ!!』

　駄目だよ、失敗する、届かないんだ。もう遅いんだ。

　何も残さず、救えず、その手で殺すしかなくなる。

　その手を取らなかったことを必ず後悔する。

『俺はお前を俺の世界に連れて帰るっ！　人間も獣人も魔族も、俺とお前が協力して大結界を組み上げて争いを止めて、最後は笑って俺の世界に帰るんだっ！』

　そんな日は、来ないんだ。

『家族にお前を紹介して、友達にお前のことを自慢するんだよ。こんな美少女が俺の嫁だってな。そうだな、きっと楽しいぞ、あっちの世界じゃ勇者も魔王も関係ないからな、公衆の面前でいちゃつき放題だ』

　そんな夢は、叶かなわないんだ。

『いつか来る日に怯えながらお前と一緒に過ごすのなんて願い下げだ。俺はな、この世界を救う勇者様として呼ばれてきたんだ。だったら、目指すのは勇者らしく一切合切全部救って、みんな笑ってのハッピーエンドだ。それ以外は認めない、世界の半分なんかで満足してやらないっ！』

『……まったく、この大戯けめ。本当に業突く張りじゃ』

　あぁ、だけど、どうして。

　夢の中でさえ、俺はその光景を止めることはできない。

　この後に何が起きるのか、未いまだ俺は思い出せていないけれど。

　その先に明るい未来が待っていないのだけは分かるんだ。

『だったら海人ッ、信じておるからなっ!!　絶対に妾を救うんじゃぞっ!!』

　ゴシゴシと顔を拭いながら、その手を引っ込める少女。

『任せておけっ！　大好きだからなっ、バカ女っ!!』

『すぐに妾の元まで来るんじゃぞっ!!　来ないと拗すねるんじゃからなっ!!　それから大好きじゃっ、業突く張りの大間抜けっ!!』

　そう言って背を向け合った二人は歩き出す。

　見上げた空はただひたすらに赤く。

　大切な記憶のはずなのに、何の記憶なのかも分からないまま、夢は覚めていく。

　鮮烈にその目に焼きついていた、その空の色だけを残して。
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　白亜の巨城ともいうべき病院。

　その一室で、俺は二度目となる退院手続きの前に最後の問診を受けていた。

「君、超合金か何かで出来てるのかい？　それとも改造人間か何かかな？」

「い、いや、最近、ちょっと自分でも不思議に思えてきました」

「まったく、君は至近距離で爆発を受けて三日で退院なんて。当日には痛いとは言いつつもケロッとしているし」

「あはは、それはその、なんとも運が良かったみたいで……」

「確実に悪運の類たぐいだがね、運が良ければそもそもこんなことには巻き込まれていないよ。君がそうして元気そうにしていられるのは単なる偶然だ」

　はぁ、と前まえ野の先生はため息をつく。

　ひとまず終わった問診に上着を羽織っていく。

　あの時、俺たちは爆発に巻き込まれた。

　原因は、老朽化したガス管を入り込んだネズミが齧かじって、静電気による火花と合わさって大爆発を起こしたものらしい。

　火は周囲のものにも引火し、あわや大火事にまで発展しそうになったが、幸い爆発音があり対応が早かったこと、運よく無事だったスプリンクラーが正常に作動して火を消し止めたおかげで、被害はあの一角だけで済んだそうだ。

　最初は『警察署に爆破テロか!?』なんて話も出回ったらしいが、その日のうちに原因が公式発表されて騒ぎは収束し、警察は事態の対応に追われている。

　なにせ、あそこには多くの事件の押収品、証拠品の類が保管されていた。

　そのほとんどが爆発に巻き込まれ、あるいは燃え、あるいは水浸しとなり、と。

　詳しいことは分からなくても大変だろうことは想像がつく。だが、今は事故の顛てん末まつよりも、爆発に巻き込まれた自分たちの身のことの方が一大事だった。

　とはいえ、爆発に巻き込まれた俺と舞は、奇跡的に軽傷で済んだ。

　いや、軽傷で済んだのは舞だけで、俺自身は背中は爆風で灼やけて、多くの金属片が背中に刺さった。

　針はり鼠ねずみのような背中になったが、重要な臓器は何一つ傷つかずに済んだみたいで、爆発後に気絶した俺が目を覚ます頃には既に治療は終わっていた。

　舞も俺がかばいきれなかった熱風を受けた手足に軽度の火傷やけどを負ってしまったが、命に別条はなかったそうだ。火傷も本当に軽度のもので、二日も経った今ではうっすらと赤く見える程度だ。

　妹の体に一生モノの跡を残さずに済ませられた俺はよくやったもんだと、大学受験の追い込みをしている悠斗へ胸を張ったら頭を引っぱたかれた。俺、頭に包帯巻いてたのに。

　だが、俺は背中に針を生やす羽目になったとしても、妹が傷を負うよりもずっとマシだ。

　……おかげで、もっと悪化した問題もあったが。

「それでその、宮川さんは……」

「今もまだ、集中治療室で治療中です。飛び散った金属性のラックの破片がかなり危険な位置に刺さっていましたからね。峠は越えましたのでしばらくすれば意識が戻るはずですが、最低二週間は入院でしょう」

「そう、ですか」

　あの場で、宮川さんだけが瀕ひん死しの重体だった。

　ただひとり意識を保っていた舞がすぐに助けを呼んだおかげで一命は取り留めたものの、意識は未だ戻ってはいない。見舞いができる状況でもないそうだ。

「宇景くんも、検査上の数値は問題ないけど無理はしないように。頭の包帯は一応、次の精神科の予約までは毎日替えること。背中の傷はほとんど塞ふさがってるけど、こっちも次に病院で確認するまでは毎日軟なん膏こうを塗って絆ばん創そう膏こうを貼り替えること。君は冗談みたいに回復力が強いけど、ケアを怠って傷口が化膿する場合もある。毎日妹さんに手伝ってもらうといいよ」

「はい、分かりました」

　俺は礼をして、診察室を出て自分の病室に戻った。

　何かもう、この部屋も見慣れた感がある。いや、今回はこうして実質二日で退院しているから、そんなに長居しているわけでもないんだが。

「あ、兄様。退院の手続きは済ませておきました」

　ポスッ、と数日分の着替えやらをバッグに詰めた舞が待っていた。

「そうか、ありがとな」

「いえ、兄様のためですから。さ、帰りましょう、兄様」

　そう言って俺には不自然にしか見えない笑顔で、舞は空いた腕を器用に俺の腕に絡ませてくる。

　その笑顔はまるで病弱で人見知りで、自信もなかった頃の卑屈な笑顔。

　壊れそうな瞳の奥の光。

　いや、系統は似ていても、明らかに子供の頃よりもひどい、もはや病的なまでに俺に依存した光。

（あぁ、やっぱり……）

　舞の精神状態は明らかに悪化していた。

　もはや一瞬たりとも離れたくないとばかりに、学校も休んで俺のそばにいた。

　着替えを家に取りに帰るのも嫌なようで、前回とは違い、必要なものはコンビニや病院内の売店で揃そろえていた。

　食事も一緒、トイレに行く時も扉の前で待機、散歩に出れば手をつなぐどころか腕を絡めるようになった。それも、今までは外出する時だけだったのに、暇があれば室内でも手をつなぐようになった。

　何度か言い聞かせて、人前であれば多少は自重し始めていたそれらの行為も、振り出しどころか何一つ気にしなくなった。

　目が覚め、明らかに過剰な態度で俺と接するようになった舞に対して離れるように言い聞かせようとすると、まるで機械のような目をして『イヤです』と抑揚の消えた口調で言いながら腕に強くしがみついてきた。

　何を言おうとしても『イヤです』とひたすら繰り返し、結局、為なすがままに舞の気が済むまで俺は置物と化すしかなかった。

　きっと、いま浮かべている笑顔よりも、あの壊れかけの人形のような表情が今の舞の本質だ。

「そうだな、早く家に帰ろうか」

（さて、どう言いくるめてカウンセリングを受けさせればいいのか……）

　俺は舞に何も言わず、そのまま歩き始めた。

　ここまでハッキリとしてしまったら、俺の意地だのなんだのと言ってる場合じゃない。

　俺は舞にカウンセリングを受けさせるつもりだった。この病院でとも考えたが、どうしても俺の中で前野先生に対する不信感が拭えない。

　だから、俺はここではない他の病院の精神科に行くつもりだった。

（それに、俺自身も何か思い出せるかもしれないしな）

　あの爆発による火災のせいで、俺が受け取ろうとしていた品々は灰になってしまったらしい。

　記憶を取り戻せると、妙な確信を抱いていただけにその落胆感は強い。

　だが、爆発の衝撃が少しだけいい方向に転んだのか、気を失っている間に見た夢は、今までで一番色鮮やかで、心の奥底、核心に近い場所の記憶。そんな感じがした。

　だけど、そこまで来たせいか、逆にこのままじゃ思い出せないという思いが強くなった。

　俺の中の鬼は、もう一歩のところまで来ている。

　ガラス一枚挟んだ向こう側、抜けかけた鎖の楔。

　あとほんのわずか、そのほんのわずかが、今までよりも果てしなく硬くて鋭い。

　触れるだけで指先が切り刻まれそうな痛みに襲われる。

　大きな手掛かりを失くして、思い出そうと決意したのに最後の一歩が断崖絶壁の向こう側。

　近いのに遠い、そんな距離。

　今更、別の病院を探してみたところで、すぐにどうこうなるとは思っていない。

　それでも、些さ細さいなものでいいからきっかけが欲しかった。

　舞がこんな状況になった以上、俺は本当に余計なものを抱えている余裕はない。

「……」

　募る焦りは、周りを取り囲む火のようにジリジリと俺の心を炙あぶっていた。







「ただいまっと」「…………」

　家の玄関を開けると、返事はないと分かっているのに自然と俺の口から言葉が出た。

　舞からも返事はない。俺すらもいない本当に一人の家で過ごしてきたせいか、舞にとってはそれが普通なんだろう。

　些細なようで些細じゃない変化。

「さて、腹減ったし、夕食にするか」

「兄様、たまには一緒に料理をしましょう」

「料理？　いきなりなんで？」

「兄思いで健けな気げな妹は、たまには兄妹仲良く料理したいです」

　そう言って、舞はまた微笑む。

　いつもより穏やかで柔らかなその笑み。

　素直に甘えてくれているのに、キリリと心が痛む。

「……そうだな、一緒に作ろうか。まぁ見てろ、俺の料理スキルに感嘆するがいい、妹よ」

　舞の心を刺激しないよう、普段のようにおどけてみせる。

　それに俺も、今の舞から少しでも目を離すのは不安だった。

「くすくす。別に兄様にお料理の腕を期待したりしません。第一、兄様の料理経験なんて調理実習くらいじゃないですか」

「そんなこと……、いや、そういや、そうだな。まぁ、それだけ経験があれば野菜の皮むきぐらいはできるさ」

　不思議と、自分は料理ができるような気がした。

　まぁ根拠がないあたり、おそらくは記憶を失くしてる間に多少は料理の経験を積んだんだろう。

　夢の中で、俺は異世界で旅をしていた。なら、当然料理だってする機会はあっただろう。

（……認めざるを得ないとは思ってたが、すんなりと異世界なんて思えるのは記憶が戻りかけてるからかな）

「本当ですか？　指を切ったりしても知りませんよ？」

「いやいや、俺の手先の器用さを舐なめるなよ」

　俺の中の鬼が薄壁の向こうで、鎖を引き千切ろうとしているのを感じながら、肩をすくめて笑ってみせる。

　荷物をいったんリビングに置いて、二人でキッチンで手を洗ってから舞が冷蔵庫の中を覗のぞき込む。

「何を作るんだ？」

「そうですね、肉じゃが……、いえ、カレーにしましょう」

　チラッとこちらを見た舞は、途中でメニューを切り替えた。

　どうやら反応から俺が何を食べたいか読まれたっぽい。実際、俺はこの冷蔵庫の中を見た時にカレーかなと想像していた。

（……こんなことにすら既視感を覚えるあたり、異世界とやらでも俺は基本的に料理をしてもらう側だったのかな）

　二人分の食材を手早く用意した舞を見ながら、そんなことを思う。

「……兄様、本当に手際は良いですね」

「舞ほどじゃないけどな」

　舞と並んでショリショリと野菜の皮をむいていると、自分でも驚くほど包丁の扱いはしっくり馴な染じんだ。いや、包丁じゃなくて、刃物の扱いが、という感じがする。

（ひ、人殺しとかしてないよな、俺……）

　そのあまりにもしっくりとくる感触と、意識せずとも最適な角度で刃を入れる動きをする自分。

　より身近に感じるようになった昔の自分の怒りに、そんな嫌な想像がよぎった。

「……」

「？　どうかしたか、舞」

「いえ、兄様が本当に綺麗な包丁さばきをしているのが少し悔しいだけです。ズルいです。どうして一年間頑張った舞よりもこなれてる感じなんですか」

「ふふふ、だから言っただろ、これを機に少しは兄を見直すといい」

　軽く胸を張りながらそう言う。

　こう言ったら舞はいつも『増長してはいけません兄様。驕おごれるものは久しからずです、そんな調子ではすぐにダメ兄様になってしまいます。メッ！』なんて言うんだ。

　だけど……。

「さすがは兄様ですね、舞はとても嬉しいです」

　舞はそう言ってまた笑う。

　大切な妹に褒められているのに、俺は少しも嬉しくなかった。

「っ、いてっ」

　そんなことを考えていたせいか。少し手を滑らせた。

　スッ、と指先に引かれた線に丸く鮮やかな血が浮かび上がる。

「あぁ、やっちまった。舞、救急箱って……」

「あむ」

　パクッ、と魚でも釣り上げたように指先に妹がヒットする。

　ザラリとした舌が指先を這った。

「んっ、んんっ」

　くちゅくちゅとした口の音に俺が呆ぼう然ぜんとしていると、まもなく手を離された。

「ぷはっ、これで大丈夫です。あとは絆創膏を貼りましょう」

　そう言って、舞はキッチンの端にある備えつけの棚の奥に入っている救急箱を取り出した。

　ガサゴソと絆創膏を探し出し、俺の腕を取ると傷口にペタリと貼った。

「だめですよ兄様。すぐ調子に乗るんですから」

「お、おう。済まないな」

　今までこんなことをされたことはなかったので、少し戸惑いながらも礼を言う。

　いつもなら舐めて消毒なんてことはしないで、普通に水で流して消毒液を掛けた後に絆創膏を貼っただろう。

「それにしても、血って案外美味しいんですね？　兄様」

　そう言ってぺろりと唇を小さく舐めた。

　そこには、川辺に一輪だけ咲いた華のような、そんな今にも握り潰されてしまいそうな危うい妖よう艶えんさが宿っている。

「あぁ、でも、きっと兄様の血だから美味しいんですね、他の人の血なんてヘドロ以下の価値しかありません」

「……馬鹿たれ、アホなこと言ってないでとっとと料理の続きをするぞ」

「あたっ、兄様、痛いです。意地悪ですよ？」

「知らん知らん」

　俺は軽くその頭を叩くと、そんな適当な返事を返して再び野菜の皮むきに戻った。

　可愛らしい様子で拗ねてみせる舞の顔を、俺は見ることはなかった。

　いや、見たくなかったから、目を逸らしていた。

「…………」

　だから、俺は舞がその時にどんな表情をしていたのか分からない。

　ただ、その日食べたカレーは、美味しかったのにどうしてか味を感じられなかった。







　夕食を食べた後は普段通りの時間が過ぎた。

　いや、多少普段通りではなかった。風呂に入る舞にせがまれ、浴室と脱衣所を隔てる扉の前に座らされた。

　俺は背中の怪我があるせいで風呂には入れず、怪我がある箇所以外を濡らして絞ったタオルで軽く拭った後、舞に背中の傷に化か膿のう止めの軟膏を塗りなおして大きな絆創膏を貼ってもらった。

　頭の包帯も替えようかと思ったが、今日は病院で替えてもらったばかりなのでそのままにした。

　寝間着に着替えたその後は、特に面白くもないテレビ番組をポテチをつまみに二人で眺めて、適当な時間になったら二人とも部屋へと引き上げる。

「……そろそろ部屋に戻るか」

「そうですね、兄様」

　一応、普段はそれぞれ部屋に入って、一時間ぐらいして俺が寝静まる頃に舞が俺のベッドに潜り込んでくる。毎度気配を感じて俺は起きるが、そのまま寝たふりをして、次の日の朝にそっとベッドから舞の気配が消えるのを待ってから何事もなかったかのように起きる。

　だけど、今日はそうじゃなかった。

「兄様、今日は兄様と一緒に寝てもいいですか？」

「……」

　暗黙の了解として成り立っていたことを、わざわざ口にするのはどうしてか。

「いいよ、それぐらい」

「それじゃあ兄様、舞は枕を持ってきます」

　どちらにせよ、添い寝程度で少しでも舞の不安を和らげることができるなら是非もない。

　嬉しそうににっこりと笑った舞が、一度自分の部屋に戻った。俺は先に自分の部屋に入って電気をつけたまま布団に入って目を瞑つむる。

　明日は学校だ。

　授業中にでもスマホで新しい病院を探しておこう。

「……」

　ギィ、と扉を開く音がする。

　部屋に入ってくるのに、特に言葉はなかった。

「舞、電気消してくれよ」

「……」

　暗くて転んだりしないようにとつけっぱなしだった電気を消すように頼んだ。だが、電気は消えず、返事も戻ってこない。

「兄様……、兄様……」

「舞？」

「電気は、消しません」

　ススッ、と舞がベッドに近づいてきて、けれど、中に入ってこない。

　俺を呼ぶその様子に何か不穏なものが混じっている気がした。

　けれど、再び目を開けて舞を見た時、自分の寝ぼけた対応に冷や水を掛けられた。

「兄様、兄様は、舞だけの兄様ですよね……？」

　カシャリと、投げ出していた俺の手を取った舞が、手錠でベッドの一部と俺の手をつないだ。

「は？　え？」

　驚きに呆然としている間に、もう一方の手と両足も流れるように手錠を掛けられていく。

「な、お、おいっ、舞ッ、いったい何の真似だ!?」

　目を白黒させながら仰あお向むけの体勢で手足を拘束されたまま、掛布団の下でもがく姿は見る人によっては滑稽に見えただろう。

　だが、やられている方からすれば笑える状況じゃなかった。

「だめです、兄様。電気を消したら、兄様がちゃんと私を見られないでしょう？」

「な、なにを言って……っ、待て、落ち着け、冗談にしたってこれは行きすぎだ！　何か怒ってるなら逃げないから、とりあえずこれを外してくれ」

「それもダメです。兄様はダメ兄様ですから、こうして逃げられないようにしておかないと、常識を盾に抵抗します。だから、何度も説得して兄様が流されるまではこのままです」

　見たこともないような艶つややかな笑みを浮かべた舞が、布団を引き剥はがす。

　すると、俺の腹のあたりにまたがるように馬乗りになった。

「っ、おい、なにして……っ、舞ッ!!」

「兄様が悪いんですよ……？　兄様が、舞の前からいなくなろうとするから。兄様が、舞以外の誰かのところに消えようとするから」

　プチ、プチと舞が片手でパジャマのボタンを外していく。

　ハラリとはだけた布から、舞のきめ細やかな肌が覗く。

「ねぇ、誰なんですか？　■■■■■さんって誰ですか？　■■■■さんって誰ですか？　■■■■さんって誰ですか？　どんな夢を見て、どうして舞以外の名前をあんなに大切そうに呼ぶんですか？　どうしてですか、どうしてですか、どうして舞の前からいなくなろうとするんですか？」

「ぐァぁあ!?」

　舞が口にした誰かの名前がザリザリとしたノイズにかき消され、同時に脳みそに直接手を差し入れられたような強烈な頭痛が襲ってくる。

　必死に痛みに耐える中、今にも泣きだしてしまいそうな、迷子の子供のような妹の顔が見える。

「ほら、兄様。やっぱり思い出さない方がいいんです。私、兄様に言いましたよね？　辛い思いをしてまで兄様が何かを思い出す必要なんてないんです。そんなことを考えるくらいなら、私のことだけ、考えていてください。私のそばにいることだけを考えていればいいんです。そうすれば、兄様は幸せなんです」












「やめっ、ぐっ、俺は、お前に心配させないようにって……」

　ギリリッ、と胸より少し上のあたりに爪先が強く食い込む。

　けれどその痛みは、少しずつ収まり始めてはいるがそれでもまだ強い頭痛の痛みにかき消される。

　口から出る声も弱々しくなる。

「心配？　心配なんてするに決まっています。毎日毎日、失踪事件が起こった日のことを思い出します。朝起きて見た兄様の背中が幻なんじゃないかって怖くて怖くてたまりません。だから、ねぇ、兄様、舞と一線を越えちゃいましょう？　舞のことだけを考えて、ずっとここで考えていて。必要なお世話は全部私がしますから。何でもしますから。それが幸せでしょう？」

「ま、おい、それ、監禁するってことか……？」

　一過性の頭痛はゆっくりと引いて、ようやく思考がまとまり始める。

　単語が上滑りして頭の回転が遅くなった中、それでも理解できた内容に呆然とした声が漏れる。

「いや、それより兄妹でなんて……」

「そうです、兄様はこれから妹を傷モノにするんです。そうしたら真面目な兄様は、もう一生舞から離れられません。たとえ何があっても、何を思い出しても、もう舞のことしか考えられなくなりますよね？　もし、それでも兄様がいなくなってしまうなら……、えへ、えへへへ♪」

　どこか陶酔したような、幼い笑顔を浮かべ、そこから先は何も言わない。

「本気で、そんなこと……」

「大丈夫、舞は信じてます。きっと兄様は舞を選んでくれます。どんな時だって、最後は舞を選ぶんです。罪悪感と、それをスパイスにした快感で……、えへへへへへ♪」

　舞の目は本気だった。だからこそ、明らかに正気じゃなかった。

　ぎりぎりじゃない。もうすでに舞は限界だったんだ。

「じょ、冗談だろ……？　くそっ!!　こんなおもちゃの手錠ぐらい……っ！」

「あ、ダメですよ兄様。そんなに暴れたら。簡単には壊れないような品を選びましたけど、もし兄様がここからいなくなろうとするなら、ちょっとお仕置きしなくちゃいけませんよ？　だから、抵抗しないで、ね？　兄様？」

「っ」

　ゾワリと、背筋で冷たい何かが粟あわ立だつ。

　そう言った舞の目に光はなく、抵抗すれば本当に何をするか分からない危うさがあった。

「さぁ、兄様、お洋服を脱ぎましょう？」

　スッ、と伸びた舞の指が、俺のパジャマのボタンへと掛かる。

「やめっ、やめろっ舞ッ！」

「やーめません♪」

　慌てて身をよじって離れようとするが、こちらは手錠のせいで上手く身動きが取れず、舞は予想以上に器用にボタンを外していく。

　程なくして俺のパジャマの前もはだける。

「落ち着けっ、一度考え直せっ!!　これじゃあ俺もお前も不幸になるだけだ……っ」

「そんなことはありません。私は兄様が私のそばで、私だけを見て、私のことを好きでいてくれればそれで幸せです。兄様も、私が甲か斐い甲が斐いしくお世話をして、ドロドロに甘やかして、全部全部、私だけになれば幸せです。だってもう、余計なことに惑わされずに済むんですから」

「父さんと母さんだって悲しむっ」

「そんなことないです。だって、昔、私が兄様と結婚したいと言ったら、お父さんとお母さんはいいよって笑ってくれました。何の問題もありません」

　だめだ、本当の意味で錯乱したままだ。

　俺の声が、届いていない。

　聞こえた言葉に返事はしていても、本当の意味で響いていない。

「ねぇ、兄様、最初の子供は、男の子と女の子、どっちがいいと思います？　舞は、女の子の双子がいいかなって思うんです」

　パサリッと、舞が羽織っていたパジャマが落ち、黒の下着を光にさらした素肌が目に入る。

　俺は慌てて顔を逸らした。

　どうする、どうするどうするどうする、ここで舞を止めなかったら、本当に舞が壊れてしまうっ!!

（このままじゃ、もう二度と舞は戻れなくなる……っ）

　とにかく、時間だ。何か、舞の気を削そいでこの場を仕切りなおさせないと……。

「もう、ダメですよ兄様、こっちを見て、ちゃんと見て。私を見て。このスタイルだって、兄様のために維持してきたんです。毎日のお手入れを欠かさずに、いつこんな日が来てもいいようにって。ずっとずっと、子供の頃から見た目には気を使ってきたんです。兄様の好みに近づけるようにって」

「や、やめろ、舞」

「ほら、鈍感兄様？　目を開けてくれないとダメですよ。まだ夜は長いんです。ゆっくりじっくり愉たのしみたいんです。だから、えへへ、目を開けて、兄様」

　横を向いて目を瞑っていた俺の顔を、そっと舞の両手が包む。

　耳をさわさわと撫でるような子供めいた笑い方。

「もう、兄様は仕方がないですね、ダメ兄様はせっかちです。見つめ合うより、もっと先に進みたいなら……」

「っ、舞ッ、やめろ舞ッ」

　スッ、と肌の上を滑り落ちるようにして、ゆっくりと指先が胸からへそまで来たあたりで俺は慌てて目を開けた。

　目を開けた先、それこそと息が掛かりそうなほど近くに舞の顔があった。

　互いに互いの瞳を覗き込むような距離。

　その瞳の奥で、本当の舞が泣き叫んでいる。こんなに近くにいるのに……。

「こんなことしなくても俺はお前のそばにいる。当たり前だろ、俺はお前のお兄ちゃんなんだ」

　耳触りがいいだけの説得の言葉は、薄く散ってしまうだけ。

　そう分かっているのに、口をつくのは自分でも軽いと思うそんな言葉。

「はい、兄様は舞の兄様です。だから、舞以外の全部を捨ててください、ね？」

　あとはもう、鬼札を切るしか、俺にできることはなかった。

「……なぁ、舞。俺からお前以外を消し去りたいんなら、先に一つ教えてくれ」

「なんですか？　兄様が知りたいことならなんでも答えますよ？　スリーサイズは……」




「舞の部屋の机の引き出し、あの中にあった血まみれのナイフは、いったいなんだ？」




「っ」

　その言葉を口にした瞬間、確かに今まで届かなかった心の淵ふちに触れた感触があった。

　だが、それは、自分側へ引き倒せられなかったから、代わりに大きく突き飛ばしただけ。

　それは吉と出るか凶と出るかの賭けですらない。

　大凶が出ないように、自ら凶を選んだだけ。

「あ、あう、ち、ちがうっ、違うんです。どうして？　どうして兄様が知って……っ、あれ？　なんでなんでなんで？　いやっ、嫌いに、嫌いにならないで!?　兄様!?　私は兄様の妹で、あぁあぁあっ!?」

「ま、舞……」

　長い髪を振り乱し、弾はじけた花火は支離滅裂な言葉を吐き出す。

　喘あえぐように、息を求めるように浅くなった呼吸に、焦点がぶれ始めた瞳。

　小刻みに体は震えていた。両耳を掴つかむように押さえ、その頬を涙が伝う。

「だってだってだって、仕方なくてっ、血がっ、血が、アァアァアァアッ!?　汚れてない汚れてないっ、邪魔しないでっ、どうして、誰がっ、アイツガアイツガアイツラガァアァアァアァッ!!」

「お、落ち着け、落ち着け、舞っ」

　そのあまりにも常軌を逸した姿に、本当にこれでよかったのかと不安が湧き上がってくる。

　あのまま破滅に向かうよりはと選んだ行動が、ひどい過ちだったような気がしてくる。

（ダメだ、俺が弱気になってどうするっ、説得するんだ。まだ、まだ戻れるっ！）

「舞っ、落ち着けっ、舞ッ、俺の話を聞けっ、話をするんだっ。俺はもう逃げないっ、記憶のない俺からも、お前からもっ！　だから……っ！」

　けれど、その怯ひるんでしまった時間が、指の掛かりかけた何かを連れ去っていく。




「…………あぁ、そうか、まだ、邪魔者がいるんですね。まだ、私から奪っていく奴らがいるんですね。やっぱり、全部終わりにしてからじゃないと、ダメなんですね」




　ピタリと、急に舞の体の震えが止まった。

「兄様に、余計なことを吹き込んだ連中がいるんですね……？　大丈夫です、余計な邪魔者は、明日、全部消してきますから」

　えへへと、舞の無邪気な、幼い頃に戻ってしまったような泡沫うたかたの笑み。

「はい。大丈夫です。やっぱり、途中で丸投げにするのはよくないってことなんです。えへへ。失敗してしまいました。少しだけお預けですけど待っててくださいね、兄様」

「舞……、聞いてくれ……、もうやめよう。いろんなことがありすぎて、お前は疲れてるんだよ。俺と一緒に、病院に通おう。大丈夫だ、あのナイフのことも、一緒に考えよう」

「？　ナイフ？　いったいなんのことですか？　私が全部終わりにしてきますから、兄様は知らないはずですよ？」

「っ!!」

　舞はひと欠片かけらも自分が話している内容のおかしさに気付いていないようだった。

　当たり前のことを言うような口調で話した舞は、子供の頃のように頬に小さくキスをした。

「えへへ、久しぶりに兄様のほっぺにちゅーしちゃいました。明日の夜まで、待っててくださいね？　……全員殺して、なかったことにしてきますから」

　そう言ってスッ、と服を羽織って立ち上がる。

「こ、殺す!?　ま、まてっダメだ舞ッ！　いったい誰をっ、やめろっ!!　分かったっ、俺を拘束したままでいいから、話し合おうっ、それは、絶対に取り返しがつかなくなることだからっ、舞ッ」

　舞は何も答えず、部屋の電気を消した。

「兄様、今日はもう寝ましょう。明日は大切な日です。万全の体調で臨まないといけないんです。その時には、兄様が大切にしなきゃならないものが、舞だけだって分かってくれますよね？」

「舞……っ」

　今日何度目かの通じない会話。

　舞は照れたような顔でえへえへと壊れたように笑った。

　服を着なおした舞は、掛布団と一緒に俺のベッドへと入ってきた。

「おやすみなさい、兄様。明日がいい日になりますように」

　そう言って、縋りつくように俺の体を掴んで、舞は幸せそうに眼を閉じた。

　すぐに眠りに落ちた舞に何も言えなかった。

　小さな猶予を得ただけで、舞の手を掴めなかった。

　破滅してしまうような過ちは回避できたのに、結局、一番欲しかった結果は手に入らなかった。

　そうして、ギリギリのところで踏みとどまっていた俺の妹から、歯車の落ちる音がした。




　バギリッと音を立てて、大きな歯車が落ちるその音が。






第五章　変わらない世界と、再び堕ちる






「それでは兄様、行ってきますね？」

　次の日、手錠に繋つながれたまま一睡もできずに朝を迎えると、舞まいもそのうちに目を開けた。

　一度眠れば、もしかしたら舞も元に戻るんじゃないかと思ったけれど、そんな夢みたいなことは起きなかった。

　昨日と同じ、壊れたような笑みを浮かべて、通じない会話を繰り返すだけ。

　俺は何もできず、俺に朝食を食べさせた後、学校へ行く舞が部屋を出るのを黙って見ていた。

　耳を澄ませ、玄関から音がして舞が家を出たのを確認するまで、俺がしようとしていることを悟られないためだ。

「っ、急がないとッ!!」

　俺はベッドを壊して手錠を外すつもりだった。

『手錠を外して逃げ出そうとするなら』と言った舞の雰囲気は本気だった。

　血に濡ぬれたナイフが頭に浮かんで、下手したら手足を刺されるんじゃないかって感じがした。

　今の舞の状態で、少しでも道を踏み外すような何かをしてしまったら、舞の中のタガが全て外れてしまう。

　壊れた舞が、元が何か分からないぐらいに砕けて散ってしまう。

　だから、舞が何かをしないように、取り返しのつかない何かを犯してしまう前に。

　むしろ俺が拘束し返すぐらいのつもりで、無理やりにでも舞を押さえつける。

「舞がいないうちに拘束を解いて……、急いで後を追いかけないと……っ!!」

　舞は知らないが、木製の俺のベッド台は元は父さんからのお下がりだったせいで、腕が繋がった先の木の部品がガタついている。

　それこそ、無理やり引っこ抜けば割とすぐに壊せるはずだ。

　片方の腕が抜ければ、ベッド脇に置かれたボールペンに手が届く。ボールペンを分解すれば、バネ部分の針金を伸ばして鍵を開けられる。

　昔、父さんと見た脱獄ドラマに嵌はまって、クリップで手錠の鍵を外す練習をやったことがある。ネットで調べた方法を試してみたら、案外簡単に錠が外れた。

　多少時間は掛かるだろうが、今の俺でも外せるはずだ。

「せーのっ、ふんっ!!」

　思いっきり腕を引くと、木の部品は思った以上に老朽化していたようで、割と簡単にバキッ、と音を立てて割れた。

「よし、あとは……」

　焦る気持ちを抑え、無理やり引き伸ばしたバネを手錠の鍵穴に突っ込んだ。

「あと、少し……ッ、よしっ!!」

　ガチャガチャといじくりまわし、右手、左足と手錠を外していき、右足についた最後の手錠も開錠した。

「くそっ、時間はッ!?」

　想像以上に掛かった時間に焦りながら振り返った先、時計が示した時間は十時過ぎ。

（舞は、今日の夜まで待ってと言っていた。なのに、学校に行くって言ってたってことは、学校で何かするつもりだってことだっ）

「急がないと……っ!!」

　どうすればいいかは分からないままだが、ひとまず舞を家に連れ戻さないといけないと思った。

　適当な服に着替えて、スマホを手に取る。

「頼れそうなのは……」

　父さんも、母さんももういない。

　宮みや川がわさん、大おお西にしさんの刑事コンビには絶対頼れない。頼るなら、前まえ野の先生たちだけれど……、今の舞を前野先生のもとに連れていきたくはない。

　俺がこの状況で電話をかけられる相手は、悠ゆう斗とだけだ。

「頼む……っ、出てくれっ」

　もともとは道場で薙刀なぎなたを習っていた舞だったが、その時に合気道の技も軽く教わっていたはずだ。

　情けない話だったが、昨日のように不意を突かれずとも、一人では押さえ込めないどころか最悪また拘束されかねない。

　だから、万一に備えて、信頼できる味方が欲しかった。

　どうしてか長く感じる呼び出し音を聞きながら、玄関で靴を履き、俺は家を飛び出して……。

「お、宇う景けいくん。ナイスタイミングだ」

「大西さん……？」

　玄関を開けた先には、黒い車で乗りつけたスーツ姿の大西さんが立っていた。

「ちょっと君に話があってね。少し時間をもらえないかい？」

「えっと、すみません。今はちょっと立て込んでて……、申し訳ないんですけど後にしてください」

「すまないが、どうしてもこちらを優先してほしいね。緊急の用件なんだ」

「あの、その、ごめんなさい、今は本当に無理なんですよ」

　いつになく強引な大西さんに驚きながらもそう返す。

　どんな用なのかは分からないが、舞以上に最優先すべきことなんてない。

「それは困る。悪いが、時間がないんだ。妹さんが危険に晒さらされているって言ったらどうだい？　きっと知らなかったら君は後悔するよ」

「っ!?　それはいったいどういう……」

　真剣な表情で大西さんは言う。

　舞のところに向かうことで一杯だった頭の中に、躊躇ためらいが生まれる。

「本当に時間がないんだ、とりあえず車に乗ってほしい。事が事だけに、詳細は確実に情報が漏れない場所で伝えることになっていてね」

「っ、だったら今ここで話してください」

「ここでは話せない。本当は今こうしている時間も危ないんだ。妹さんを救うためにも黙って協力してほしい」

　その言葉に、嘘うそは感じられなかった。そもそもいろいろと頑張ってくれた大西さんがそんな嘘をつく必要もない。

　宮川さんも大西さんも信頼できる大人だ。だとすると、本当に舞の身が危ないのかもしれない。

「『……ルルルル。プツッ、おかけになった電話は……』」

　耳元では、繋がらなかった電話が留守電を入れるように求めていた。

「……分かり、ました。ついていきます。ただ、折り返しで電話するように、留守電だけ入れても構いませんか？」

「あぁ、それぐらいはかまわないよ」

　頷うなずいて見せた大西さんに、その場で『詳しい話はあとでするから、舞に気付かれないように俺に折り返してくれ』と伝言する。

「それじゃあ、車の後ろに乗ってくれ」





　　　　☆






「っ、いい加減にしてくださいっ!!　何なんですかこの場所はっ!!」

　車に揺られて一時間あまり。

　道中でいろいろと尋ねたが、大西さんは何一つ答えてくれず、ドンドンと人里から離れていく車に不信感は募り続けた。

　そうしてやっとたどり着いたのは、どこかの森にある廃工場だった。

　車を降りて、とにかくついてきてと言われ工場の中までやってきたところで、俺は大声で叫んだ。

　同じ質問を繰り返すたび、目的地に着いてから話すとはぐらかされ続けて我慢の限界だった。

「誰にも話を聞かれない場所って、なんでこんな場所なんですかっ！」

「絶対に誰にも話を聞かれない場所として、ここは適所だろう？」

　格納庫のような用途に使っていたらしいその場所にはもう動いていない、何を作っていたのかも分からない機械類がいくつもあった。

　かなり古い建物らしく、天井が崩落したようで、瓦が礫れきがいくつかの機械を押し潰つぶし、大きく開いた穴から空が覗のぞいている。

　大西さんはその場所の一角、瓦礫が山になっている場所で、いくつか石材をどかしながらそんな返事をした。

「て、適所って……」

　人ひと気けのない廃工場は埃ほこりっぽく、確かに密談をする場所としては十分な要件を満たしているかもしれない。

　しかし、そんな説明で納得できるはずもなく、俺は更に大西さんを問い詰める。

「警察署とかじゃないんですか？　なんでこんな場所に……」

「あぁ、それはダメだよ。警察署も危ないからね。あそこにも敵がいるから」

「敵？　敵っていったいどういう……、いや、そんなことより、舞が危険っていう話は!?」

「ん？　んー、それね、聞きたい？」

　大西さんはこっちを見ることもなく、がさごそと何かを探っている。

「なっ、ふざけないでくださいっ!!　それを話すためにここまで連れてきたんじゃないんですかっ!?　というか、さっきから何をやってるんですかっ!?」

「あ、ちょっと待って。……っと、あったあった」

「急いでるって言ったじゃないですかっ。話す気がないなら帰し、て……」

「だから、ちょっと待てって言ってるよね」

　ドスッ、と、重い衝撃が足首から全身に伝わった。

　何かを取り出した大西さんが、こちらを向くと同時に黒塗りにされたその何かを俺に向けていた。

「あ？　え？　なにそれ……」

「何って、ボウガンだよボウガン。クロスボウって言った方が分かりやすいの？　いま君の右足に突き刺さった矢を弾はじき出した道具だよ」

　ささってる。ササッテル、刺さってる？

　自分の足を見下ろすと、さっき衝撃を受けた右の足首から、油性のフェルトペンぐらいの太さをした黒塗りの棒が突き刺さり、そこからたらりと血が流れだしていた。

「イギッ！　イデェエエェエアァァアァエアァェァアェア!?」

　そして、その光景を見た瞬間、気が付かなかった痛みが一気に主張を始めた。

　イタイイタイイタイイタイッ!!

「やっぱり最初はうるさいなぁ。みんなピィピィ騒ぐんだよね、っと」

「ガッ、ギグッ!?　ぐぁああぁぁああアアアアッ!?」

　ヒュンッと風を切る音とともに、今度は反対側の足首に同じような重い衝撃が走った。

　もう一つの矢が突き刺さり、たたらを踏むこともできずに俺は尻もちをつき、横倒しの格好になって倒れた。

　焼けるような痛みが意識を削り、目玉がひっくり返りそうになる。

「いぐうぅうぅ、な、なんで、ごんなごど……」

　気を失ってしまいそうな痛みの中、混乱する頭がそんな言葉を俺に吐かせた。

「君を逃げられないようにしたうえで生け捕りにして引き渡すのが今回の契約だからね。なんかお前、危ないにおいがするから、確実に動けなくなるようにこいつを使ったんだよ。最近周りの目が強すぎて薬は入手できなかったから。あって嬉うれしいお助けボックスを取りに来たのさ。やっぱり備えあれば患うれいなしだね」

　コン、コンッ、と大西さんがクロスボウの金属部を叩たたきながら言った。

　痛みからくる涙で滲にじむ視界の中で、大西さんはさも当たり前のようにそんなことを言った。

「さて、どうしてここに君を連れてきたのかだったっけ。引き渡しの相手が来るまでの暇潰しに教えてあげるよ。ふぅー」

　大西さんは取り出した煙草を口に咥くわえ、器用に片手で火をつけて煙を吐く。

「まぁ、長々と話すようなこともないんだけどな。僕は公務員として働きながらちょくちょくいろんな人の頼み事を聞いたりしていてね。君を生かしたまま引き渡すようにって頼まれたってだけのことさ。警察に消されないうちに確保してほしいってね」

「た、頼まれた？　いったい誰に……、警察に消される？　な、なんで？」

　あまりに痛烈な痛みに感覚がぼやけ始めていた。

　幸か不幸か、そのおかげで痛みも和らいだように感じる。いや、痛みが和らぐというよりは、足の感覚がマヒしてきていた。

　だが、そのおかげか、口だけは少し回った。

「よくそんなハッキリ喋しゃべれるね。アドレナリンが大量分泌ってところかな？　まぁ何でもいいや、せっかく聞き返してくれたんだから、その問いに答えてあげよう。誰にっていうのは、引き渡す時に分かるだろうからその時までのお楽しみにしようかな。どうして君が警察に消されようとしてるのかっていうのは簡単だ。君が生きてると都合が悪いからだよ。だから『ガス管の爆発事故』を装って、いろいろと騒ぎたてる宮川さんと、君たちに死んでもらいたかったらしい」

「え、え？　え？」

　耳に届いた説明は、脳みその外を渦巻いているようで、俺の中に入ってきてくれない。

　それでもその言葉は毒のように染みこんで、心に刃を突き立てる。

「なんかさぁ、君から押収したあのコスプレっぽいやつ、えらい凄すごいらしいね。新発見の宝庫らしくて、国のお偉いさんが欲しがったわけよ。けど、宮川さんが君の記憶の手掛かりになるってしつこく上に掛け合い続けてねぇ。しかも君、素性が出回ったら絶対『転移志願者』たちが事件を起こそうとするでしょ？　だから、先んじて事故死ってことにして、宮川さんと君を殺しちゃおうとしたみたいだよ？　それであの押収品もそのどさくさにまぎれて回収するって計画だったらしい」

　大西さんは『宮川さんもねぇ、不器用だからねぇ』なんて言ってやれやれとばかりに肩をすくめる。

（……あぁ、なんだこれ、いったい何の冗談なんだ？）

　聞こえてくる話の内容のひどさに、自分が痛みで幻聴を聞いてるんじゃないかとすら思えてくる。

　いつか、前にもこんなことを思った気がする。

「馬鹿だよねぇ、計画内容が適当すぎ。実際、君も宮川さんも誰も死んでないしねぇ。本命の物はちゃっかり回収したみたいだけど、雑なことをするから結果も中途半端になる。そのせいで僕のクライアントが慌てたみたいでさぁ、急いで君を確保するように言ってきたんだよ？　本当は来週に実行する予定だったのに、昨日になって突然今日までに何とかしろって言われちゃってさぁ。ま、警戒しながらこうして簡単についてきちゃうチョロいガキの相手をしただけで、特急料金マシマシだからそっちについては文句はないんだけど……」

「…………ぐぁ、ぁあああ」

　もう、大西さんが何を言っているのかもよく分からなくなり始めていた。

　痛みが許容値を超えたのか、ぼんやりとした思考のなか足の痛みを感じなくなっていた。

　なのに、どうしてか過去の記憶に触れようとした時のような、ひどい頭痛が頭を支配し始める。

　つまり、俺は、金のために売られるってことか……？

「本当は妹さんも、って話だったからいろいろ考えてたのにねぇ。まずはあの子を捕まえて、それをエサについてきてもらう一石二鳥の作戦だったんだけど、直前になって妹さんには手を出さないようにって言われちゃって。本当に困ったもんだと思わない？　こっちは何日も前から計画だけは練ってたのに、ありえなくね？　特急料金とは別に報酬を三倍にしてくれるって言うから喜んで引き受けましたけども」

　やったぜぇ、と大西さん、いや、大西がふざけた態度で笑う。

　ギリギリと軋きしみをあげている思考でも、舞を巻き込むつもりなんだということは分かった。

「…………ぁ、……ぇ……」

　ふざけるなっ、舞に手を出すなっ。

　そう叫ぼうとしたのに、ドンドンとひどくなる頭痛でか細い息が出るだけで声にならない。

「動くんじゃない、話すのはかまわないけど、抵抗しようとするのは許さないよ」

「グァヒッ!?　ギウゥウウッ!!」

　立ち上がろうとした瞬間、再び右足に向けられたクロスボウから、短い風切り音の後に痛みの杭くいを突き立てられる。

　麻ま痺ひしかけた痛覚への新しい刺激に閉じようとした瞼まぶたを開く。

　痛い、痛い、痛い。

　無遠慮に体に穿うがたれた穴の痛みに、ひどくなる一方の頭痛と、簡単に騙だまされた自分への情けなさが入り混じって胸の上あたりにある何かを焼く。

「……しん、じて、たのに……、裏切り、もの、この、クゾヤロォ……」

　何が『信頼できる大人』だ。

「いやいやいや、僕だって同情はしてるんだよ？　急に両親や親類がいなくなって、完全に頭が別の世界に行っちゃってる犯罪者に付け狙われて、お友達もみぃんな死んじゃって。本当に君たちはかわいそうだ」

　大西は馬鹿にするように笑うでも、沈痛な顔で悲しさを表現するでもなく。

　まるで晩御飯を決められずに困っているとでもいうような軽さで『でもね？』と言葉をつないだ。

「それとこれとは別の話だよね？　信じるも何も、君たちに親しくしてたのはこういう依頼の時にやりやすくできるかなって思ってたからだし。裏切り者も何もねぇ？」

　ビキリッと耳元で何かにヒビが入る音がした。

　あぁ、そうだ、あったんだ。

　大切な何かを踏みにじる相手の前で。

　俺たちを裏切った奴らの前で。

　正気ではいられないほど憎い相手の前で。

　何もできずに、こうして地面に倒れ伏したことが。

　その時に、決して忘れるなと刻んだ何かが、確かにあった。ずっとあった。ここにあった。

（何を、やってるんだ、俺は……）

　だから、俺の内側から沸々と湧き上がってくるのは怒りの感情。

「ま、君もたぶん殺されちゃうんだろうけどさ。まぁドンマイ。きっと妹さんもすぐに追いかけてきてくれるよ。明日には君をダシにして攫さらっちゃう予定だしね」

　アハハハッと笑う声が、キンキンと頭に響く。

　頭ず蓋がい骨こつを叩き割るような頭痛が、余計な思考を削そぎ落とし、抑えることもできずに勢いを増す怒りと混ざってドロドロのマグマのような何かに変わっていく。

「………………る」

（こいつは、舞を傷つけようとしている）

「ん？　何か言った？」

　どんどんと俺の内側の奥深くに流れ込んでいくそのマグマが、ひどく自分に馴な染じんでいく。

　そうだ、俺は、俺はずっとこのマグマの中にいたんだ。

「……………やる」

（こいつは、俺から大切な人を奪おうとしている）

「だから、そんなごにょごにょ言われても聞こえないって」

　熱くて、粘っこくて、暗くて……。

　この感情マグマの名前を俺は知っている。この感情マグマに懸けて、俺は大切な誓いを立てた。

「……殺してやる」

　口にした途端、全身を満たすマグマが、まるで水が沸騰するようにコポコポと叫び声をあげた。

「あぁ、はいはい、『殺してやる』ね。誰も彼もワンパターンだよねぇ。できもしないのにわーわーと。あーあ、同情心が削がれちゃった。せっかく話してあげたってのに」

　やっと思い出した。やっと俺に馴染んだ。

　この感情が……、この憎悪こそが、俺の誓約。

　何があっても、必ず成し遂げると決めた楔くさび。

「思い出した、そうだ、俺は……」

「？　思い出したって、いったい何を……」




「俺は、必ず全員、殺してやるって誓ったんだ」




　その瞬間、確かに何かが『バギィッ!!』と音を立てて壊れた音がした。

「はぁ？　え、なに、頭おかしくなっちゃった？」

「あぁ、そうだな、俺の頭はとっくにおかしい。ただ、おかしくなってるのを忘れてただけだ」

　誓いを取り戻した瞬間、砕け散るように頭痛が消え去った。

　そして記憶の濁流が脳細胞の一つ一つに染み渡るように俺の中で蘇よみがえっていく。

　一度目の勇者召喚。

　元の世界に帰るための魔王討伐の旅。

　レティシアを救えず、自分の無力さに啼ないた日のこと。

　裏切りと、憎悪の誓いの中で死んだ日のこと。

　奇跡のような二度目の世界が訪れた日のこと。

　新たに手に入れた、ミナリスとシュリアという得難い共犯者。

　そして、あの世界にはまだ殺さなきゃいけない奴が残されていることを。

　俺は横倒しの体勢からムクリと上体を起こし、抜けるような青い空を見上げた。

「空、青いなぁ」

　いったい何度こうして地面に倒れて空を見上げたことだろう。

　だが、今回の失態は今までの中でも五指に入るレベルの大失態だ。

「また一つ、レティシアに怒られる理由が増えちまった」

　いろんな思いが渦巻いて、一番最初に口にすることができたのは、そんな言葉だった。

　こうして元の世界に戻ったら、レティシアを思って咽むせび泣けって言われていたのに、まさか異世界のことを丸っと忘れるなんて。

　やりかけの復ふく讐しゅうを放ほうって、共犯者の少女たちを置き去りにしたまま、呑のん気きに過ごしてるなんて。

　身を焼く思いで魂に焼きつけた誓いを知らない何かに奪われたまま、怖いからなんて理由で見ないふりでいようとするなんて。

「本気でゴミ以下じゃねぇか、何やってるんだよ俺は……」

　ギリッ、と俺は奥歯を噛かみしめる。

　この状況の一部は、俺の甘さが招いたことだ。

　昔の俺の悪い癖。

　見たくないもの、知りたくないものは見ないふりで、遠くに押しのける。

　そうやって俺は異世界で裏切られ、何もかもを失なくして。

　こうして戻ってきた世界でもまた、こんな風に裏切られた誰かに傷つけられて。

　そしてそいつは、俺の後には俺の大切な妹も同じ目にあわせるつもりだなんて言い放った。

「……その状態で体を起こせるなんてアドレナリンの出すぎかなぁ。まぁ痛みでギャン泣きされるよりはいいけど」

　視線を向けた先、あっけらかんとした様子で二本目の煙草を取り出した大西は、また器用に火をつけていた。

「いやさぁ、ほら、なんて言ったかな、君の妹のお友達。そうそう、優ゆう紀きちゃんだ。あの子の時はひどくてねぇ。泣くわ喚わめくわ暴れるわ。あの時も生け捕りでって言われたから縄で縛りあげようとしたら思いっきり首筋を引っ掻かかれちゃうし。あの時は宮川さんに『女にやられたのか？』とか揶揄からかわれるし、あの頃から宮川さんが妙に僕を疑ってかかってるみたいで迂う闊かつに動けなくなったし。あれは完全に僕にとっては厄女だったね」

「……あはっ、アハハハハッ!!　すげぇっ、こいつ、本物のエゴイストだわ。向こうの世界でもここまでのはなかなかいねぇよ」

　ペラペラと回る言葉とその奥からは、俺は何の悪意も敵意も罪悪感も高揚も殺意も感じなかった。

　薬漬けにされて思想教育をされた暗殺者でも、なかなかここまで完全に感情を揺らさずに誰かを傷つける奴はいない。

　記憶を失くした俺じゃあ、前野ぐらい分かりやすい目で見ていればともかく、害意を持たないままここまでできる人間の本性は見抜けない。

「エゴイストって、ひどいなぁ。だってアレだけお金積まれたらやらない方が嘘じゃない？　ちょちょっと女の子を攫ったり、死体を持ってくだけで何千万ももらえちゃうんだよ？」

　さも不満だとばかりにそう言う大西の態度には、やはりどこにもおかしなところは滲み出ない。

　本気でただ、当たり前の判断のもとに当たり前の行動をして、悪いことをしたとは欠片も思っていない態度。

「あーぁ、もっとまともな世界だと思ってたのに……、どうしてこう、俺の周りにはクズが寄ってくるんだろうなぁ。やっぱり俺自身がクズだからなのかね。どんな世界でも、類は友を呼ぶってことか」

「ちっちっち、分かってないなぁ。お金は大切だよ？　数千万っていうのは、僕みたいな懸命に生きる大人が何十年も掛けて貯ためるものなんだから。とはいっても、学生さんには分からないかな？」

　どこかで誰かが言ったような薄っぺらい言葉で自慢げに笑ってみせる。

　俺の雰囲気が変わったことには気が付いているだろうに、余裕の態度を崩さないのは手に持ったクロスボウで、俺が何かしようとしても反抗を封じられると思っているからだろうか。

　警戒をしていないわけじゃないようで、クロスボウは膝の関節を貫くように狙いが向けられ、大西の視線は俺から一度も外れていない。

　猟奇殺人者は普段はとてもまともに見えるとネットか何かで読んだが、それもまた頷ける話だ。

　普通の人間はこうも自然に、当たり前のような態度で利己的には動けない。

「ねぇねぇそれより、さっきの思い出したって、やっぱり失踪してた間のこと？　こっちの世界とか、やっぱり異世界とか行ってたってこと？」

「あぁ、そうだよ。異世界で体験した、いろんなことを思い出した」

「へぇっ！　やっぱり凄いなっ、僕にも教えてくれよ。異世界ってどんなところ!?　本当に魔法とかあるの？　うちのクライアントが言ってたんだけど、君を利用してこの世界でも魔法を使えるようにしたいって……」

「何も変わらねぇよ。この世界と同じだ。綺き麗れいだけど、汚くて、いろんな人がいて、きっと幸せよりも不幸の方が少しだけ多く混ぜ込まれてる。この世界と何も変わらない」

　興味津々と言った様子で話し始める大西を遮って俺は話す。

「いやいや、そういうことが聞きたいわけじゃなくってさぁ……」

　そのことに大西は不機嫌になったような顔をするだけで、俺がしたことにはまだ気が付かない。




「だから、人の壊し方ってやつも、きっとそう変わらないんだ」




　キョトンとした、間抜け面を晒した。

「は？　え、何？」

　ボトッ、と手にしたクロスボウごと、その左手が地面に落ちる。

　そして長い一瞬の間にできる空白の間。

「ほら、切った手の落ち方も同じだ」

「ギャァアァァアァァァァアッ!?」

　キレイな赤と白の断面を一瞬でドロリとした赤い血が覆い、ボトボトと落ちてその下に血ち溜だまりをつくる。

「目に焼きつく赤い血の色も同じ」

「血がっ、血がぁああああぁあ!?」

　先程までの余裕はどこに行ったのか、大西は錯乱状態になって腕を押さえる。

「死ぬっ、死んじゃうってぇええ!?」

「ハハッ、ゴミみたいな叫び声も同じだ」

　そうだ、いい叫び声だ。俺から大切なものを奪おうとする敵が苦しむ叫び声。

　だが、俺としてもこのまま簡単に死なせるつもりはない。

「安心しろ、まだ死なせねぇよ」

　俺は、痛みをこらえながら突き刺さったボウガンの矢を引き抜く。

　普段より少し強い抵抗の後、問題なく【翠すい緑りょくの晶しょう剣けん】は俺の手に宿る。

「……木々から伝われ、葉の風に宿れっ、森を守護せし翠緑の光膜『癒しの緑』」












　淡い光が傷口を覆って、出血は程なく止まる。

　それは、大西にとっては、目の前に垂らされた一本の蜘く蛛もの糸のように見えるだろう。

「そ、それっ、魔法!?　ぼ、僕もッ、血っ、血を止めてくれッ!!」

「クククッ、やっぱりどんな世界でも人なんてそうそう変わらないってことだよなぁ」

　予想通りに目の色を変える大西に、俺の中で轟ごう々ごうと燃える火の杯に黒い水が注がれるのを感じる。

「な、何してるんだよぉッ!!　死なせないって言ったじゃないかっ！　早く僕の傷も治せよぉッ!!」

「ハハハハハッ!!　…………調子に乗るんじゃねぇよ、なに勘違いしてんだ」

「ヒッ!?」

　治った両足で立ち上がり、逆に膝ひざ立だちになった大西を見下ろした。

　いい加減、殺気を抑えておこうという気すらなくなった。

「気が付いてないみたいだから教えてやる。お前がいる場所はもう、地獄の底への入り口だ」

「はえ？」

　作り出したのは【炎えん車しゃの陽よう剣けん】。

　炎がそのまま刃やいばとなったような刀身に飾り気のない握り手。

　十分な魔力を注ぎ込んで発動する能力は、その刀身に宿る切り裂いた全てを一瞬で焼く炎。

　俺が振るった燃え上がる刀身は、その肘から先を切り飛ばしその断面が高熱で焼ける。

　先に落ちた手首の近くに、その腕はまた地面に落ちる。

「ギャァィイイイァァァアッッ!?」

「ほら、これで血は止まっただろ？　血が出なきゃ手足を切ってもそうそう死にはしないさ。っとぉ、まだ気絶するなよ」

「ひぎぃっ!?」

　俺は大西の髪を掴つかみ上げて引き寄せる。

「ふざっ、フザケンナァアアアアアアッ!!　ナオセヨッ、繋げろよ僕の腕ぇええええっ!!」

　激高した大西は、自分でも何が何だか分からなくなっているんだろう。

　もうない腕先を突き出して、痛みも何も忘れたかのように怒りをむき出しにしていた。

「こんなことしてどうなるか分かってんのかぁっ!?　殺すッ、絶対殺すッ!!　お前の妹も友達もみんな甚いた振ぶった後に売り飛ばガベゲッ!?」

「だからぁ、勘違いするなって言ってんだろ？　しかもいま、何するって言ったよ、あ？　馬鹿なの？　死ぬの？　死にたいの？　死にたいんだよなぁ？　そうならもう少し分かりやすく言ってくんないかなぁ？」

「ぎ、ギギギ……ッ!?」

　掴んだ頭を地面に押しつけ、顔面に鑢やすりを掛けるようにガリジャリと捻ねじり擦こする。

　頭を上げようとする抵抗がなくなるまでそうした後、顔を上げさせる。

「さぁ、質問に答えてもらおうか、嘘をついたり、言うのを躊躇ったりしたら……、な？　それぐらいは言わなくても自分で考えられるよな？」

「ひっ!?」

　傷だらけになって少しはマシになった大西の顔に恐怖が張りつく。

「まぁ、自分の記憶をたどれば、怪しそうなのはゴロゴロしてるが……、接触のない誰かってこともあるだろうしな」

「答えるっ、答えるからっ、もうやべでぐれ」

「そうだな、じゃあまずは、今回の件の首謀者から教えてもらおうか」

「川上だっ、川かわ上かみ久く美み子こって記者を名乗ってる女だっ!!　あいつに頼まれて僕は……」

「ふーん、なるほどね。予想通りか……」

　大西の口にした予想通りの名前に納得する。

　思い返せば警察が隠している俺の存在を嗅ぎつけて病院にやってきたり、出先で偶然出会ったりと、他にも不自然な偶然がいくつかあった。

　そして、その記憶の全てで、記憶を失くしていた俺では気付けないほど微かすかに、表情の動きがおかしかった。

　まぁ、その場で気が付いたわけじゃなくて、今この場で掘り起こした記憶からの判断だから信しん憑ぴょう性せいはいまいちだった。だから、大穴で前野先生という線もなくはないと考えていたのだけれど。

（さすがに、あれが黒幕なら警戒心がなさすぎるしな）

「で、だが……、あれ、もう聞くことがないな？」

　ふと考えてみると、こいつの言う『クライアント』が俺の予想と同じなのかの確認が取れてしまったらもう聞くことがなくなってしまった。

　あまり時間もないからこいつから本当かどうかも分からない情報を聞くより、首謀者本人を締め上げた方がよっぽど効率がいい。

　俺が記憶を取り戻したところで、今の舞があまり目を離していい状態じゃないことに変わりはないのだから。

　そんな俺の考えを読み取ったのか、恐怖に歪ゆがんだ顔を更にくしゃくしゃにして大西が叫ぶ。

「ひぃっ、ゆ、許しでぇ、冗談、冗談だからぁ、もう君には手出ししないがらぁ……」

「……許す？　俺が、お前を？　冗談だろ？」

　当然、俺が相手に優しくするわけもなく、そんな心情を汲くみ取った端から放り捨てた。

　俺は膝立ちになった相手を蹴り倒すと、再び剣に炎を宿して足首を切り落とす。

「ガァッ!?　ギャァアアァアアアアアアアッ!?」

「許せるわけないだろ、そんな一線はとっくに超えてるだろ」

　こいつは、俺を騙した。

　こいつは、俺の妹の友人も傷つけ、おそらくはその友人の殺しに加担した。

　そしてなにより、こいつは俺の妹を傷つけると言いやがった。

　なら、こいつは俺の敵だ。

　俺の邪魔をして、俺の世界を壊す敵だ。

　俺の妹の世界を壊していった、苦しませて殺す対象だ。

「ひぎぃいいっ!!　あがぃいいっ!?」

「死ね、死ね、死ね、死ね。お前みたいな奴に救いなんて与えるつもりはない」

　ブンッ、ブンッ、ブンッ、と振り子を振るように左右を行き来する剣けん閃せんは、大西の足をぶつ切りにしていく。

　焼け焦げた表面をした肉塊がゴロゴロと転がっている。

「本当だったら、もっとじっくり時間を掛けて殺し方を吟味してやりたいところだけど、残念ながら手間暇掛ける余裕はない。だから、思いつきでの殺し方にさせてもらうから」

「やべで、だずげ、だずげでぇ……」

「助けない、誰にもお前を助けさせない。人を殺す手伝いをしておいて、自分は死にたくないなんていうつもりか？　なぁおい。お前は数千万って値段でこういう犯罪に手を染めたんだろ？　だったら、失敗のペナルティも、それぐらいの代価は必要だろ？」

　俺はもう一方の手に【伏ふく龍りゅうの石剣】を生み出して、コンクリートの床を支配下に置き、そこから分離した鉄分で四肢を失った大西の棺かん桶おけを作り出す。

　崩れていくように大きく陥没した床の底に、銀色をした一メートル四方の立方体の箱が現れる。

「だから死ね、後悔しながら死ね、少しでも苦しんで死ね、絶望の中で死ねっ!!」

　俺はゴロゴロと転がった大西の手足の肉塊を鉄の箱の中に放り込んで敷き詰める。

　そして最後に、身動きの取れない大西の本体の襟首をつかんで陥没した穴の中に入れると、肉塊の上にのせるようにして箱の中に大西を寝かせた。

「これから、お前をこの箱で蒸し焼きにする。箱を塞ふさいで地面の下から熱し続ける。あぁ、もちろん魔法を使った火だから一日は消えない。だから、最後には全身黒こげになる。まぁ、試したことがないからどの段階で死ぬかは分からないけどな」

「ぞ、ぞんなぁ、謝る、謝るがらぁ！」

「さぁて、何が死因になるのかね？　全身やけどでショック死するか、ばらした肉塊の血で蒸し焼きになって死ぬか、それとも窒息で死ぬか、熱で喉が潰れるのが先か、あぁ、恐怖でショック死ってパターンもあるな。なぁ、お前はどんなふうに死ぬと思う？」

「やだ、やだやだやだぁああ、ぞんなのやだぁあああああっ」

「アハハハハハハッ！　しかたねぇよな、お前が自分でそういう世界にやってきたんだから！」

　嗤わらう、嗤う、嗤う。

　嗤え、嗤え、嗤え。

　俺の中の炎が暗い喜びの声をあげる。

　過去を嗤え、未来を嗤え、全てを嗤え。

　踏みしめ続けた屍しかばねの上に立って、取り戻せない何かを嗤え。

　復讐をする時は嗤うんだ。許容できない何かを嗤うんだ。

　自分自身をその火にくべて、周囲の全てを喰くらいつくして。

　そうして進んで生きていくと、俺は決めたのだから。

「それじゃあな、もしお前が神様に気に入られてれば、もしかしたらやり直せるかもしれないぞ？　そしたらまた俺がこうして殺してやるよ、次はもっと苦痛に満ちた方法で。アハハハハハハッ!!」

「だずげ……」

　俺はその言葉を最後まで聞くこともなく、最後まで嗤って、まるで生き物の口が閉じるように狭せばめていく穴を見続けていた。

　その、絶望に満ちた表情を目に焼きつけるように。

「あぁ、これで俺は、こっちの世界でも人殺しかぁ」

　俺は穴から出てくぐもった声の聞こえてくる箱を見下ろし、【炎車の陽剣】に魔力を注ぎこむ。

「────おぉ、お前が太陽の下僕なのか。ならば私は歯車のように薪まきをくべよう。決して暮れ落ちぬこの白き炎に頭こうべを垂れよう。『太陽神の白炎』」

　軽く振った【炎車の陽剣】の刀身が雪のような粒子となってその穴へと落ちる。

　粒子は地面に落ちて煌こう々こうと白く光る炎に変わる。

「じゃあな、一人誰にも知られないまま、暗い地面の底で焼かれて死ね」

　そして燃える白い炎と鈍にび色の立方体ごと、陥没した穴に蓋ふたをする。

　一見してそこは、まるで何もなかったようなコンクリートの床があるだけだった。

　だが、この床の少し下では、酸素も燃料も必要としない魔法の火が燃え盛っている。

　白いのに黒いその炎はただ、絶望を飲み干しながら怨えん嗟さに濡れた哄こう笑しょうをあげ続けた。

　その身を揺らめかせる悲鳴が、地獄の底に溶け込み消える、その一瞬まで。







（それにしても、やっぱりこっちの世界は魔力の濃度がかなり濃いみたいだな……。濃すぎて逆に魔力操作の難易度は上がってるみたいだが）

　俺は両手の心剣を消してそんな感想を持つ。

　例えるなら、この世界はきっちりとブロックを詰め込んだ箱の中だ。

　ブロックを動かそうにも、空間に余裕がないからブロックを動かせない世界。この世界で魔力を運用するのはそこそこの技量が必要だろう。

　つまり、俺はこの世界でも十全に戦えるということだ。

「さてと、とりあえずは急いで舞のところに……」

　と、リリリリッと電話の呼び出し音が鳴る。

「知らない番号だが……、タイミングが良すぎるな、監視でもされてたか？」

　俺は短い逡しゅん巡じゅんの後、電話に出た。

「『宇景さんですか？　よかったっ、つながった！』」

　電話に出ると、向こう側から焦った声が聞こえた。

　その声に聞き覚えはなく、その様子からしても直前に考えた可能性が思い過ごしだったと悟る。

「『こちらは飯塚署のものです。落ち着いて聞いてください』」

　聞こえてきたセリフに、思わず顔をしかめる。

　どう考えても不穏すぎる出だしだった。

「『今、富士宮学園で【転移志願者】と思われる人物による立てこもり事件が発生しています。学園の生徒を人質に、宇景さんの身柄を要求しています』」

「…………は？」

　軽くしかめていた顔に、今度こそ深い皺しわを作った。

　次から次へと一体何だというのか。

「『どうも、君が失踪事件から生還した【帰還者】であるという情報が漏れたらしく……。人質を盾に君の身柄を要求している。当然、応じるつもりはないが、ひとまず君のことを保護させ……』」

　ピッ、と俺は電話を切り、情報を集めるためにスマホで調べ始める。

　再びかかってくる電話を無視し、『事件速報ブログ』なるサイトを見つけた。

　ちょうどリアルタイムにブログを更新しているようで、事件の経緯がざっと載せられている。ほんの数分前のニュースの切り取り動画も載せられていて、遅い読み込みに焦じれながら動画が再生されるのを待つ。

　動画は、少し引いた位置で見慣れた学園の全体を映すところから始まった。

　失踪事件の余波を受けて、学園の警備が強化される際に取りつけられたシャッターが下りている。動画に映った時計を見る限り、時間的には普段なら二時限目の半ばぐらいだろう。

　ちょうど、俺が家を出て大西に見つかったあたりだ。

「『ご覧いただけるでしょうか、この状態になってから既に一時間以上が経過しております。近隣住民の通報と、犯行声明と思われる動画の配信で発覚したこの事件。こちらがネット上で配信された動画の一部になります』」

　ニュースのリポーターがそう話すと、サッ、と画面が切り替わり、別の動画が流れ出す。

　そこでは校長室らしき部屋で、革張りの椅子に座った小太りの男がニヤケ面づらを晒しながら画面に映っていた。

「【やぁやぁ、皆さん、ごきげんよう。僕は『剣けん戟げきの勇者・アレックス』だ。異世界を救う心優しき勇者なんだ。ハハハッ】」

　画面でにやりと笑う男。

「【さ、さて、この世界は僕の世界じゃない。ぼ、僕は異世界で聖剣に選ばれて魔王を退治しに行かなくちゃいけないんだ。そのためには、僕や、僕の仲間たちの封印された力を解放しなくちゃいけない】」

　そう言ってカメラの視点が動き、男の仲間らしい、長髪にガリッガリの男と、眼鏡を掛けた巨体の男、他にも数名の男が映っていた。

「【ひ、『必滅の討ち手・ローゼンハルト』なんだな】」「【『万来の破壊者・竜禅寺アギト』でござる】」

「【…………『常闇の覇者・シュバインシュタイガー』】」

　頭痛が痛いと言いたくなるような自己紹介が続き、やがて視点は最初の男に戻る。

「【僕らは生まれてくる世界を間違えてしまった。だから、一年前に異世界召喚されるはずだったんだ。だけど、魔王側の勢力による不正な魔力干渉を受け、召喚陣の出現位置がこの学園にズラされてしまったんだよ。この高校に通う生徒たちに化けた魔族共のせいでね！　許せないよね！】」

　そう言って憤慨する自称『剣戟の勇者・アレックス』は口調を荒くする。

　画面の後ろで仲間だという奴らはそれに賛成するような声をあげる。

「【だから、僕らはこの学園に巣くった魔族を皆殺しにする！　その魔族たちの命を代償に、僕らは僕らのいるべき世界に旅立つんだ！】」

　恍こう惚こつと、トリップしてしまっている様子で語る男に、オォォーッ!!　と声があがる。

　今しがたアホを処理して少し落ち着いた怒りがまたも火を噴き始める。

「【ただ、この学園には普通の人間も混じっている。しかし、弱体化している今の僕らには見分ける術すべはない。そのことをとても悲しく思う。だが、魔族を束ねる小ボスがこの世界までやってきている!!　きっとそいつを倒せば、魔族たちもみんな消えるはずだ！　だからこの世界のみんな、協力してくれ！　そいつはこの世界で■■■■って名前を使ってる、そいつを倒せば、魔族以外は殺さなくて済むんだっ!!】」

　名前の部分にモザイクは掛かっていたが、考えるまでもなく俺のことだろう。

　イライラとしながら我慢して話の続きを聞く。

「【僕らが君たちに求めるのは二つだ。一つは■■■■という名前でこの世界にまぎれ込んだ魔族たちの小ボスの身柄、そしてもう一つは銃火器だ！　やっぱり異世界で無双するなら銃火器は外せないからね、あぁ、チャチな警察の拳銃だけじゃなくて、自衛隊のサブマシンガンとかライフル、それに弾薬も大量によろしく頼むよ！】」

　殴りたくなるようなニヤケ面を、シリアス風な顔へと変えた男は話を続けた。

「【だが、僕らも一刻も早く僕らがいるべき世界へ飛び立たないといけない。あまり時間はない。だから、本日の十五時三十一分、異世界標準時にて６Ｄ時３４２分秒を期限に、この学園全体を殺菌消毒処分する。それまでに■■■■と、銃火器を僕たちに届けるんだ。そうすれば、無関係に巻き込まれる人間はいなくなるっ!!】」

　あぁ、くそ、本当に頭が痛い。

　やっぱり、俺が知らずにいただけで、この世界もあっちの世界も変わらない。

　馬鹿はどの世界でも蛆うじ虫むしのように湧いて出てくる。

「【それではっ、善良なる市民の協力を期待する！】」

　最後に画面の男はそう言って動画は終わり、現場にいるらしいリポーターへとカメラが移った。

　だが、俺はひとまず知りたいことを知ることができたので、スマホの電源を切り、どう動くか思考を巡らせる。だが、そんなことは考えるまでもなく、すぐにでも舞のところへ行き、舞の安全を確保するしかなかった。

「少し距離はあるが……、魔力の濃度が高い分、消費が少ないからたぶん大丈夫だろう」

　俺は【丸まる栗り鼠すの袋ふくろ剣けん】を呼び出して、丸袋の中からＭＰポーションを飲み干す。

　そのまま丸袋を腰に吊つるそうとし、自分が着ている学ランに吊るせる場所がないことに気が付く。

「……記憶を取り戻した直後だからかね、学生気分がすっかり抜けちまった」

　やっぱり俺という存在はあちら側の世界に置き去りにされたままということだ。

　『学生』ではなく、『復讐者』である自分に戻ってしまった。

　だからだろうか、より鋭敏になった直感めいた何かが、嬲なぶるように忍び寄る嫌な予感を感じる。

　俺は【天てん在ざいの転てん移い剣けん】をその手に作り出した。

「───天を移ろう雲になろう、闇を彷徨さまよう夢になろう、星を野渡る風になろう。

　───行きたいと望んだその場所に、触れたいと望んだその人に。

　───ただそこにありたいと願うのならば。『転移・人の座』」

　魔力節約のための詠唱とともに、強く舞の存在を想起する。

　ただただ舞の元へという意識を強くして、魔力が全身を変質させていくような感覚に身を委ねる。

　少し魔力操作が難しかったが、慣れてしまえば濃い魔力濃度は想像以上に楽に心剣の能力を引き出せる環境だった。

　体が細かな粒子となり、その一つ一つが小さな影の中に落ちていく転移の感覚。

　理由はない、ないが、なんとなく肌で感じていた、良くない感じ。

「……あぁ、嫌だなぁ」

　転移の感覚は一瞬だった。

　トンネルを抜けたように俺に戻ってきた感覚が捉えたのは、

　───────俺には見慣れた、散乱する肉片と、血と、絶望の表情を浮かべた死体。

「本当に、あっちの世界もこっちの世界も変わらない。どうして俺はいつも……」

「に、兄様……？」「海かい人と……？」

「んんブゥウウウッ、ッ!!　ウグウゥウウッ!!」

「気付いた時には、手遅れなんだ」

　そこには、返り血で全身を真っ赤に染めて。

　薙刀の先と鉈なたの刃を縛られた男たちに振り下ろす。




　俺の親友と、妹の姿があった。





　　　　☆






『今日は日直なので先に出ます。兄より』

　そんな書き置きを最後に、私の日常は、ある日突然ブツリと暗闇になりました。

　そう、それはまるでブレーカーが落ちるように、突然に。

『思ったよりも時間が……、このままだと遅刻してしまいそうですね。兄様に注意した手前、なんとしても遅れるわけには……、いえ、むしろ兄様に責める口実を与えて贖しょく罪ざいの名目でそばに……？　い、いえいえ、それは駄目です、学校にワザと遅れるなんてできません』

　一年半前。

　春が終わり、梅雨の季節が顔を出し始める頃。

　晴れというには微妙な、薄い雲が大部分を覆う空の下。

　倒れたお婆さんを助けたなんて、遅刻の言い訳の代名詞な事態に遭遇して急いでいた日のこと。

『よかった、何とかギリギリ間に合いそうで……、キャッ!?』

　部活で使う薙刀を背負い、少し小走りになっていた私に、階段を降りきるまでもうすぐのところで、目の眩くらむような強い光が目を焼いて。

　踏み出した足場がズルリと滑る感覚を、今でも憶おぼえています。

　短い距離を転がり落ちて、薄ボンヤリとしていく視界で、私が階段を踏み外した場所に現れた光の魔法陣が見えて。

　近くの人たちが心配して声を掛けてくるのを感じながら、私は気を失ってしまいました。

『………え？』

　そして、次に目が覚めた時、私を残していろんなものがなくなっていた。

　最初はわけが分からなかった。

　お父さんとお母さんが、事故で車ごと海に落ちて、行方不明だって言う。

　兄様が集団失踪事件に巻き込まれて行方不明だって言う。

　そんな話は、まるでいくつものシャボン玉に映った偽物のようで。

『……嘘です』

　一人きりの家に帰って、なのに、まるっきり帰ってきた実感が湧かなくて。

　お父さんの書斎でロッキングチェアの上に体育座りをして、ギシギシと前後に揺れてみました。

　お母さんの育てていた鉢植えに、霧吹きで水をやって、一日中ボーっとその姿を眺めていました。

　兄様の部屋で、兄様が読んだ漫画を読んで、兄様が着ていた服を着て、兄様のベッドで兄様が使っていた布団に身を包んで。

『……嘘です』

　人の気配のしないリビングで兄様が子供の頃に好きだったアニメを見直しました。

　ちょっと抜けたところのある兄と、しっかり者の妹の二人の主人公が、ファンタジー世界の学校で冒険する物語。

　子供の頃に人気だったアニメで、病弱で家から出られなかった私に兄様はよくこのアニメのごっこ遊びをしてくれました。

　アニメのキャラになりきって、『兄様』と呼ぶと楽しそうにする兄を見て、私は呼び方を『お兄ちゃん』から『兄様』に変えました。

『……嘘です』

　兄様が、『舞も大きくなって体が丈夫になったらアニメみたいに一緒に外で遊ぼうな』って言ってくれたから。『この子みたいになったらずっと一緒に遊んでくれる？』って聞いたら、『あぁ、俺たち兄妹きょうだいでずっと一緒に大冒険だっ』って言ってくれたから。

　頑張って体を鍛えて、武術を選ぶ時はアニメの女の子が使っていた薙刀を選んで。

　しっかり者の少女になれるようにいろんなことを頑張って。

　普段は意地悪なことを言って兄様を困らせながら、時々素直に甘えてみせて。

　兄様にバレないように、近づいてくる女子をシャットアウトして。

『……嘘です』

　周りにブラコンと言われても、アニメの少女のように『その通りです、妹は兄を大切にしています』って言っていたら、全然恥ずかしくもありませんでした。

　だって、宣言通り、兄様は私のことを大切にしてくれていたんです。

　買い物に行きたいって言えば、私に付き合ってくれました。

　誕生日や記念日にはプレゼントをくれて。

　合コンに誘われても、ちょっと拗すねてみせれば断ってくれて。

　兄様のために私が何かすると、『ありがとな』って笑うんです。そして、アニメの女の子みたいに『ダメダメな兄様のためです』って言い返すんです。

『……嘘です』

　そんな風に言葉を零こぼすたびに、シャボン玉は一つ一つ割れていきました。

　そして、そのシャボン玉が割れるたびに、私の世界はシャボン玉に映った灰色の何かに押し潰されて。

　そして、私の世界は穴だらけになりました。

　ちょっと足を踏み外したら、暗い穴の底に落ちてしまうような世界になりました。

　寒々しい部屋、人の温かさのない部屋。

　大切な人たちがごっそりいなくなって、一人きりになった家の中。

　まるで、いつもベッドの上にいた子供の頃に戻ったみたいでした。

　息苦しい、深い深い、灯あかりのない水槽の中にいるような。

　怖くて、恐くて、こわくて、コワクテ。

　あの時はそう、目が覚めたら兄様がいなくなっていて。

　家の中にいるのが怖くて怖くてたまらなくて外に出て、車に撥はねられて、すぐにまた気を失って、気が付いたら周りにはお父さんもお母さんも兄様もいました。

　車に撥ねられた怪我よりもずっと、そのことに安心して。

　だけど、今度はもう、ここから出ていく先もない。

　だって、立ち上がって、踏み出そうとする先にあるのは暗い穴。

　落ちたら砕けて壊れてしまう、暗い穴。

　そうして私は、泣くこともできずに動くこともできなくなりました。

　起きている間は延々と繰り返し再生されるアニメを見て、疲れてはぷつりと電池が切れるようにその場で倒れて眠る。

　食事も、風呂も、着替えも、最初の数日でやる気がなくなってしまいました。

　だって、見せる相手もいないんです。健康に気を使った食事も、毎日のお風呂でのトリートメントも、兄様好みの大人っぽい格好も、頑張る理由がどこにも見当たらなくて。

　そのうちトイレぐらいしか行かなくなって、テレビの前に居座り続け、日付の感覚がなくなるくらいに、夢と現実の境を行ったり来たりするだけの時間を過ごして。

　その境界線を溶かすように、浅い眠りと不完全な覚醒を繰り返すようになって。

『次に目が覚めたら、兄様たちがまた心配そうな顔をしてそばにいてくれるかな』

　日に何度も訪れる視界が眩む瞬間に、考えていたのはそんなことでした。

　そして、その度に、思っていました。




　──────どうせ、兄様がいないのなら、そのまま夢の中で死なせてくれればいいのにって。




　ここまでが、私の絶望の第一幕。

　でも、そんな暗闇の中でも、何もかも失くしてしまったと思う中でも、まだ失くしてないものがあったんです。

『バッカじゃないのっ!!　何やってんのよあんたっ!!』

『心配したんですからぁ……っ』

『いたっ、いたたっ、痛いです二人ともッ』

　目が覚めて、見知らぬ病室の中、身を起こした瞬間に見えたのは、友達の姿でした。

　有名な裁判官の娘で、普段から気が強くて、曲がったことが嫌いな優ゆう紀き。

　資産家の娘で、ぽわぽわとした天然な雰囲気をしながら、意外と頑固者な聡さと美み。

　優紀にはパシンッと思いっきり頬ほおを叩かれて、聡美にはギュムッと二の腕の皮を抓つねられました。

　二人ともポロポロと涙を流しながら、本気で怒っていました。

　私は何がどうなっているのか分からなくて。

　ただ二人の様子に戸惑うことしかできなくて。

　けれど、それでも二人のぶつけてくる感情だけは、どうしてか生身に突き刺さるようで。

『どう、して、やめ、うぁ、ぁぁあああ、ァアァァァァァァアアアアアアアア………ッ!!』

　何かの栓が壊れてしまったかのように涙が溢あふれ出して止まりませんでした。

　泣いて、泣いて、泣いて、泣いて、声も涙も体の底から全部枯れてしまうんじゃないかと思うくらいため込んだ全部を吐き出して。

　病院のベッドで三人揃そろって気を失う頃には夕方になっていました。

　点滴を打ったせいか、クリアになった私が聞いたのは、いつまでたっても家に閉じこもりきりの私を心配した二人が、開きっぱなしになっていた大窓から中の様子を窺うかがって、そこで衰弱して倒れている私を見つけたこと。

　救急車で運ばれた私は、軽い栄養失調と重度の脱水症状を起こしていたこと。

　そして、心配していた二人が、目を覚ますまでずっと私のそばにいてくれたこと。

『だいたい、私たちの中で一番図太い性格してるくせに、何で今回はそんなにあっさりとあきらめてるのよ。ボーっとしてる暇があるなら、愛いとしの兄様を捜しに行く方が先でしょ！　いつもの『兄様に這はいよる泥棒猫は死ね』と言わんばかりの行動力はどうしたのよ！』

『その通りです、その通りです。私たちも何度殺気のこもった視線を向けられたことか……』

　二人に諭されて退院した後、私たちは失踪事件の真相を、いえ、いなくなった兄様を捜し始めました。ネットで情報提供を呼びかけて、警察に通って捜査に進展がないのか、なにか手掛かりはないかと問い詰めていました。

　兄様の友人だった悠斗さんとも、情報のやり取りをするようになりました。

　上う手まくいかないことばかりで、穴だらけになってしまった世界は変わらないままでしたけれど、それでも、優紀と聡美がいてくれたから、私はそんな世界でも歩き始められました。

　だから、私はまたしても忘れてしまっていたんです。

　一度経験したはずなのに、大切なものはある日突然消えてしまうことがあるって。

　私たちが失踪事件を調べ始めてから数ヶ月後、その事件は起こりました。

　ショッキングな失踪事件が騒がれ始め、警察から機密指定の失踪事件の関係者情報ファイル一式、それから、失踪事件でのファンタジーな動画が流出しました。

　合わせるように、不穏な噂うわさが広がって、治安も悪化して、その日がやってきました。

　その日、訪れていたのはあるショッピングモール。

　ファンタジーな動画に出ていた魔法陣を見て、私は事件直前に見たものを思い出しました。学校にいなかったのに、どうして私のところにも魔法陣が出てきたのかと疑問を持った私たちは、事件直前に私がやったことや行った場所について検証していました。

　名前も知らない人たちの悲鳴が聞こえたのは、お昼よりも少し前。

　のちに『集団通り魔事件』と呼ばれる事件の一端は、平和なショッピングモールの中を混乱の坩る堝つぼに叩き落としました。

　刃物を持った男が、突然男子高校生を刺して、そのまま馬乗りになった後、何度も何度も何度も刃物を深々と突き立て、その凶行に恐怖した人波に攫われて私たちは全員はぐれてしまった。

　そして、それ以来、私は優紀の顔を見ていない。

　後で合流できたのは聡美だけで、どれだけかけても優紀のスマホにはつながらなくて。

　家にも帰ってきてない。警察に届け出を出しても、各地で発生していた通り魔事件の対応でろくに捜索をしてくれない。

　私も聡美も、方々捜し回っても何の成果も得られませんでした。

　そうして、何もできないまま半年後。

　相も変わらず優紀と、失踪事件の手掛かりを探し回っていて。

　その日もまた世界は唐突に私から大切なものを奪っていったんです。

『聡美ー、……聡美？』

　そこは、失踪事件を調べるために聡美が借りた貸しルーム。

　失踪事件に関わるのを嫌がっている聡美の親たちに文句を言われないように借りている部屋。

　不便な面がないわけじゃないけれど、私も家の中だけは、何も起きる前のまま変えたくはなかったから、お金は一緒に出してそういう形にしました。

『──────っ、!!　──っ!!』

『──～～っ、～～─っ!!　──っ!!』

　ギュッ、と握ったドアノブが、やけに冷たく感じたのを覚えています。

　そして、部屋の奥からくぐもった悲鳴と、争い合う声。

『か、くふぁ……っ！』

『くひひひっ、ひひひっ！　やったっ、やったやったやったぞっ!!　これで僕はこんなくそみたいな世界から抜け出せるんだっ!!　ハゲ上司も見下してくる同僚も生意気な新入社員もざまぁみろっ!!　どいつもこいつもふざけやがってっ!!　アハハハハハッ!!　僕は異世界で最強のナイフマスターになるんだっ!!　アハハハッ!!』

　いやな予感に飛び込んだ部屋の中、そこにあったのは、目が眩むような光景。

　見たこともない、小太りな男が聡美に馬乗りになって、聡美のお腹に鈍色に光る何かを突き立てていました。

『連撃っ、連撃っ、連撃ィッ!!』

『ギッ、グッ、……ァ……』

　叫ぶ男は、ジャラジャラと吊るしたナイフホルダーから何本もナイフを抜いて、聡美のお腹にそれを突き立てていて。

　状況を認識した時には焦りのまま聡美に駆け寄り、その男を思いっきり突き飛ばしました。

『ウギィッ!?』

『聡美、聡美ッ!!』

　ガラガランッ、とナイフが転がり、掛ける声には何の返事も戻ってこない。

　聡美の目は電気が消える一瞬のように、か細い光が強く燃えて瞬いて、消える。

　絶対に戻ってこない闇の底へ、灯が落ちる。

『さと、み……』

　そうして私の穴だらけの世界は、本当に真っ暗になって。

『お、お前えええぇえええぇっ!!　お前もお前も俺の邪魔をする奴かぁああああっ!!　ああ、知ってるぞっ、お前もお前も殺してやるッ、得点倍だっ!!　チートもらえる!!　ナイフ二刀流ッ！』

　ぷつんと、何かが切れる音が聞こえました。

『……っ、ウアァァアアァアァアァアアァァァッ!?』

『あへ？』

　頭の中が真っ白になって、目の前が真っ赤になって、気が付いた時には床に転がったナイフの一本を持って、男の首元をまっすぐナイフで切り裂いていました。

　我に返った時、目の前にあったのは何も言わない二つの死体。

　私は、怖くなりました。

　怖くて怖くてたまらなくて、人を殺してしまったことにも、この穴だらけの世界で手を引いてくれた友人がいなくなってしまったことにも、どうしていいのか分からなくて。

　私はその場を逃げ出しました。

　奇跡的に誰にも見られずに家に着いて、玄関の中でへたり込んで、まるで石になってしまったように返り血の付いたナイフを握ったまま開けない右手を見つめていました。

『あは、あはは……、ごめんなさい、兄様。舞は、汚れてしまいました』

　私はもう、あのアニメの少女のような女の子にはなれない。

　ずっと、頑張って、頑張って、頑張ってきたのに、こんなに汚れちゃいました。

　そうして私はまた、暗い水底に逆戻り。

　自分で外に出る気概も、私を引き起こしてくれる誰かも、もういない。

　聡美が死んだ事件は、どうしてか私の痕跡は見つからず、私は疑いを掛けられることもなく事件は解決したことになりました。

　でも、もう私にはそれすらどうでもよく感じていました。

　ぼやけた世界の中、ただ学校に行って、帰って、ご飯を食べて寝るだけの日々。

　何も考えたくない。生きているのかどうかも分からない時間の中。

　こうして、私の世界のブレーカーは完全に落ちてしまいました。

　もう、どうなってもいい。

　だけど、誰にも怒りをぶつける相手がいなかったあの時とは違う。

　『転移志願者』。

　壊れかけていた私の世界を、またぐしゃぐしゃに壊した相手の同類が、この世界で生きている。

　だから、私は悠斗さんの誘いに乗りました。

　どうせもう、私の両手は血まみれで。

　それを見られたくないと思う相手は、みんな私の世界からいなくなってしまいました。

　許せないから、私は、私の世界に出来た暗い穴の前に立って、今日この日を待っていました。

　あの日、私の目の前で、兄様が戻ってくる日までは。

　兄様が還かえってきてくれました。兄様が還ってきてくれました。兄様が還ってきてくれましたっ!!

　嬉しくて、嬉しくて、嬉しくて。

　ただそれだけで、世界の全部を照らしてくれるような大きな光が還ってきて。

　私は、もう一度だけ自分の世界の穴に背を向けました。

　その手を後ろに組んだまま、必死に以前のような私に戻れるように。

　でも、やっぱり、壊れかけていた世界を見ないふりをしていても、ダメでした。

　ずっとずっと、不安は募っていくばかりで。

　また、つないだ手の温かさが消えてしまうような気がして。

　兄様が記憶を取り戻そうとするのも、本当は嫌でした。

　でも、たとえ何を思い出しても、兄様は、舞を選んでくれるから。だから、悠斗さんのためにも、兄様のためにも、ずっと我慢していました。

　私が、以前の私のままでいれば、何も問題ないって。

　……そうして、私はまた失敗するところでした。

　『転移志願者』たちが、爆発事故に見せかけて、兄様までも奪い去ろうとしました。

　だから、兄様が記憶を取り戻すのを待つのはもうやめました。兄様が私だけを見るようになって、家の外の世界と関わらなくなれば、全て上手くいくと思ったからです。

　だけど、兄様はやっぱりちゃんと舞のことを見てくれていました。だから、まだ舞の身が汚れていることに気が付いていたんです。

　恥ずかしい、恥ずかしい、恥ずかしい。

　だから、今度こそ、私は頑張らなくちゃいけないんです。

　もう兄様を手放さなくて済むように。

　汚れてしまった私を、知られずに済むように。

　悠斗さんだけに任せないで、私も、私の世界にこびり付いて離れない汚れを消しに行くんです。







「ビッ、ビヒィッ!!　や、やめでぇ、いだいよ、いだいよぉつ、ままぁっ!!」

「あぁ、ごめんなさい、少しボーっとしていました」

　私は、その汚れを見下ろして、長い回想から意識を戻す。

　目の前にいるのは、ネットの海で『転移志願者』たちを集め、今回の学園襲撃を企てていた男。

　優紀を攫って、惨むごい真似をした男たち。

　悠斗さんの大切な人の、妹さんを弄もてあそんだ男たち。

　あの人のおかげで、今日起こることを事前に知ることができました。不意を打って男たちを打ちのめすのも簡単でした。

　そうして、あの日のように私はダラダラと血を流す獣のような男を見下ろす。

　両腕と両脚を、本物の刃の付いた薙刀の背で叩き折り、鼻と、醜く突き出た腹の脂肪を削ぎ落としてあります。

「あなたたちが優紀にしたことを考えれば、この程度で殺してしまうのは、どう考えても手て緩ぬるいと思います。しかも、兄様にまで手を出そうとしたんですよね？　聞いていますよ？」

「じ、じらないっでぇえっ、ぼ、ぼくはただ、ゆうじゃになるためにぃいい……っ!!」

「黙ってください。私から、大切なものを奪おうとする奴は、一人残らず消えてください」

「ガッ、ぎっ……!?」

　力を込めて振り下ろした薙刀の先が、醜い男の頭をカチ割る。

（……あぁ、また、手が汚れて……）

　飛び散る返り血と、欠けた骨に肉片と脳のう漿しょう。

　私が汚れちゃう何かはみんなみんな失くして、綺麗にしてから兄様の元に戻らないと。

「でも、あと一人、あと一人です」

　振り向いた先、悠斗さんも、ねじ曲がった枯れ木のような男に鉈の刃を食い込ませて殺しているところでした。

　残っているのは、一番醜い、首謀者の穢けがれた男だけ。

　これで少しは、優紀への手た向むけになったでしょうか。

　聡美を殺したゴミも私が殺して、優紀に手を出した男もこうしてコロシテ。

　ちゃんと、全てを清算させて、私は昔の私に戻らないと。

　大丈夫、大丈夫、大丈夫。

　『転移志願者』なんて人たちはみんなみんないなくなってもらえば。

　全部全部、なかったことにして、それで、兄様の中を私だけで一杯にすれば。












　そしたら兄様は、ずっとずっと私のそばにいてくれますよね……？

　舞だけの、兄様でいてくれますよね……？

「……あぁ、嫌だなぁ。本当に、あっちの世界もこっちの世界も変わらない。どうして俺はいつも……、気付いた時には、手遅れなんだ」

　だから兄様が、こんなところにいるわけがないんです。

「に、兄様……？」

　そんなわけない、そんなわけない、そんなわけない。

「いや、イヤイヤイヤイヤイヤッ!!　イヤァァァアアァアアァアアアアッ!!」

　ねぇ、兄様。




　舞は、兄様が可愛かわいがってくれていた頃の舞に、きっと戻れますよね？





　　　　☆






『な、なにこれ……っ、助けてッ悠斗！』

　あぁ、またこの夢。

　目の前で、光の中へと消えていく詩し織おり姉ねえの姿。

『苦しい……っ、苦しいよ悠斗……っ』

　あの日から、何度も見続けた夢。

　そして、最近は少し内容の変わった悪夢。

　声の一つもあげられず、詩織姉は粒子になって消えていく。

　そして、次に現れるのは、虚うつろな目をして立つ詩織姉の妹の香か織おりちゃん。

『悠斗お兄ちゃん、痛いよぉ……』

　真っ暗闇の中、香織ちゃんの声が響く。

　ボトリッ、ボトリッ、と腐り落ちるように香織ちゃんの小さな腕が落ちて、四肢がバラバラになって地面に落ちる。

『助けて、助けて……、助けてよぉ……』

　そんな光景を前に、僕は助けることも、逃げることも、言い訳することもできなくて。

　僕はいつも、絶望と一緒に目を覚ます。

「っ！　はぁ、はぁ、はぁ、んぐっ、ぐっ」

　びっしょりと汗に濡れた寝間着が張りついて不快感が増す。

　毎日のことだからと、いつからかベッド脇には寝る前に着替えと水差しを置くようになった。

　生ぬるい水を飲んで、熱いシャワーを浴びて目を覚ます。

　今日だけは、もう、何ひとつとして失敗するわけにはいかない。

　あの日、あの人からいなくなった香織ちゃんの末路を教えられてから、ずっとこの日のために計画を立てていた。

　あいつらを、『転移志願者』たちを一網打尽にできるこの日を。

「…………海人と舞ちゃんのためにも、絶対に殺してやる」

　僕が助けたいと思う相手はもう、あの二人ぐらいしか残っていない。

　なのに、『転移志願者』は、二人にまで手を伸ばそうとしたらしい。

　爆発事故に巻き込まれたと聞いた時は、血の気が引いていく音が聞こえた気がした。

　傷だらけで帰ってきた海人と、ようやく海人に会えた舞ちゃん。

　二人に負担を掛けたくなくて、今回の計画から舞ちゃんを外した。当日は、二人とも学校を休むようにする手はずに変更した。

　申し訳なさそうにしていた舞ちゃんだったけれど、せっかく再会できた二人なのだから、僕としてもせめて穏やかに暮らしてほしいと、気付かれないよう注意して海人には接した。

　危険な奴らを消すのは僕一人でやればいいと思っていた。

　それから、二人とも無事だと知って安あん堵どして、奴らがコトを起こす予定らしい今日を迎えた。

　昨日の夜に、舞ちゃんからは今回の計画に参加すると連絡があった。

　十分に計画を練っていたとはいえ、大切なものが帰ってきた舞ちゃんを荒事には巻き込みたくはなかったけれど、そのあまりに切迫した様子に、結局は僕が折れた。

「……徹底的に、苦しめて殺してやるんだ……」

　詩織姉を助けるためだなんて騙されて、弄ばれた香織ちゃんの仇かたきは絶対に許さない。

　そして、海人が記憶を取り戻す邪魔をさせない。

　海人が記憶を取り戻せれば、それが微かな可能性でも、詩織姉を助ける手掛かりになるかもしれないんだ。

　だから今日、僕は人を辞める。

　できる限り残酷に、同じ人間を痛めつけて殺す。

　苦しめて、苦しめて、苦しめて、その末路を、全国の転移志願者に見せつける。

　抑止力とするために、必要以上に苦しめてから殺す。

　そして何より、自分の怒りを晴らすために。

　それはきっと、人間がしていい所業じゃないけれど、躊躇いは欠片もない。

「行ってくるよ、詩織姉、香織ちゃん。仇は、必ず取ってくるから」

　普段通りの学生服に着替え、学校へと向かう。

　始業ベルよりも幾分早く着いて、学校に隠していた自作の閃せん光こう手しゅ榴りゅう弾だんと、あいつら全員を拘束するためのいくつもの手錠。それから、白い布でくるんだ分厚い鉈を回収して集合場所にしてある使われていない教室で舞ちゃんを待つ。

「おはようございます。悠斗さん」

「あぁ、おはよう、舞ちゃん」

　しばらくして、薙刀を持った舞ちゃんが現れた。

　その先端に巻かれた布の下には、木で出来た偽物ではなく、本物の研ぎ澄まされた刃がある。

「……改めて聞くけど、本当にいいの？　今ならまだ巻き込まれずに……」

「悠斗さん、心配しなくていいんですよ？　やっぱり駄目なんです。人任せにしていても、何も戻ってこないんです。私は、絶対に兄様との毎日を取り戻すんです。そのために、ここに来たんです」

「…………そうか。だったら、今日で完璧に終わらせよう。僕も、邪魔な奴らには今すぐにでも消えてほしいから。それに、僕らが失敗すれば、他の人間も殺されかねない」

　僕らは自分たちのために、関係のない学園の人間が危険にさらされるのを意図的に見逃してる。

　絶対に失敗するわけにはいかない。

「それに、あの人から聞きました。あのごみバエたちは、兄様を殺そうとしてるんでしょう？」

「……」

　それは、昨日、僕らに真実を教えてくれた人が話してくれた情報。

　どうやってか知らないが、行方不明になっていた海人が戻ってきたのをあいつらは知ったらしい。そして、僕らを格付けしてる点数制は間違いなく海人を最上位に置く。

　海人のことを、あいつらが放っておくはずもない。

　縛りつけてでも家に置いてくるって舞ちゃんは言っていたから、学校に海人はいないだろうけど、危険なことに変わりはない。

「私の兄様に手を出そうとするなら、余計に私自身の手できっちりどこかにいなくなってもらわないと。安心して兄様と暮らせません」

「……そうだね、その通りだ」

　それからしばらくして、ジリリリリッ、とけたたましい音が鳴り響いた。

　そのすぐ後にガシャンッガシャンッと大きな音を立ててシャッターが下りる。外からの侵入を阻むためのその壁は、逆に外に出るものを阻む檻おりになる。

「……始まったみたいだね」

「はい、これが終われば、ダメ兄様は舞のものです……。えへへ、えへへへ♪」

「……舞ちゃん？」

　何かを想像して笑う舞ちゃんは、かなり危ない様子に見えた。

　僕は思わず怪け訝げんな顔をしてしまう。

「どうかしましたか？　悠斗さん」

「……いや、なんでもないよ」

「そうですか。これが終わったら、悠斗さんもうちに遊びに来てくださいね？　他の人はともかく、悠斗さんは兄様のお友達なので、特別に許可してあげます」

　僕は一瞬、舞ちゃんを本当に巻き込んでいいのか迷ったが、どちらにしても、こうなってからじゃ後戻りはできない。

「……それに、どうせ僕自身がもう、正常じゃないしね」

　不安はあるけれど、僕も人としては、ほとんど壊れかけている。

　あの人から香織ちゃんの受けた仕打ちについて教えてもらったあの日から、自分の理性が悲鳴をあげる声を毎日聞いてきた。

　気が変になりそうな憎しみの中で、足あ掻がいて足掻いて足掻いて。

　もう、僕の中で『正常な人間』っていうのがどんな状態だったのか、自信がなかった。

　それに舞ちゃんのことを助けられるのは海人しかいないだろう。

「情報通りなら学園の出入り口を封鎖した後は、関係者を銃で脅してそれぞれの教室に閉じ込めるはずだ。そこでたぶん、海人がいないことにも気が付く」

「そうしたら、何も考えなしに兄様をここに呼び出そうとしそうですね」

「……たぶん、そうなるね。校長室に集まって撮る動画で、銃火器と一緒に海人の身柄も要求するんだろうさ。彼らは息を吸うように自分に都合のいい意味不明な超理論を展開できるからね」

　ネット上で交流を続けて、こんなことを起こした彼ら。

　感心できるところがあるとしたら、どんなことでもわけの分からない妄想を一瞬で描きあげて、自分に都合のいい正当化を行えるところと、こんなバカげた計画のために、何ヶ月もかけて警察や警備の人間にまぎれ込んで、とうとう警備の人間が全員身内という状況を作り上げた執念深い実行力だ。

「とりあえず、あと一時間ぐらいは待つとしよう。彼らに動画を流してもらわないと、状況も分からないまま警察に踏み込まれたら、僕らの計画に支障が出るからね」

「そうですね。それ以上待つとせっかく一ひと塊かたまりになった標的がバラけてしまいかねません」

　そうして様子を窺いつつ、僕と舞ちゃんはそれ以上会話もなく、長い一時間程度を過ごした。

「……そろそろ行こうか」

「分かりました、ごみを掃除しに行きましょう」

　スマホで調べる限り、十分に動画が広まったのを確認して、僕はスマホの電源を落とした。

　僕の手には用意した鉈と、アルミ缶を利用した手製の閃光手榴弾。

　舞ちゃんの手には本物の刃の付いた薙刀。

　そして、あいつらを甚振るために用意した、二十近い拘束用の手錠。

　僕らは校長室の前にたどり着くと、部屋の中に火をつけた閃光手榴弾を投げ入れた。

「『ん？　なんだ、缶ジュー……』」

　ドアの向こうから首をかしげるような気配を感じた直後、試作品の時と変わらない強烈な光と音が部屋の向こうで炸さく裂れつした。

「『『『ギャァアァアアアァアアァアァアァアッ!?』』』」

　聞こえてくる悲鳴に合わせて部屋の中へと踏み込んで、その場に蹲うずくまる全員に用意していた拘束用の手錠を手足に掛けていく。

　拘束は、想像以上に簡単に終わった。

　こいつらが持ち込んだ機材を流用して、見せしめ用の録画撮影もばっちりだ。

「だ、誰だぁお前たちぃっ。まさか、魔族の手下どもかぁ!?」

　閃光手榴弾の影響がようやく抜けてきたのか、拘束されていることに気付いた男の一人が呻うめくように声をあげた。

「あぁ、そうかもね。僕らは今日、人間を辞めに来たんだ。君ら外道を、地獄の底に引きずり込む鬼になるために」

「ひいっ!?」

　僕がシュルシュルと鉈の刃を包む布を取り払うと、その男は怯おびえたように声をあげた。

「や、やだっ、やめ……っ、殺さないで……っ」

　その命乞いを聞いた瞬間、僕の中で理性が砕ける音がした。

「ふざけんじゃない……っ!!　何の罪もない女の子を殺しておいてっ、その上、あんな、手足をもぎ取るような真似までしてっ!!　殺さないでだって!?　調子に乗るのもいい加減にしろ……」

「ギャアアァアァアアアアアアァアアッ!?　ぼ、ボクのユビガァアァアアアアアアッ!?」

　ビシャッ、と返り血が掛かる。

　直前になったら怖おじ気けづいてしまうんじゃないかと思ったが、その手に向かって鉈を振り下ろすのに一片の躊ちゅう躇ちょも生まれなかった。

　それどころか、余計に憎悪が燃え上がり、歯止めを失った車輪が転がり落ちるように勢いを増す。

「いだっ、イダイィイイイイイイッ!!　血がっ、チガァアアアアッ!!」

「黙れ……ッ、お前らはあの子の何倍も生きてきたんだろう……っ！　だったら、死ぬ時もあの子の何倍も苦しんで死ねっ！　そうじゃなきゃ、おかしいだろうっ!!」

「ギヒィイイイッ！　アガッ、アガッ、アガッ!!」

「ヒィイイッ」「や、ヤダァッ、僕もう帰るうっ!!」「た、助けてくれッ、見逃してくれよっ!!」

　思いのほか飛んだ血が、拘束されて床に転がる男たちの前で染みを作り、それを見て男たちが大げさな悲鳴をあげる。

「安心しなよ……、まだまだたっぷり時間はある。こいつももっと苦しむまで、楽に死なせるつもりはないし……、君らも、一人残らず地獄に引きずり込むからね」

「「「…………」」」

　男たちは息をするのも忘れたように、驚きと恐怖のあまり口を閉じている。

　そんな表情の一つ一つが、余計に癪しゃくに障った。

　香織ちゃんや、舞ちゃんの友達の優紀ちゃんにあんな残酷なことができるくせに、その対象が自分になった途端にこんな態度を取るのか。

　……いや、本当は自分でも分かっていた。

　もしこいつらが別の反応をしていたところで、枷かせを失くした憎悪は結局勢いを増すだけだろう。

「生まれてきたことを後悔しながら死ぬといい。もし、君たちが本当に異世界に行くんだとしても、トラウマでまともな生活が送れなくなるぐらい、丁寧に拷問してあげるから」

　そう言って、僕はずっと隠して我慢してきた、憎悪に彩られた顔で嗤った。





　　　　☆






　紅、紅、紅。

　血と肉片と憎悪が渦巻く部屋の中。

　全てを思い出した今の俺には、それは慣れ親しんだ光景。

　だからこそ、この光景を作り出したのが、この二人だというのが悲しかった。

　今の俺には、ここまで来てしまった二人が後戻りできないとよく分かるから。

　そして、悠斗はともかく、舞が耐え切れずに壊れてしまいそうだということも。

「いや、イヤイヤイヤイヤイヤッ!!　イヤァァァアアァアアァアアアアッ!!」

「舞……」

「み、見ないで兄様ッ!!　ちが、違うんですっ！　私はただ、私の、アレ？　汚れて、綺麗に、あれ、あれ、あれれれ？　やだやだやぁらぁっ!!」

　子供のように耳を塞いで、舞は首を横に振る。

　ポロポロと剥はがれ落ちていく舞の心が目に見えるようだった。

「ま、舞ちゃん……？」

　悠斗も、舞の普通じゃない様子に違和感を感じたのか、戸惑いの表情を見せる。

「悠斗、お前が悪くないのも、どうしようもなかったのも分かるけど、あとで一発殴らせろ。そんでもって、俺のことは十発ぐらい殴ってくれ」

「海人……？」

　いろんなことを間違えてばかりの俺だった。

　今からやろうとしていることも、本当にこれでいいのか分からない。分からないけれど、このまま舞が壊れるようなことは、俺には許容できない。

（記憶を取り戻せたのに、やれることは、記憶を失くしてた時と変わらないなんてな）

　改めて分かる自分の役立たずっぷりに眩暈めまいがしそうになる。

　結局、俺ができるのは、舞が『大凶』を引かないうちに、俺が代わりに引き当てた『凶』を押しつけるだけ。

　いつだったか、俺のこの力のことを『体ていのいい洗脳だ』と罵ののしった相手のことを思い出す。

　俺はその時、俺とミナリスとシュリアとの契約と誓いに土を掛けられたようで不快感を覚えた。

　だけど、俺が今からしようとしてることは契約でも何でもない。

　一方的な押しつけでしかない、本当の意味でただの洗脳だ。

「そう、そうなの、こんなところに兄様がいるはずないの。だから、これは偽物なの」

　どんどんと舞の目から光が消えていき、口調もおかしくなっていく。

「……なかったことにしなくちゃ、なかったことにしなくちゃ、なかったことにしなくちゃ」

　そうして据わりきった眼で、舞は手にした薙刀をピタリと俺へと向けた。

　血まみれの刃先から赤い雫しずくがぽたりと地面に落ちる。

　ピリピリとした殺気が俺に向けられているのが分かる。

「ま、舞ちゃんッ!?」

　その行動に、今度こそ悠斗は驚きの声をあげた。

　悠斗には舞の精神状態がここまで逼ひっ迫ぱくしているのは分からなかったようだ。とはいえ、分からなくても仕方がない。こういうのは、壊れかけの人間を見た数がモノを言う。

　戦場で戦い続けてきた中で、多くの壊れかけの人間を見てきたからこそ、俺には舞がギリギリ崖の淵ふちに立っているのが分かる。

　俺はＭＰポーションを飲み干して転移で使った魔力を回復すると、【復讐の聖剣】を作り出した。

　そして、俺もまた、その切っ先を舞へと向ける。

「舞の心をそのまま塗り替える。洗脳だってなんだっていい。このまま壊れるくらいなら、そっちの方がずっとマシだ」

「か、海人まで!?」

　互いに刃の切っ先を向け合った俺たちに驚きの声をあげる悠斗。

「大丈夫、まだ大丈夫。この兄様は偽物だから、なかったことにすれば、全部全部元通りになる」

「偽物扱いは傷つくなぁ、おい。それに舞、この世の中に『元通り』なんてものは絶対ないんだよ。たとえ時間が巻き戻っても、記憶を失っても、どんなに取り繕ったところで一度起こったことは誰にも取り消せない。神様にだってなかったことになんてできやしないんだ」

「う、うるさいうるさいうるさいっ!!　舞の兄様はそんなひどいこと言ったりしませんッ。舞のことを大切にしてくれてっ、そんな風に剣を向けるわけがないんですっ、舞のダメ兄様は、舞のダメ兄様はッ、舞だけのダメ兄様はッ!!」

「ったく、ダメ兄様ダメ兄様うるさいぞこの馬鹿妹が」

「ほらっ、兄様は私に馬鹿なんて言わないんですっ!!」

「御ご託たくはいいから掛かってこい。たぶん、こいつが初めての本気の兄妹きょうだい喧げん嘩かだ。一手指南してやるから感謝しろよ」

　半身で構えを取って、ゆらゆらと剣先を揺らして舞を挑発する。

「偽物が……、偽物が兄様の真似をするなぁああああああっ!!」

　力強い踏み込みとともに、薙刀の切っ先が脛すねを払うように迫ってくる。俺がその薙刀の切っ先をすくい上げるようにして心剣の刃を滑らせる。

　けれど、舞は柄つかの中心を支点に、切り上げられた勢いのまま刃のない棒の先を振り上げてくる。

　何度も反復しただろう綺麗な型は、だからこそ、その後の対処も読みやすい。

「っ!?　な……っ」

　喉頭を狙ってきた一撃を下がるのでも横に動くのでもなく一歩前に踏み込んで絡みつくように、薙刀の柄に刃を滑らせて舞の目の前まで踏み込む。

「ごめんな、許されたいとは、思わねぇよ」

　そうして俺は、【復讐の聖剣】を契約のために使うナイフの形状へと切り替える。そしてそれを、舞の心臓へと突き刺した。

「海人っ!?」

「あぁぁ、ぁあああぁ、ァァアァァアァァァァアアアァァァツ!?」

　その瞬間、悠斗の驚きょう愕がくの声を皮切りにするように、俺と舞の間を黒い炎が伝わり合う。

「ひ、あ、あぁ、あれ、アレ、兄様……？」

　俺の記憶と感情がドロリとひび割れた舞の心のグラスを満たしていく。

　水を淹いれれば零れるコップも、へばりつくような粘度の憎悪を注げば、壊れ切ることはなくて済む。ひび割れたその心ごと固まり、その精神は復讐に固定される。

　そして、それと同時に、俺の中にも、多少雑念交じりの復讐心が伝わってくる。

　優紀ちゃんと聡美ちゃんがされた非道に、それを為なした『転移志願者』たちへの敵意。

　聡美ちゃんが、見知らぬ男に殺されている光景。

　四肢を切断され、全身のいろんなところが不自然な色に変わった優紀ちゃんの画像を、この状況を裏で生み出した川上が見せている光景。

　それから、俺が警察で爆発に巻き込まれる瞬間の光景と、おなじく川上から事故ではなく『転移志願者』たちによる殺人未遂で、そいつらが今も俺を狙っているという話を聞いている光景。

　どれも、自分から大切なものを奪っていく者を殺したくてたまらない、確かな復讐心。

　それが歪んでいるのは、俺が生きて戻ってきたから、失うことへの恐怖心が混じっているせいだ。

　舞の復讐心に紐ひもづいたその恐怖は、記憶を失くした俺がずっと感じていたものと同じ恐怖だ。

「……あぁ、なるほど、薄々分かってたけど、人を殺したから俺に嫌われると思ってたわけか。馬鹿だなぁ、兄妹揃って似たようなことを怖がってたわけか」

　兄妹揃って、自分の血にまみれた手を相手に隠そうと必死になってたわけだ。

「まぁ、でも、今なら分かるだろ？　たかだか十人もいかない程度を殺したくらいじゃ、……いや、たとえお前が快楽殺人鬼になってても、妹を見損なう理由にはならねぇよ。俺のシスコン舐なめんな」

　俺は苦笑しながらいつものようポンポンッと舞の頭を撫なでる。

「え……。あ、え……？」

　だが、前もって話をして覚悟のうえで自ら刃を受け入れたミナリスやシュリアと違い、舞は自分の心の変化に対応しきれずにいるようだった。

　ひとまず正気には戻っているようなので、目的自体は目もく論ろ見み通りにいったように思える。

「そんで、舞、改めて、目は覚めたか？」

「これは……なに、夢？」

　胸に突き立った【復讐の聖剣】はいつもと同じく粒子となって宙に溶けていく。

「目が覚めたかどうかを聞いてるのにその答えは、さすがにいろいろ不安になるが……。とりあえず、今の率直な気分を言え」

「兄様を傷つけて、私の世界を壊したアレシア王女たちを殺したい。殺したくて殺したくて、気が変になりそう……。なんで、どうして兄様を虐いじめるの？　兄様を馬鹿にしないで。兄様を馬鹿にしていいのは舞だけなんです。あんな奴ら、みんな、死んじゃえばいいのに」

　その言葉には、俺の記憶を見たことで知った事実から生まれた、舞の復讐心が暗く宿っていた。

　その声に俺は、改めて妹を修羅の道へと引きずり込んだ実感を得る。

　後悔はないが、少しだけ寂しさは残っていた。

「後は、おかしくなってた間の自分の記憶を消したい。あ、あぁ、あぁぁぁあっ、は、恥ずかしいッ、兄様っ、なしでっ、いろいろなしでお願いしますッ」

「うん、思考力自体は正常に戻ったみたいだな」

　顔を真っ赤にして俯うつむいている舞。その姿を見て、俺は余計に舞を騙して不安を助長させただろう黒幕への怒りが募る。

「さてと、いろいろと話したいところだけど……、悠斗、先に聞かせてくれ。こいつらは学園中の人間を殺そうとしてたんだろ？　それも動画を見る限り、薬殺しようとしてたみたいだけど、それはどうなってる？」

「……それは心配ないよ。あいつらは、業者に混じって空調に細工をして、特定の部屋に青酸ガスが充満する仕掛けを用意してた。ガスを発生させるのに使う薬品の一つを事前にただの水とすり替えておいたから、仮にもし仕掛けが作動しても誰も死ぬことはないはずだ」

　それを聞いて、俺はひとまず安心する。

「なるほどな、それでいくつかの部屋に気配が分散してるわけか。ガスで殺すつもりだから、閉じられた場所に人質を押し込んだ。人質の人数がこいつらの死体の数で均等割りになってるのは、さしずめこいつらの点数制とやらのためかね」

　とはいえ、舞から読み取った記憶と、大西から聞き出した情報の齟そ齬ごから考えれば、二人を煽あおった人物の目的は二人にこの惨さん劇げきを起こさせることだろう。

　だが、そうすることでその後どうするつもりなのか、川上の狙いがはっきりしない。

（大西は川上から、俺を利用してこの世界でも魔法を使えるようにすると聞いたと話してたが……、だめだ、さっぱり分からん）

「こういう時の鉄則は決まってるよな」

　後の先を狙うのは趣味じゃない。ひとまずは邪魔になりそうな要素を排除すること。

　なんでそんなことをしたのかなんていうのは、最後に本人に無理やり吐かせればいい。

「海人……、もしかして、記憶が戻った？」

「あぁ、思い出したよ、いろいろと。忘れちゃならなかったことも全部な。───民が移ろう箱に乗せ、どこかの彼方かなたを望むのならば。『転移・旅団の行』」

　再び【天在の転移剣】を作り出した俺は、学園内にいる人質全員に転移の魔法を掛ける。

　人数は多いが、それぞれ一部屋に固まっているようだし、魔力の濃すぎる世界での魔力の動かし方にもようやく慣れた。

　その難易度の高さにさえ目を瞑つむれるなら、ＭＰの回復速度も消費する量も、異世界よりもこっちの世界の方が随分とやりやすい。

　転移先にしていた建物の外、つまりは校庭が一気に騒がしくなった。

　俺たち以外の人間を全員校庭に放り出したのだから、当然だろう。

　そして、今この場にいる二人だけなら、何かあっても守って逃げることもできる。

「さてと、悠斗。まずはお前が一番気になってるところから話すとしようか。薄々感じてるとは思うが、いい話は一つもない。知りたくないって言うのなら俺は舞と一緒に消え……」

「聞かせてほしい……っ、たのむ、海人」

　悠斗は俺が言い終わるよりも前に頭を下げた。

「……分かった。話す。まずは結論からだ。魔法陣に消える詩織さんを悠斗が見たって言うなら、詩織さんはもう、この世にいない」

「っ、そんなっ、どうしてっ、だって海人は……っ」

「あの魔法陣は、確かにこっち側の人間を異世界へと招く魔法だった。だけど、向こうの世界に呼び出されたのは、俺一人だ。その他に魔法陣の中に消えていった人たちは、俺を勇者に仕立てるための生いけ贄にえだ。失踪事件の映像と同じように消えていったなら、あれは転移じゃなくて、……命を代償にした時の光だ」

「……っ、そん、な……」

　悠斗の顔が絶望に歪む。

　激高して拒絶しないのは、きっと悠斗も薄々は覚悟していたからだろう。

「それじゃあ、僕はもう……」

「だけどな、それだけじゃない。言っただろ、呼び出されたって。分かるか、悠斗。俺を呼び出してめちゃくちゃやらかした奴がいるんだよ」

「……っ」

　ピクリと、悠斗の目の奥で、暗い火花が散るのが見えた。

「それだけじゃない。今回の件、黒幕がいるぞ。前座も終わらないうちにへこたれてるんじゃねぇよ。やらかす覚悟で、踏み越える覚悟でここまで来たんだろうがっ!!」

「……その話、本当なんだよね……？」

「嘘なんかつくか、馬鹿」

「何言ってるのさ、たったいま嘘ついたくせに」

「あん？」

「何がいいことは一つもないだ。最初の一つは最低最悪の報告だったけど、他二つは僕にとっては喜ばしい話じゃないか」

　そう言った悠斗の目にあった暗い火花は、凍りつくような黒色の炎として燃え盛っていた。

「誰のせいなのかも分からなかった。もしかしたらって縋すがる希望がすり減っていって、なのに恨む相手も見えなかったのに、抱え込んだまま死ぬしかないと思ってた憎しみを向けられる相手がいるんでしょ？　それに、こいつらの後ろに黒幕がいるって、知らずに終わらせてたらまた死にたくなる理由が増えるじゃないか。やめてくれよ」

「……そうかい。だったら、お前も行くんだな、あっちの世界に」

「わざわざそういう言い方をするってことは、行く当てがあるんだよね？」

　そこにあったのは、たださわやかなだけの笑顔じゃない。

　立派な復讐者の嗤い顔だった。

「あぁ、まぁな」

「に、兄様……？　舞も、一緒に行けるんですよね？」

「当たり前だ。こうなった以上、お前ひとりを残して行けるわけがないだろ」

　不安げな顔をする舞の頭を再び撫でると、ホッとした様子を見せる。

　そして俺は【復讐の聖剣】を再び生み出した。

「これは俺が異世界に行って得た能力の一つだ。こいつを使って俺と契約を結んでもらう。そうすると、憎しみとか、憎悪とか、怒りとか、そういった復讐心が共有される。そして、復讐を果たすまで復讐心は固定されたまま、死ぬまで今の焼かれ続けるような気持ちを味わうことになる。あとは、契約を結んだ人間の命は共有されるから、向こうに行ったら死なないように徹底的にしごくことになる」

「復讐心の共有か……、うーん、いくら海人が相手でもちょっと抵抗があるなぁ。具体的に言うと、男の友人相手にそれは気持ち悪い」

「仕方ねぇだろ。俺だって微妙な感じだよ。だけど、あっちの世界に行くのに必要なんだよ。この契約は魂を縛る。そうやって俺の魂と同期させないと、たぶん向こうに着く頃には心も体も壊れてるぞ？」

　なにより、と俺は続けた。

「いくらお前相手でも、契約のない人間を復讐に関わらせる気はないからな」

「そう、なんだ、分かった。剣を貸してくれ」

　俺から【復讐の聖剣】を受け取った悠斗は、ぐさりと自分の胸へ躊躇いなく突き立てた。

　そして、純粋な憎悪に染まった悠斗の感情が俺の中に流れ込んでくる。

「……くっ、あぁ、さすがに二回続けては気が変になりそうだ」

「ギゥッ、ィイイッ、グウゥ、これは、キツイな……。ハハハ、僕よりも大分悲ひ惨さんだね。なるほど、確かに、契約も結んでない相手を信じられなくもなる」

　やがて突き立った心剣はまたも同じように粒子になって消えていく。

「でも、きつい思いをしただけはあったなぁ。あぁ、アレシア王女、なるほど、こんな顔をしてるのか。こいつが詩織姉を奪った元凶で、『転移志願者』なんて奴らを生み出したきっかけかぁ。それに川上さんが裏で糸を引いてたって……、ははは、上手く手のひらで転がされてたってことかぁ」

　俯き加減に口の端を吊り上げて嗤う悠斗の姿。

「おい悠斗、あんまり時間もないから、こいつを殺すならさっさと始めろ」

「ギニャァァアアァアァアアァァァツ!?」

　俺の登場のどさくさにまぎれて這うようにして部屋から逃げだそうとしていた主犯格の男に、床に縫い留めるようにして【始まりの心しん剣けん】を突き立てた。

「なんなら、ウォームアップがてら俺がもらうけど」

　チラッと見下ろした先にはうめき声をあげる醜い男。

「……いや、僕がやる。契約は交わしたし、こいつらの後ろの黒幕も分かったけれど、この計画は僕が始めたことだから。最後の一人は僕がもらう」

「私も、優紀と聡美の仇は、自分の手で取りたいです」

　二人のその目には譲らないという絶対の意志が宿っていた。

　やっぱり二人は、ミナリスやシュリアと同様に共犯者にするだけの人材だ。

「なら、こいつは二人に任せる」

　俺はそう言うと【護ご封ふうの絶ぜっ剣けん】を手に作り出す。

「────僕は君を選んで閉じた。何者からも害されぬよう、護まもるためにこそ封じよう。『閉絶』」

　詠唱を終えた瞬間、オレンジの光を放つ結界が部屋を包む。

「これで、あと五時間は誰も入ってこられない。その間に終わらせておけよ。俺はちょっと、泥棒を壊滅させて俺のものを取り返してくるから」

　【護封の絶剣】を消し、代わりに【天在の転移剣】を用意して俺は言った。

「……なんというか、海人、本当になんでもありになってるね」

「いってらっしゃい、兄様。できるだけ早く帰ってきてくださいね？」

「ギィイイイイイイッ、イタイッ、ヤベデェエエエエッ!!」

　二人は俺にそう言いながら、舞は刃を豚の左足に突き立てて、悠斗は俺が貫いていた豚の足の傷を靴のかかとでグリグリと抉えぐっている。

　その姿に、ミナリスとシュリアの姿が重なって見えた。

「……二人とも、いい共犯者になってくれそうだ」

　俺はその様子をざっと見た後、転移の力でその場から『闇精霊の衣』がある場所まで跳んだ。







「っと、やっぱり来たこともない場所に、自分の魔力を目指して転移するのは楽じゃないな」

　跳んできた場所は、目標としていた『闇精霊の衣』に染みついている俺の魔力のある場所から少し離れた場所だった。目印にした『闇精霊の衣』は跳んできた建物の地下深く、やたらと多くの人の気配がある区画の隣の区画にあるようだ。

「思ったよりも近場だったみたいだし、ＭＰはかなり余裕ができたな」

　ＭＰの減り具合からいって、学園からはそう遠くない場所にあるらしいその建物は、大西の話通り大掛かりな研究所のようだった。

　真っ白い壁で囲まれた部屋の中は、用途もよく分からないいくつもの機材がそこら中に置かれている。部屋の中央にある五つの半透明のカプセルのうち三つには、俺が求めていた俺の皮鎧よろい、異世界の衣服に、ナイフが何本か入っていた。これは運がいい。

　『闇精霊の衣』以外は、そんなに濃い魔力を宿しているわけでもないから、運び込まれた場所で探し回る必要があると思っていた。

　だが、これでしらみ潰しに探し回るような真似をしなくても、あとは一直線に『闇精霊の衣』がある場所まで向かっていけばいい。

「だ、誰だ君はっ、いったいどこから現れたっ!!」

　俺が状況把握に努めている間に、俺の登場に呆ぼう然ぜんとしていたその研究所の職員たちも目の前の事態を飲み込んだようだった。

　白衣を着た人間の中、一人が代表するように声をあげた。

「さてと、それじゃあとっとと地下に向かうか、っせぇーのっ」

「おい、聞いてるのか君、は……」

　バガァアンッ!!　という音と共に握りしめた拳を突き出すように一つのカプセルに叩きつけた。

　魔力で強化して振り切ったその威力は、プレス機に掛けられたガラクタのように機材をただの金属板に変えた。

　別にそこまで力を入れずとも問題なかったが、若干、いや、かなりイラついてたから仕方がない。

（ミナリスとシュリアが手を入れてくれた装備をぞんざいに扱いやがって。布の端いくらか切り取りやがったなこいつら）

「よし、収納収納っと」

「そ、そんな、馬鹿な……。強化アクリル製の防護ケースだぞ……？」

　呆然と呟つぶやく男を無視して振り抜いた手と反対の手で受け止めた装備を収納し、俺の装備が入っていた残りの二つのカプセルも叩き潰す。

「ぁぁああっ!?　な、なんてことを……っ!!　その機械が一体いくらすると思ってるんだっ!!」

「いや、知らねぇし。いくらすんの？」

　残りの私物も丸袋へと収納し、八つ当たりを終えて多少すっきりしたので返事をしてやった。

「一機当たり五百億はする代物なんだぞっ!?」

「……あっそ」

　やべ、聞かなきゃよかったと思いながら、俺は肌感覚の探知よりずっと正確な建物の構造と状況を探るために魔力でソナーを打つ。

（まぁもともと、俺を爆発事故に見せかけて殺そうとした警察への意趣返しに、この施設はめちゃくちゃにする予定だったから構わないといえば構わないんだが……）

　犯人を洗い出すような手間を掛けるぐらいなら、とっととあっちの世界に戻りたいと考えていた。

　俺はこの世界に、長居しすぎている。小物に手間は掛けられない。

「……そうだよ、あほらし。なに変な気を回してんだ俺は」

　俺は、残った二つの機器も拳で叩き潰した。

「「「「ギャァァアアアアアアアッ!?」」」」

　手間を掛けず、手あたり次第いろんなところを壊して進む。

　どれもこれも俺には手の届かない値段の機材なのだろうし、研究成果みたいなものもあるのだろうが、そんなことは知ったことではない。

　この施設の責任者が責任を取らされ、後ろ盾とやらが痛いと思う程度の被害が出ればそれでいい。ただ働かされてるだけの可能性がある研究員を殺す趣味はないから、代わりに遠慮なく人的被害以外の被害をいろいろとこうむってもらおう。

　だから、その歓迎方法は俺にとっては逆に嬉しいものだった。

「ほう、すげぇな日本の技術。裏っ側ではここまでＳＦ化が進んでんのか。アニメみたいだな」

　長い直線の廊下にわらわらと現れてきたのは、どっかのアニメに出てくるような、寸ずん胴どう型のロボットだった。

　突き出た銃口を見ると殺意は高そうな感じだ。

　機械らしく、ルリアリリ、ルルルリと何かよく分からない電子音が鳴り響いている。

「ちょうどいいなぁ。こっちに戻ってきてからずっと訓練してなかったわけだし、体に積もったほこりを払うくらいには……」

　いい錆さび落としになるかと思っていた時、小さなノイズの後に通路の奥からスピーカー越しに音声が聞こえてきた。

「『あー、あー、侵入者に告げる。私はこの施設の管理・代表を任されている者だ。至急降伏し、施設の破壊をやめたまえ。不当に奪った研究資料は国が所有するものだ。君個人が持ち出してよいものではない。宇景くん、どうして君がここにいるかは知らないが、自分のしていることがどれほど国の利益を阻害して……』」

　ドバガァァァンッ!!　と、蹴り飛ばされたロボの一体が吹き飛んでひしゃげ、スピーカーとカメラの埋められた壁にめり込む鈍い音と、吹き飛んだロボが爆発する重低音が鳴り響いた。

「……前言撤回だぁ、だぁれも殺さないつもりだったが、お前だけは殺しに行く」

　スピーカー越しに話しかけてきた男、俺が誰だか知っているようだった。偶然知っていたなんてありえない可能性を外せば、あれが、俺を殺そうとして無理やり奪い取ったものだと、知っているということになる。

　見逃す理由は、何もない。

「ハァアアアアアアアアアッ!!」

　俺は弾かれるようにその場を駆けだした。

　それとほぼ同時に、数体の戦闘ロボが、合計で二十門以上ある銃口で火を噴く。

「邪魔だガラクタァアアアッ!!」

　目の前に飛んでくる弾幕を両手に作り出した二本の心剣で切り飛ばし、その大群の中に突っ込んでロボットたちをコマ切れな金属片へと変える。

　斬る、斬る、斬る、斬る、斬る！

　ロボットを、壁から突き出るセンサーガンを、道を塞ごうとするシャッターを。

　全てをコマ切りに斬り飛ばして進み続ける。

「ドケェええええええええ……っ!!」

　ダダダダダダダッと銃声の雨の中を、壁を、天井を、そして宙を『天駆』で駆けていく。

　アドレナリン全開で死線の上を駆け抜ける。

　深く、深く、深く、空気の濃さに沈み込むように深く。

「っ、ラァアアアアアァアアアァアッ!!」

　どんどんと集中力が濃くなっていくのが分かる。

　弾丸を切り飛ばすだけじゃ効率が悪い、弾き飛ばして攻撃に変える。

　天駆を足場に使うのがもったいない。いい位置にある弾丸を足場に、天駆は弾丸を受け流す盾の代わりにしてこの弾丸も攻撃に利用する。

　数瞬を引き延ばして、殺意の雨の中を駆け抜けていく。

　そのたびに無駄を削ぎ落とし、何十体と機械を壊して進んでいく。

　全てを飲み込むように壊しつくして、長いような短いような時間を駆け抜けて、ようやく獲物が潜んでいる部屋の手前までたどり着いた。

　広めの運動場ぐらいの広さと三階分ぐらいの高さがある大部屋の入り口向かいの真正面。

　嵌め殺しのガラスの向こう側に、運よく転がり込んできた獲物と、『闇精霊の衣』もあるのを感じる。

「『あー、あー、正直驚いたよ。君、絶対に人間じゃないだろう。調べるまでもなく人として出せる数値を超えている。こんなことならこの前野くんの言うことをよく聞いておけばよかったよ』」

「……」

　ガラスの向こう側に立ってこちらを見下ろすのは、見るからに偉そうな白髪と皺ばかりの神経質そうな男と、その隣には前野先生、いや、前野のクソがいた。

　いやまぁ、ソナーを打った時から気が付いてはいたけれど、運がないなあいつ。

「『いやぁ、悪いね宇景くん、検査結果はどう考えても普通の人間なんだが、君の傷の回復速度は明らかに異常だった。どうにかしていろいろ調べたかったんだが……、僕の伝つ手てはここにしかなくて、でもここでの研究は生物を対象にはしていなくてね。今日も頼み込みに来ていたんだが……、まさか君から来てくれるとはね』」

　スピーカー越しに前野の声が聞こえてくる。

　気持ちの悪い目で見てきたことは確かだが、何一つ実害はなかったので放置するつもりだったのに、最後の最後でこの場に来ちゃうとか、ホントもう、運がないとしか言いようがない。

「……」

「『君は気が付いていなかっただろうがね、君はその部屋に誘導されていたんだよ。どうやったかは分からな……』」

「あー、もういいからとっとと用意してたもん出せよ。せっかく下手な道案内についてきてやったんだから」

　俺は長い話に我慢できなくて、前野の横に立つ権威だけは凄そうな男の言葉を遮った。

　もっと最短ルートを通ることもできたが、どうもシャッターを利用したり、わざとらしく機械の密度が薄い箇所を作ったりして誘導しようとしているみたいだから、わざわざ遠回りして進んできたっていうのに、テンポが悪くなるようなことはしないでほしい。

「これでもいい感じにＳＦッポイ敵が出てきて、テンションもいい感じに上がってるんだ。しかも、放っておこうと思った獲物がわざわざ自分から口の中に飛び込んできて、こっちは我慢の限界なんだよ。前座はいいからメインディッシュを寄越せ」

「『………君は、少し調子に乗っているようだね？　旧式の自動警備ロボ、それも数が少ない方へ少ない方へと誘導してきたから勘違いしているようだ。早めの降伏を望むよ。生きていた方が情報はより多くとれるからね』」

　ザザッ、とスピーカーの切れる音とともに、俺が入ってきた扉が落ちる。

　そして、ガコンと音を立てて両側の扉が開いて、そして……。

「『さぁ、圧倒的物量に押し潰されたまえ。ここは廊下や小部屋のように少数ずつを逐次投入せねばならなかった場所とは違う』」

　さっきのガードロボの白銀だったボディが黒銀になっただけの２Ｐカラーがワラワラと大量に出てきた。数だけでいえば、今まで倒してきた機械の数の合計の倍以上はあるだろう。

「……ふ、ふ、ふ」

「『あまりの戦力に声も出ないかね？　正規版としてグレードアップされた最新版の警備ロボは、射撃の威力も連射速度も比べ物に……』」

「ふざけんじゃねぇええええっ!!　俺の期待を返せボケがっ!!」

　そのあまりの肩透かしに真面目に剣技で戦う気も失うせた俺は、炎の形の刃を持つ【炎車の陽剣】と赤みの掛かる緑色の刀身をした日本刀、【風かぜ鼬いたちの鎌かま刀がたな】を作り出す。

　テンションがだだ下がりした俺は、交差させた二つの剣を左右に払った。

「『爆ばく炎えん連れん鎖さ・溶よう鉱こう』『風かざ切きり・羅ら刹せつ刃じん』ッ!!」

　瞬間、爆発の轟ごう音おんと金属を引き裂くような風切り音が鳴り響く。

　俺の周囲を除いて、連鎖する爆発と幾百の風の刃が混じり叫ぶ。

　数秒後、のぼり上がる煙の中にあったのはガラクタの山と化した警備ロボたちだった。

「『ばっ、馬鹿なっ!?　貴様っ、いったい何をしたぁっ!?　私の用意した特殊合金製の警備ロボが、こうも安々と!?　あり得ないっ、ただの爆発程度でどうこうなるような設計はしていないっ、先程までの鋼鉄製の警備ロボとは強度が……っ!?』」

「あー、くだらね。こんなことなら遠回りなんてするんじゃ……」

「『っ、あれを出せっ！』」「『待ってくださいっ、所長っ、あれはまだ調整が済んでいませんっ、暴走の危険が……っ!!』」「『なにをしているっ、早くしろっ!!』」

「お……？」

　よほど焦ったのか、スピーカーを切るのも忘れた様子で、偉そうな男は部下に指示を出していた。ちなみに、前野はその横でただオロオロしていた。

　ビーッ、ビーッ、ビーッ、と明らかに緊急警報っぽい音が鳴っている。

「おおおーっ、それだよそれ。強さとか期待してないから、そういうロマン兵器が俺は見たかったんだよ」

　今度はパッカリと口を開いた正面の壁の右サイドから、高さ十メートルはあるだろう木で偶く人形のような人型の巨大ロボが現れた。

「やっぱり、ＳＦっていったら人型巨大兵器か、合体ロボだよなっ!!」

　俺はぺろりと舌を舐め、割と素早い動きで腕を振り下ろしてきた巨大ロボの腕を避ける。

　警備ロボの残骸が上げる煙の中から飛び出して、顔と胸らしき位置から飛んでくる弾幕を、『天駆』で作った足場の上を跳ねるようにジグザグに避よけながら、その顔を切り飛ばす。

　そして、その断面に【炎車の陽剣】を突き立て、その内部を数千度になる高温の炎で焼き潰す。

　巨大ロボはそれであっけなく膝をついて、大きな振動と轟音とともに倒れる。

「『ば、馬鹿な……、こんな一瞬で』」

「さてと、そろそろ終わりにして帰るとしようか」

　ザンッ、と【炎車の陽剣】を五枚重ねになっていた強化ガラスに突き立てる。

　そしてもう一方の手に持った【風鼬の鎌刀】で切り裂いて中への入り口を作り、その部屋へと踏み込んだ。

「き、きさまぁっ!!」

「ひ、ひいっ!?」

「ふぅ、なかなか楽しいアトラクションだったよ。お礼に一瞬で終わらせてやる」

　二人とも腰が抜けてしまったようで、床にへたり込んでいた。

　俺は心剣を体の外側へと振り上げる。

「やっ、やめろっ!!　私の頭脳がどれだけこの国に貢献していると……っ!!」

「申し訳なかったっ、あやまるから、助け……っ」

「さようなら」

　ザンッ、ザンッ、と斬り下ろしと斬り上げの剣閃がＶ字を描いてその首を落とす。

　痛みも感じずに即死しただろう彼らから視線を外し、まるでインテリアか何かのようにショーケースに入れられた『闇精霊の衣』の元へと向かう。

「やれやれ、思ったよりも疲れたな。後は、あの女の化けの皮を剥いであっちの世界に帰るだけか」

　俺はショーケースを切り裂いて、『闇精霊の衣』をその背に羽織り、転移でその施設を後にした。






終章　故郷を捨てる






「『魔女殿、今まで助言をありがとう。だが、『宇う景けい海かい人と』、よりによって異世界から戻ってきた失踪者のことを隠し立てしていたあなたの指示には従えない。まさかと思って【高速のリーガル】殿にあなたを見張らせておいてよかった。幸い、決行日は明日だ。それでは魔女殿、世界線軸の交わる虚数空間にて、再び相まみえる日を期待する！』」

「あのアホ共がぁ……っ、変な知恵ばかり回しやがってっ!!」

（まさか、ここにきて彼のことを知られるなんて）

　『転移志願者』。

　私の研究の隠れ蓑みのとして利用するために扇動して、大おお西にしが使えない時の実行役代わりに使ってといろいろ利用してきた、頭の悪い男たち。

　彼らが妄想逞たくましいことは知っていたし、それを利用していいように使ってきたわけだけれど、私を尾行するとか、さすがにそんなことをするとは予想できなかった。ましてや、記者の『川かわ上かみ久く美み子こ』として『宇景海人』と会っていたところを見られただけで、その彼の素性を調べ上げるなんて。

「失敗した、後手に回るなんて……」

　ギリッ、と噛かみしめた奥歯が鳴る。

　絶対に余計な真似をされないよう、彼らが死体を解体している時の写真で金かな崎ざき悠ゆう斗とたちを焚たきつけてあのアホ共を処分してから『宇景海人』の回収を行う予定だったのに。

　こんなことならもっと早く計画を実行させて処分をしておくべきだった。あいつらがどれだけ使えないのかは、誘拐を指示したのに被検体を殺して運んできた時に分かっていたのに。

「……こうなったら、大西には明日計画を実行させるしかないか。学園に宇景海人がいないとなったら、どうせ警察に身柄を押さえるように要求するとかやらかす」

　もしそうなっても、警察が人質を引き渡すような真似をするわけがない。

　けれど、確実に世間に彼の存在が知られるし、そうなれば当然警察のマークもきつくなる。下手すれば数日前の警察署での爆発のように事故に見せかけて殺される可能性まである。

　つまり、そうなる前に攫さらわせないと、ドンドンと状況が悪くなる。

（結局あの子も計画に参加することにしたみたいだし、そうすれば『宇景海人』は家に一人きり。多少の無理は押し通して回収もできるはず）

　大西は守銭奴だから多少金額を吊つり上げてくるだろうけれど、金なんていくらでもくれてやればいい。最終目標さえ達成できるなら、何でも構わない。

　世界最大の魔術師になれば、金なんていくらで手に入れられる。

「ち、やっぱりやりやがったあのアホ共が……っ」

　停めた車の運転席に座ってスマホで確認した動画には、ばっちりと『宇景海人』という名前が載せられていた。

　ニュースサイトでＶＴＲとして流れる映像は加工されているようだったけれど、ほかのサイトで無修正の動画が広がる以上、ほとんど意味はない。

「やはり、早めに計画を実行させておいてよかった。連れ出すのに多少手間取ったみたいだけど、車に乗せられたなら後はそう失敗はしない」

　立てこもりが発生した学園の様子を車の中で窺うかがいながら、そろそろ身代わり人形を取引場所に向かわせることにする。

　土塊つちくれとたくさんの小動物の生き血と肉、そして木の骨格と、似せたい魔術師の血。それらをもとに作ることのできる私そっくりの身代わり人形は、命令を下して使役したり、意識を集中させて遠隔操作することができる便利な道具。

　魔素が薄いこの世界で、今の私が使える魔術の中では一番使用頻度が高い。

　なぜならこれを使えば、簡単に完璧なアリバイ作りをすることができる。危険な相手との接触も、安全圏にいたまま行うことができる。

　一度起動した後は、一日程度しか姿かたちを保てず、強い衝撃を受けたりしても白い砂の山になってしまうということ、それから遠隔操作には多大な集中力が必要になる欠点を除けば、これほど便利な魔法もない。

　私は目を閉じて集中し、あらかじめ用意しておいた身代わり人形を遠隔操作する。

　森の中を進めさせながら、取引場所の廃工場の一角を目指す。

（ふぅ、これなら思った以上に早く目的地に着けそうですね）

　そうな風に思った時のことだった。

「『すいませーん、ちょっといいですか？　夕陽テレビの者ですが……』」

（っ!?　しまったっ!?）

　少し気が抜けた瞬間を狙ったかのように開けていた窓の向こうから掛けられた声に、私は思わず身代わり人形の制御を解いてしまった。

　腹立たしく思いながらも、ここで騒ぎを起こすわけにもいかない私は得意の笑顔を使って適当にリポーターだという女を追い払って、再度身代わり人形に再接続する。けれど、運の悪いことに遠隔操作の切れた身代わり人形は森の中で盛大に転んで足を壊したようで、片足のままジタバタともがいているようだった。

「ちっ、ダメか……、解除！」

　遠隔操作の先、壊れた身代わり人形を破棄して白い砂の山へと変える。

　予備の身代わり人形は用意してあるけれど、これから向かわせるんじゃ、どうやっても取引の時間には間に合わない。

　仕方がないので、ため息をつきながら大西へとその旨を記載したメールを送ると、再び遠隔操作で身代わり人形を移動させていく。

　すると、しばらくして車の中に持ち込んでおいたいくつかの計器類が反応し始めた。

「おや、もう始めたのか、あの二人」

　ここまでの研究で、素養のない人間でも深く感情が高ぶると、周囲の魔素に影響を与えることが分かっている。

　取引現場には身代わり人形を向かわせ、自分はこうして学園のそばに張りついているのもそれが理由だった。実行犯二人の怒りや憎悪といった感情や、『転移志願者』たちの恐怖の感情が、もしかしたら転移が発生したあの学園で何かしらの作用を起こすかもしれないと期待したのだ。

　身代わり人形に肉体感覚はないから、まだ計器類で賄えない魔力の動きを追うためには、その場に本体が行くしかなかった。

「ひとまず木陰に座らせて……」

　先程と同じ轍てつは踏むまいと、遠隔操作の手を放さず、木陰に座らせ待機させておく。

　ある程度記録を取ったら、大西が待っているはずの取引現場へまた向かわせよう。

「それにしても……、あぁ、凄すごい。やはり、あの場所はかなり特異な場所のようね、空間の魔術的な運動量が高くなってる……。二人とも上う手まくやっているみたいねぇ」

　調査のために仕込んでいた機器からの反応を見れば、霊薬や魔法薬といったものを使っていないのに、私の研究室での反応並みの数値が返ってきている。

　私が研究室で行ってきた実験をこの場所で行えていたら、どれだけ研究がはかどったかと思うと、状況的に無理だと分かっているのに惜しい気持ちが湧き上がってくる。

「さすがは二回も世界の壁が崩れた場所です。っと、まずいですね、思ったよりも時間が……」

　気付けば結構な時間をいくつもの数値を眺めて過ごしてしまっていた。

　頭の中で展開させる理論や実験したい内容を考えて没頭しすぎてしまった。『宇景海人』を使って最初にどんな実験をするかまで思考を進めたところで、私はようやく我に返った。

「身代わり人形を急がせないと。って、なにこの数値は!?」

　まるでタイミングを見計らったかのように、計器類が立て続けに異常な数値を示す。

「故障……？　こんな数値、見たことない……っ」

　ご先祖様が残した資料から復元した、魔術が起こした奇跡のレベルを測る道具。その反応度合いを分かりやすいように現代の機械技術を使って改良した測定器が、異常な数値を示す。

「っ、しかもまだ上がる!?　これ、そんな、理論値からいって資料に残されていた大魔術レベルの魔法が……っ、あ、ありえない。魔素の枯渇した世界で、そんな高度な魔術が……っ」

　しかも、驚きもつかの間、更に数値が跳ねあがって……、故障も何もない、否定もできない大魔術が目の前で展開されてしまう。

「あぁぁああぁあっ、あ、あれ？」「ひいっ、え、あれ、そと？」「──ぁすけてぇえ、え、え？」

　ざわざわと学園を取り囲んでいた野次馬たちが騒ぎ出す。

　無理もなかった。何も知らない彼らからすれば、本当に何の予兆もなく、気が付いたら校庭に縛られた学生や教師が現れたように見えただろうから。

「転移の、魔術……？」

　思考が停止する。

　私がやっても、大掛かりな準備をして何日も時間を掛けて、それでようやく小さな消しゴム一つを数十センチ程度移動させることがやっとだったのに。

「ハハッ、凄い、凄いなっ、魔術のポテンシャルはやはりこんなことまで……っ」

　ゾワリと、熱せられた油のような血が昇ってくるのを感じた。

　私は興奮していた。調べたい、調べたいっ、調べたいっ!!

　けど、その感動が落ち着きかけると、不可解な疑問が湧き上がってくる。

「……いや、待て、待て待て待って。誰が魔術を使ったの？」

　あそこにいるはずの人間に、魔術を扱えるような知識のある人間はいないはず。

「いったい、誰が……？」

　その疑問に答えてくれる人は、誰もいなかった。





　　　　☆






「…………っ、くそっ、どうして連絡が取れないのっ!?」

　またしても不在案内しか返ってこない電話に、私は乱暴にスマホを自室のソファに放り出した。

　学園の立てこもり事件からもう三日が過ぎた。

　けれど、立てこもり事件は今なお、いや、事件が発生していた時よりもずっと騒がれていた。

　あれからしばらくして、警察の部隊が突入した時、学園の中にはすでに誰もいなかった。

　残されていたのは、ネット上で『転移志願者』たちが要求を訴えた動画の場所である校長室に転がる無残な死体だけ。

　憎しみを持って惨ざん殺さつされていたのは明らかで、警察は事件が騒がれる要因を少しでも消すためにその事実を公表しなかった。しかし、ネット上に顔をモザイク処理した二人の男女が、『転移志願者』の犯人たちを虐殺する動画が流れ、警察の思惑は外れることになる。

　テレビは連日その事件のことばかりを報道していた。

「誰も彼も……っ、大西どころか、金崎悠斗、それに舞まいにまで連絡がつかないなんて……」

　途中まで『宇景海人』の誘拐は順調だと言っていたのに、身代わり人形が取引場所に到着した時、その場には誰もいなかった。いくら待っても大西は現れず、連絡もつかない。

　どういうことかと宇景家に様子を見に行っても、人の気配はまるでしない。

　テレビで事件の状況を知った時も、筋書きとは違った状況に頭を悩ませた。

『川上久美子』として『転移志願者』たちを処分する計画を立てさせたのは私。そして、明言はせず、自分で考えたように『転移志願者』たちの死にざまを抑止力で使うという名目を与えたのも私。

　けれど、その動画は私が受け取って、念入りに正体がバレないように加工した後、世間の目には触れないぐらい見つけにくく偽装した『転移志願者』たちが集まる裏サイトに載せる手はずだった。

　実行役になる二人が捕まらないためにも、こんなに大々的に騒がれないようにする計画だった。

　けれど、事件以降ぷっつりと誰からも連絡が途切れ、何が起きているのか分からず、暗闇の中にいるようだ。

　そう、私は、焦っていた。

「ぁあっ、イライラするっ、素体がないと研究がすすめられないっ！　学園も封鎖されちゃって調べに入れないっ!!　どうしてこんな上手くいかな……」

「学園に行きたいのか。じゃあちょうどよかった」

　瞬間、背筋に氷を滑らせるようなぞっとする声が聞こえた。

「誰っ!?」

　振り向いた先、そこにいたのは一人の男だった。

　皮製の鎧よろいに、黒いマントを羽織った装いはファンタジー世界から抜け出てきたような格好。

「う、宇景くん？　その格好はどうしたの？　というより、どうして私の部屋に？」

　私は反射的にいつも彼の前で演じていた取り繕った話し方をしていた。

「……ふうん。改めて見てもずいぶんと出来がいいな。いい面つらの皮してるよ」

「え、えっと、何の……、あぐっ!?」

　状況を把握するために頭を回し始めた途端、ビリリリッ、と比喩でなく全身に電気が走る感覚がした。

「現代技術と魔工学もどきの融合か。……ったく、なんで君なんだよ。せめてほかの奴だったら、後味の悪い思いであっちの世界に戻らずに済んだのに」

「………が、……ぐ、ぅ」

「君は舞のいい友達だと思ってたのに。なんだっていつもこんなんばっかりなんだろうな」

　一瞬だけ酩めい酊ていした視界に、次の瞬間に感じたひやりとした床の冷たい感触。

　長時間正座をしすぎた時の痺しびれを増幅したような感覚が全身を襲って、上手く呼吸するのも難しい。




「聡美ちゃん、正直俺は、二人に任せるのも嫌なぐらいには、妹を傷つけた君が憎いよ」




　そうして、私は体の自由を痺れに奪われたまま、随分と久しぶりに本名を聞いた。





　　　　☆






「…………本当に、この世界は残酷だ」

　魔法について知識がありそうだからと、警戒して掛けた鑑定で表示された名前を見た時は見間違いかと思った。なぜなら、彼女は、俺がこの世界に戻されるよりも一ヶ月前に死んでいるはずで、舞が『転移志願者』を憎む理由の一つになっていたはずだからだ。だが、『川上久美子』が行ってきた非道の痕跡は、彼女が住んでいた家の地下に色濃く残っていた。

「……せめて二人にする弁明は、醜いものじゃないといいんだけどな」

　なんとなく、そうはならないんだろうと思いながら、それでもそんな言葉を落とした。

　俺は【雷らい槍そうの涙るい刃じん】の電気を操る能力で痺れさせた川上さん、いや、聡さと美みちゃんを抱え、既に隔離を終えた学園の教室へと転移する。

　そこには憎悪を隠そうともしない目で聡美ちゃんを見る悠斗と、複雑な顔で聡美ちゃんを見る舞がいた。

「お帰り、海人。それから、川上さん、いや、聡美ちゃん、って言った方がいいのかな」

「兄様……、本当に、彼女が……？」

「あぁ、簡単な魔術も組み合わさってるみたいだから、今の二人には見抜けないだろうけどな。残念ながら……」

　俺は一見して何も見えない首元に指先を掛け、継ぎ目から引き剥はがすようにその仮面を剥いだ。

「この通りだ」

　よくできたかぶり物を剥いだ下、俺にも見覚えのある顔がそこにはあった。

「聡美……、本当に、生きて……」

「……なるほど、魔法って本当に厄介だね。僕らはずっと騙だまされてきたわけか」

「……が、ぐ……、う」

　痺れたままでは返事ができないから、俺は手足を手錠で拘束し、その麻痺を回復させてやった。

「それでもう喋しゃべれるだろ。二人に向けて弁明するといい。死ぬ前に、言いたいことの一つや二つはあるだろ？　二人の質問が続く時間だけが、お前が生きていられる時間になる」

「……っ、そう、あの転移の術を使ったのは海人さん、あなたなんですねぇ？　なるほど、神域で魔力を取り込んだわけですかー」

　その口調は、『川かわ上かみ久く美み子こ』としてのものではなく、記憶の底にあるふわふわとした喋り方をする『斎さい藤とう聡さと美み』のものだった。

「……あの時死んだ聡美は、なんだったんですか？」

「あー、あれはぁ、身代わり人形っていう魔術と、血ち糊のりとかを使って作ったんです。学校とか年齢とか親とか、私が世界一の魔術師を目指すのにいい加減面倒になってきたので、『斎藤聡美』は死んだことにしようと思ったんです。攫われたことにして消えてもよかったんですけど、ちょうど別口で失踪事件の時の魔術の対象になった人の情報を聞きつけたので、そっちの誘拐を隠すのにいいかくれみのになるかなーって思って。殺人事件なら大騒ぎになるじゃないですかー」

　コロコロと笑いながら聡美は話す。

「でも、いい結果にはならなかったんですけどねー。舞ちゃんが来ちゃった時は焦ったし、隠そうとしてた誘拐は、『転移志願者』が死体にして持ってくるんだもん。困っちゃいますよねー」

「っ！」

　あぁ、くそ、今すぐこの場で俺が手を下したくなってきた。

　罪悪感の欠片かけらもなさそうな様子に、舞が顔を歪ゆがめる。

「……ねぇ、聡美、どうして？　聡美が優ゆう紀きをあんな目にあわせたの……？」

「えぇ、そうですよー？　だって優紀ちゃんったら、私が香か織おりちゃんで実験してるのに気付きかけて、私のことを疑ってきたんですよー？　だから、余計なことされる前に、実験の材料にしました」

「っ!!　実験、実験か……っ」「っ！　どうして……」

　フワフワとした甘ったるい喋り方をする聡美に、二人が顔を歪める。

「どうしてですか、聡美。私たち三人、親友じゃなかったんですか？　あの日、病院で泣いてくれたのは嘘うそだったんですか？」

「そんなわけないですよー。二人とも大切だから、最初は優紀ちゃんと舞ちゃんは材料にしないつもりだったんですけどー、お友達だったのに私を疑うなんてひどいじゃないですかぁ。そんなの、裏切りですよね？　私、すっごく傷ついたんです。だから、代わりに優紀ちゃんに実験に協力してもらったんです」

「っ、聡美、あなたは……」

「あ、舞ちゃんまで私のことそんな目で見て……、お友達なのにひどいっ!!」

「…………もう、いいです。あはは、私、バカみたいです……。こんな子のために、おかしくなりかけて、兄様にまで迷惑を掛けそうになってたなんて……」

　それは、舞が血を流しながら聡美ちゃんへの情と一緒に心の一部を断ち切った瞬間だった。

「……じゃあ、僕も聞いていいかな？　どうして、香織ちゃんを攫ったんだい？」

「え？　別に理由なんてありませんよ？　強いて言えば、一番楽そうだったからです」

「は？」

　キョトンとした顔を晒さらす聡美ちゃんに、悠斗もまた、困惑の表情を浮かべる。

「あの子が一人で公園にいるところを見つけまして。『詩し織おりお姉ちゃんを助けるのに協力してほしい』って言ったら簡単についてきてくれちゃいまして。理由としてはそれぐらいです」

「そんな、理由で？　そんな理由で香織ちゃんは……、ククッ、アハハハハッハッ!!　アハハハハハハハハッ!!」

　悠斗はもう、笑うしかないと声をあげる。

　前髪をかきむしるようにクシャリと潰つぶしながら、その目の端に涙を浮かべる悠斗を見て……、俺自身を重ねてドンドン怒りの感情が湧いてくる。

「……おい、くそ女、それでお前は、何を目指してたんだ？　何がしたくて、今日この場まで生きてきた」

「それはもちろん、世界一の魔術師になりたいからです！　海人さんも、神域で力を得たなら分かるでしょ？　世界に穴を開けて、魔力の枯渇した世界を魔力で満たせば、この世界は神話の時代の力で一杯になるんです。その一番最初の濃い息吹に包まれれば、ご先祖様の強大な魔術師の才能を受け継いだ私は、どんなことでもできる魔術師に……」

「お前が、世界一の魔術師？　無理だろ、才能なんて欠片もないよお前。だって、この世界で魔法が使いづらい原因が、魔力がないからなんて思ってるんだろ？　そんな勘違いをするレベルの奴が魔術師になったって、せいぜいが二流どまりで終わるだろうさ」

「……はぁ、これだから魔術の素人さんは。ちょっと大きな力を使えるからって、知ったかぶりをかますと恥をかきますよ？　黒くろ井い家の秘伝書の記述を信じるなら、あなたは神域で吸い込んだ力で無意識に術の補助をしているんです。確かに、ここの魔力量は大きくなっていますが、それは、ここが二度も世界に穴を開けた場所だからです」

「……まぁいい。お前みたいなタイプは何を言っても無駄だからな。これで終わりだ。二人はまだこいつに聞きたいこと、あるか？」

「いや、いいよ……。正直、僕の手で縊くびり殺してやりたいけど、今の僕じゃ力が足りないから。海人に任せた方がずっといい」

「…………兄様、私はもういいです。舞の中で聡美は、あの日に死んだんです」

　床に転がったままの聡美に向ける二人の目は対照的だった。

　悠斗の目には、凍った炎のように強烈な憎悪が宿っている。

　舞の目には、まるで壊れたおもちゃを見るような冷酷な無感動さが宿っている。

「ひどいなー、二人とも。……でも、おかげで十分時間はかせげちゃった。魔法陣・起動！」

　クスリと邪笑を浮かべた聡美がそう言うと、ブゥンッと五角形を組み合わせたようなバリアが発生した。

「クスクス。手錠程度でいい気になっているからこういうことになるんです。私が解除しない限り、この結界は解けません」

「……一応聞くが、それでどうするんだよ」

「すぐに警察に来てもらいます。この場の魔力は、魔法陣の維持で消費されますから、転移なんて大魔術は使えませんよ？　あなたたちが警察に捕らえられている間に、この学園の敷地を私が買い上げて近づけないようにします。この場でなければ、あなたたちには高位の魔術は使用できないでしょう？　それで私は存分に願いを叶かなえることができます！」

　……こりゃダメだ、あっちの世界にもいたが、自分を特別だと思うが故に、何の根拠もない都合のいい仮定を真実と思い込める輩やからだ。

　整合性の取れていない穴だらけの理論を、絶対の真理だと信じている。

「……もういい、とっとと先に進めることにしよう」

　これ以上話をしても無駄だと、俺は話を打ち切る判断を下す。

「────わが身は全ての上に立つ。

　────従えぬなどありはしない。不可能などありはしない。

　────この世の全ては俺のもの、全ての法は俺のもの。

　────全てはわが身の規定のままに。わが身が冠する力のままに。

　────千変万化の世界の城が、驕おごり高ぶり駆けあがるまで。

　────【大罪の剣つるぎ・驕きょう傲ごう城じょうの唯ゆい一いつ王おう】」

　俺が手にしたのは、小さな王冠を束ねて作られた長い鎖。

　その先へと繋つながるのは、金の髪をした小学生くらいの男の子。

　頭には燦さん然ぜんと輝く王冠をかぶり、絶対強者としての自信に満ち溢あふれた表情は、不敵に周囲を見下している。宙に浮く玉座に腰を掛け、片肘をついて周囲を睥へい睨げいしていた。

　その姿はまさに、傲ごう慢まんの名を冠するにふさわしい態度だった。

「『ふん、ようやくか、随分と時間が掛かったな、無能な男め』」

「うるせぇよプライド。目立ちたがりのガキめ。なんで封印状態のくせに俺の夢に出てきてるんだ」

「『封印？　馬鹿をいえ、この世の全ては俺のもの。全ての在り方の定義は俺がするのだ。それよりもこの俺がせっかく忠告してやったというのに、その態度は何だ、ひれ伏せ平民が』」

「ざけんな。それより仕事だ。下命を使う」

「『ほう、いいのか？　貴様はこの下命の力を嫌っていたと思ったがな』」

　面白そうな顔で見下してくるプライド。

「あぁ、その通りだよ。好きじゃないが、お前の能力は極めつけだからな。あっちの世界に戻るにはお前の力が必要だ」

　俺が手にしている七つの大罪を模した心剣はどれも破格の力を有しているが、その中でもこの傲慢の心剣の能力は、極悪だ。

　他の剣と違い、デメリットは使用後に一つ。複雑な使用条件は一つもない。

　だが、俺はこの剣の力が好きではなかった。

「『で？　今回、お前はこの世の在り様をどのように変えるのだ。言ってみるがいい』」

「使う材料は、こいつだ」

　そう言って、俺は目の前でこっちを見てニヤニヤと笑っている聡美を指さした。

「こいつの存在全てを、向こうの世界とつなぐ門にしてくれ。もう二度も門が開いた場所だ。十分な材料になると思うが？」

「『ふんっ、まぁよかろう。ようやく外に出られて、俺は大変に気分がいい』」

　よし、これで問題なさそうだ。

　存在丸ごとを材料にするといっても、一人でおおよそ二百人の代わりになるか心配だったが、どうやらこれで足りるらしい。

「ふーん、精霊召喚の術ですか？　何をするつもりか知りませんが、この結界は魔法も弾はじきますから無駄ですよ？」

「そう思うなら、そう思ったままで消えてゆけ。考えを変えるような思考の余裕はすぐ失くなる」

「分からないひとですねぇ～、この結界はご先祖様が生み出した最強の結界です。どんな魔法でも弾く力が……」

「万物は従え、我が望む在り様に歪め。『王の下命』」

　その瞬間、ひっくり返った王冠が宙に現れ、結界ごと聡美を取り囲むように地面に突き刺さる。

　それは透明な王冠。存在の尊厳を奪ってしまう、外げ法ほうの力。

　他者を、自分が定義する何かへと存在ごと変わることを強いる力。

　王の下命に、逆らえる者はいない。

「この能力はな、お前から存在の全てを奪う力だ。命や魂だけじゃない。お前という存在自体が、最初から今から生み出される何かだったということになる」

「存在の消滅？　そんな魔術は神の領域に踏み込んだレベルの奇跡です。大言壮語が過ぎますよ？」

「神の力？　違うな、これは、どっちかっていうと悪魔の力だよ」

　瞬間、クルクルと回っていた透明な王冠が回転を止め、押し潰されたかのように形を歪めていく。

　それと同時に、誰もいない空中に、今度は金色の王冠が現れた。

「こいつは、さっきも言ったが、一番最初から『ないもの』として世界を作り替える。ここにいる俺たち以外、お前は最初から存在しなかったことになる。当然、お前がしてきたことは、別の誰かが、あるいは別の何かが起こしたことになる。お前のここまでの人生は何一つなくなる。そして、未来もなくなる」

　透明な王冠が縮まった分だけ、金色の王冠が大きく広がっていく。

「っ!?　どっ、どうしてっ!?　なんで結界をすり抜けてくるの!?」

「肉体も魂も、全てなかったことになるから、生まれ変わることもない」

　そして、と俺は続けた。

「存在が消滅していく痛みっていうのは、相当きついらしいぞ」

「っ、ァアァァァァァァァァァァァァァァァァァアアアアアアアアアアアッ!!」

　ついに透明な王冠の縁が聡美に触れる。

　その時に聡美からあがった声は、想像を絶する苦痛を込めた悲鳴だった。

「ナニコレェええええや、やめ、ヤメッ、奪わないでぇええぇええええぇええええぇっ!?」

　錯乱してしまったかのように叫ぶ聡美。

　だが、そんな懇願など聞くわけがなく。透明な王冠は聡美の体を飲み込んでいく。

　それにしたがい、血が滲にじんでいくように薄いピンクが王冠に混じっていく。

「アハハハハハッ！　自業自得だくそ女っ!!」「聡美、声がうるさい。自業自得です」

　黙って流れを見守っていた悠斗と舞はどちらも吐き捨てるように言葉を吐いた。

　だが、聡美にはその声も聞こえていないんだろう。

「イヤッ、イヤッ、イヤァアァアアアァアァアアアァアァ!?」

「あぁ、もっと喚わめけっ、香織ちゃんが受けた苦しみ以上にっ、もっと、もっとっ!!」

「『なかなかいいことを言うではないか、さすがは海人の友人か。クククッ、そうだろうなぁ、やはり下等な人間の悲鳴は心地良い。極上のオーケストラに匹敵する味わいだ』」

　悠斗に同調するようにプライドは目を瞑つむり、悲鳴に浸るように嬉うれしげな表情を作る。

　随分と長い間、空気を引き裂くようにあがっていた悲鳴。

　それが止まり、完全に潰れ切って板状になった王冠の色は、どす黒い紅べに色まで濃くなっていた。

　そして、直径三メートルはあろうかという大きさまで成長した金の王冠がくるりと九十度傾いて、光の幕を張った円形の入り口が現れる。

「さて、それじゃあ二人とも準備はいいな？　これをくぐっていった先が目的地に続いているはずだ。さすがにどこに出るかまでは未知数だが……」

「行きましょう、兄様。離れ離れは、もう嫌だから」

「そうだね。どうせもう、この世界に対する未練は何もない」

　別々の場所に飛ばされたりすることのないように、俺を中心に手をつなぎ、異世界への扉へと目を向ける。

　向こうにいた時はアレだけこっちの世界に帰りたいと願っていたのに、今の願いは全く逆なんだから皮肉なものだ。

「さてと、鬼が出るか蛇じゃが出るか。どっかのダンジョンでもいいから現在地が分かる場所に出てほしいが……」

「初心者としては、鬼も蛇もでない、始まりの町的場所がいいんだけど……」

「まぁ、所しょ詮せんは兄様のすることなので、高望みしても始まりません。魔王城の目の前に出るぐらいの気持ちでいるべきです」

「舞さんや舞さんや、そういう物騒なフラグは立てないでくれませんかねぇ……」

　俺たちは、そうして、一度も振り返ることなく、異世界への門をくぐった。






エピローグ






　門に踏み込んだ瞬間、感じたのは水流に押し流されるような感覚だった。

　日本に帰ってきた時は落ちるような感覚だったが、今度は重力に逆らって押し上げられるような感じだった。

　そして、日本に戻ってきた時に感じた、あの無数の手のような何かに魂の欠片かけらを引き剥はがされるような感覚は感じなかった。

「…………ぉおおおおおっ!?」「…………に、兄様ッ、兄様!?」

　とはいえ、冷静でいられたのは俺だけだ。悠ゆう斗とと舞まいはこの空間に大分面食らっているようだった。

　俺はというと都合三度目ともなれば、異世界跳躍にも慣れたものだ。

　何色と名前が付けられない空間の中を駆けていく。

　一度目の時は、何が何だか分からないまま、自分の魂の奥底を引き上げられる感覚を感じていた。

　二度目の時は、魂を何かに引き剥がされるような感覚とともに記憶を奪われた。

　どちらも突然の事態に焦るばかりだったが、今回は違う。

　冷静に状況を把握できるからこそ、ゾクリと冷たい舌で背筋を舐なめ上げられるような気配を感じた。

（っ、なんだ……!?）

　世界と世界の狭間はざま。

　この空間には、何かが根を張っている。それも、今まで感じたことがないほど強大な気配。

　直接対たい峙じするだけで、確実に命の危険を覚悟しなければならないレベルの存在。

「『ふむ、三回目ともなれば視線に気が付いたりするのですね。何にしてもイレギュラーイレギュラーイレギュラー。うふふっ、面白いっ』」

　思わず息をのんだその瞬間、その場の時間が切り取られたように止まった。

　声の圧力だけで全ての反抗心を摘つみ取られるような感じがする。

　ここまで圧倒的な力の差を感じたのは、邪龍と初めて対峙した時ぐらいだった。

（……っ）

　息が詰まる、会話にすらならない。

「『せっかく存在に気が付けたのですから、あなたには【[image: ]】を授けましょう。それと、神の術を振り切った褒賞代わりに、おまけもつけてあげます。それではお行きなさい、あなたがしたいと欲するまま、生き足あ掻がくといいです』」

　瞬間、ヒュンッ、と何かが俺の中に入ってくるのを感じた。

　そして、それが何なのかも分からないまま、止められていた時間が動き出す。

　それと同時に感じていた視線も消え、一気に圧がなくなった。

「い、今のは……」

「ど、どうかしたのかい？」「兄様、失敗ですか？　失敗兄様ですか？」

「ちっげぇよっ！」

　二人は今のに気付かなかったようだ。

　だが、いろいろ考える間もなく、異世界跳躍は終わりを告げる。

「どわっ!?」「うぐっ!?」「ひうっ！」

　華麗に着地をするつもりが、両手を握られて体勢を正せなかったこともあり、三人まとめてスッ転ぶという醜態を晒さらすことになった。

「ぐっ、くそ、無様だ……」

　俺は少し憮ぶ然ぜんとしながら立ち上がり、周囲を確認する。

　どうやら、たどり着いたのは、森、というには少し浅い、林のような場所だった。

　ただ、特徴的なのは、その地面だ。

「ぺっぺっ、ふぅ、ここが異世界か……」

「うぅ、口の中がじゃりじゃりします。着地はどうにかならなかったんですか、ダメ兄様」

　悠斗と舞もそれぞれ立ち上がり、服に付いた砂を払って興味深そうに周囲を眺める。

「……兄様、ファンタジー世界の樹木は、地面が砂でも生えてこられるものなんですか？」

　舞が上げた疑問はもっともなものだろう。

　なにせ、赤々とした葉を付ける水色の樹皮をした木がバネのようにやたらめったらと幹をくねらせて、砂漠のような水気のない砂の地面に植わっているのだ。

「そういう品種もあるっていうだけだ、ファンタジー植物もそれなりにはあるけどな」

　とりあえず、魔王城のど真ん中に転移するなんて展開にはならずに済んだようだ。

　だが、特徴的な砂地の地面と、ファンタジー植物のおかげで、ここが獣国、ないし、獣国の近くのどこかというのが分かる。

　気候か地質の影響なのか、ファンタジー植物が群生し、森や林レベルになるのは獣国の付近だけだ。他の場所でもある程度育ちはするが、自然の中で旺盛に繁殖はしない。

「『何でもよいが、海かい人とよ。俺はもう疲れた。今日はもう休むとする』」

　と、会話に入ってきたプライドは少し憮然としてそう言った。

　お前ら、疲れるとかあるのかよと思ったが、それを言っても何も始まらないし、どうせいつものことなので口にはしない。

　スッ、とプライドが俺たちが通ってきた王冠へと手を向けると、急激に大きさが縮んでいき、やがて指輪のサイズまで小さくなってプライドの手の中に収まる。

「『それでは、今回の対価を徴収していくとする』」

「そうか、で、今回は何を持っていくんだ？」

　プライドは能力を使うと、勝手に俺の中に戻ろうとする。

　その基準はよく分からないが、一度俺の中に戻ったら一週間は呼び出すことができない。

　そして、プライドは俺の中に戻る前に、俺から何かしらを徴収していくのだ。

　ある時は四肢の一つを三ヶ月間奪われた。またある時は一ヶ月ものあいだ視力を奪われた。ＭＰを奪われて一切心剣が使えない状態に落とされたこともある。

「『そうだな、半年間、左腕をもらい受ける……、としようと思っていたのだがな。残念ながら得体のしれない何者かからすでに対価は受け取っている。随分と押しつけがましい【おまけ】だったがな』」

（？　……あっ、おまけってもしかしてアレのことか？）

　世界と世界の狭間の空間にいた、恐ろしい何かのセリフを思い出す。

　確かに『おまけをつける』と言っていた。

「『よって、今回に限り徴収するものはない』」

　そんなことを考えている俺を差し置き、プライドは俺の中にさっさと戻ってしまった。

　よく分からないが、儲もうけものだった。

　そのはずなのに、どうしても居心地の悪い、高い買い物をしたような感じがしていた。

「……さて、とりあえず移動するぞ、正確な場所はまだ分からないが、俺の予想通りなら、この森を西に抜ければ街道があるはずだ。そうすれば町までは……っ、二人とも下がれッ!!」

「え？　ふみゅっ!?」「うぉわっ!?」

　気配を感じることができたのは、殺気を向けられる直前だった。

　二人を抱えて跳び下がった場所に、木で出来た触手が伸びてきて突き刺さっていた。

　その触手は異様の一言に尽きた。

　捻ねじれ曲がった黒い木が絡み合い、表面は毛羽立ったイボだらけ。

　しかも、そのイボには歯茎と歯だけの小さな口が無数についている。その口はガチガチと歯を鳴らしながら、周囲の魔力を取り込み続けている。

　その様子を見た瞬間、俺の思考の歯車に小石が挟まった。

「ヴアヴヴァヴぁああ……」

　そして、現れたのは人らしきなにか。

　両腕が木の触手に繋がり、まるでゾンビのような虚うつろな目をした元人間。

　俺はその姿に見覚えがあった。

「…………魔ま煌こう樹じゅの分体なのか……？」

　ありえない、ありえない、ありえない。

　なぜ、どうして、なんでこんな奴らが現れているッ!?

（まさか、レティシアの種が芽吹いたっていうのか!?）

　サァッ、と血の気が引いていくのが分かる。

　考えたくもない最悪の想像。

（もし、レティシアの中の根付いた種が芽吹いて、そして暴走を始めたのだとしたら……）

　それは、一度目の世界の焼き増しだ。

　魔煌樹の分体は、その名の通り魔煌樹になって暴走してしまったレティシアが人の死体を取り込んで生み出す魔物の一種だ。

　こいつらがいるということは、逆を言えばレティシアが魔王の核、種の暴走に取り込まれ、大きく根を張る世界の維持装置へと成り果ててしまっているということ。

「か、海人？　あれが、魔物なのか？」

　その元の世界では異様な生物としての姿に、悠斗が戸惑いの声を漏らす。

　瞬間、体だけが相手に反応した。

「篝かがりの火よ、『共食いする火狐ガウランディ』」

　心剣の構成と、能力の行使。

　流れるように振るう【炎車の陽剣】から、二匹の炎で出来た狐きつねがその分体へと噛かみつき、その全身が火に包まれる。

「ブババウぶブバウバうあバブぁア……っ!?」

　数秒経たずに黒い炭の塊に変わると、炭化した死体は地面に倒れ伏すと同時に砕けた。

　だが、俺の中に湧き起こる焦燥感はそんなことでは消えなかった。

「そ、んな……、そんな……」

「兄様？」「海人？」

　呆然とする俺に掛けられた言葉に、返事をすることができなかった。

　一度目の世界でも感じていた絶望が、再びヒタヒタと忍び寄ってくる音が聞こえる。

（またなのか……？）

　圧倒的な無力感。

　目の前が暗くなり、体が端から崩れていくような終わりの気配。

（また俺は、何もできないまま、あいつを救うこともできなか……）

　と、そんな考えに囚とらわれかけた瞬間のことだった。

「……ぅぉぉぉぉぉぁぁぁあぁぁあぁああああああああっ!!」

「へぎゅっ!?」

　ダァアンッ、という衝撃と共に上から何かが俺へと落ちてきた。

「…………凄すごいな異世界。本当にファンタジーだ。末すえ彦ひこに借りた本で、こんな展開見たことあるよ」

「……悠斗さん？　兄様に、あの本の主人公ほどの男気はありません。よって、ボーイミーツガールは始まりません。そうですよね？」

「え、あ、いや、そ、そうだね、うんうん、あれはフィクションだからね、現実とは違うから」

「その通りです、分かっていただけて幸いです」

　何か舞と悠斗が話している声が聞こえたが、何を話しているのかは聞き取れなかった。

　もうもうとした砂煙が地面から舞い上がっている。

　俺は物理的に突然遮られた思考に、クラクラとする頭を押さえて立ち上がる。

「いったい何、が……」

　そして、俺へと落ちてきたのがなんなのか、いや、誰なのかを理解した瞬間、まるで時間が止まったかのような衝撃を受けた。




「ぺっ、ペッ、あーもうーくそ、砂が服に入ってきた、うー、最悪じゃ」




　何度も焦がれた、彼女の声。

　聞き間違えるはずもない、その声。

「…………」

　唐突に一陣の風が吹いた。

　舞い上がる砂すな埃ぼこりは風に吹き散らされ、目の前の視界が開ける。

「っと、誰だか知らぬが迷惑を掛けたの、怪我はしておらんか？」

　太陽の光を受けて、その深紅の髪が揺れる。

「っ、レティシア!!」

「は？　ぬにゃっ!?」

　目の前の存在を認識した瞬間、気が付けば俺はレティシアを抱きしめていた。

　会いたかった、会いたかったっ、会いたかったっ!!

　俺を取り込みかけた絶望が、その姿に取り払われる。

「よかったっ、無事だった、また、会えた……っ」

　理由なんていい、理屈なんていい。

「はな、離すのじゃっ、いったい何をして……っ」

「イヤだっ!!」

　体を押しのけようとする腕を無視して、華きゃ奢しゃな体を無理やり抱きしめる。

「離すかっ、もう二度とッ、離してたまるもんかっ!!」












　何もかも全部置き去りにして、ただ、抱きしめたレティシアの存在を感じていたかった。

　何度も何度も、どうしてレティシアから離れてしまったのかと後悔して。

　夢に見るたび、手のひらから零こぼれ落ちていったこのぬくもりを思い出して。

「っ!!　何をするかこの戯たわけ者がぁあああああ!!」

「ぼぐっ!?」

　だが、そんな俺を現実に引き戻す叫びと衝撃が、俺の腹部を襲った。

　極度の身体強化を施された拳にたまらず吹き飛ばされてしまった俺は、大量の砂埃を舞い上げながら背後の木まで吹き飛ばされた。

「まったくっ、何じゃ貴様はッ」

　仁王立ちしたレティシアが怒りの声をあげる。

「打ち漏らした最後の雑魚を追ってきてみれば……、木を踏み外して落ちるし、獲物は既に狩られておるし、変態に抱きつかれるし、まったく、散々じゃ」

　ふんっ、と鼻を鳴らしてレティシアは綺き麗れいな髪を払う。

　俺は地面に倒れて大の字になったままだった。

「本来ならこの場で八つ裂きにしてやるところじゃが……、運がよかったの。妾わらわは今忙しい、見逃してやるからしばらくそうしておれ、戯け者め」

　レティシアは俺を軽く一いち瞥べつすると、そんな辛しん辣らつな言葉を投げかけ、空中浮遊の魔法を使ってその場から立ち去ってしまった。

　俺はというと、体の芯に響くダメージがまだ抜けないままで、立ち上がる気力も回復しないままだった。

　目まぐるしい展開に、抜けた気がどこかにごっそりと持っていかれて戻らない。

「っ、あははは、よかった……」

　レティシアが生きていた、無事だった。

　一度目の時のように、そばにもいられないうちに、また失なくしてしまったのかと思った。

　あんな思いは、もう二度と……。

「に、い、さ、ま？」

　ずいっ、と俺の視界に舞の顔が割り込んできた。

「あー、えっと、舞……？」

　若干寝ぼけていた頭が、笑いながら般若を背負う舞の顔を見て完全に現実へと叩たたき戻される。

　そして、今起こった一連の流れを、客観視したらどうなるのかを考える。

「……あーぁ、僕は知らないからね、海人」

　ため息をついて『僕は無関係です』とばかり素知らぬ顔をする悠斗。

　あの裏切り者にはあとでなにか正義の鉄てっ槌ついを下してやろうと決めながら、ひとまずは目の前にいる鬼の化身を鎮める方法だけを考える。

「ま、待て、いやほら、いろいろあるんだよ。感極まってたんだよ。あるだろそういう空気というか、不可抗力の事故と同列に扱われるべきエロい感じと無関係な行動として許される空気が、あるじゃん？　あるよね？　あるべきだと、思うわけだよ。あれだよ、物語のラストのキスシーンとかどんなに抱きしめ合ってキスしてても決してエロくはないと……」

「うふふ、舞はとても残念です。ねぇド変態の犯罪者兄様？」

　あ、これダメな奴だ……。

「小柄な女の子に突然抱きついて、嫌がる相手を無理やり押さえつけて……」

　木の根元に寄りかかるように座っていた俺の肩を、舞の手が掴つかむ。

「えっと、まって、説明するから、無駄でもいいから弁明のきか……、ぎゅうっ!?」

　ハンズアップで無抵抗を主張する俺の頬ほおを、舞は肩を掴んでいるのと反対の手で挟み込む。

「兄様？　今の兄様に発言権は存在しないんですよ？」

「ほぉ、ほぉんな」

「うるさいですよ、このロリペドフィリア兄様」

「ほりへど!?」

　幼児性愛ペドフィリアって、確かにレティシアはあまり育った体形じゃないが……。

　幼児というほど幼いわけじゃないぞ。それに貧乳は貧乳でいいもの……。

「兄様、舞がこんなに悲しんでいるというのに、何を考えているのですか？　ねぇ兄様、今は舞とお話し中なんですよ？　ねぇねぇねぇ、分かってるのですか？」

「ほはひっ、ほはひほっ!?」

　目に光のない舞に詰め寄られて、俺は『ごめんなさいもうしませんので許してください』と謝り倒す羽目になった。










「さて、気を取り直して町に向かうとするか」

「理性を失くしたケダモノになった兄様のせいですけれどね？」

「まぁ、僕も気持ちは分かるけどさすがに自業自得かな？」

「さてっ！　気を取り直して町に向かうとするかっ!!」

　ジト目で見てくる妹と、呆あきれつつも苦笑する親友の言葉を強めた語気でブッタ切って言った。

　この世界に戻って早々にゴタついてしまったが、それはひとまずさておき、いつまでもこうしているわけにもいかない。

　まずは町で情報の収集と整理をする必要があるだろう。

　舞と悠斗も鍛え上げないといけない。

　この世界に戻ってきて、かなり薄れているがミナリスとシュリアとの繋がりをはっきりと感じる。二人がそうやすやすと殺されるとは思わないが、少しでも早く合流しておきたい。

　メテリアのことも当然気になる。

　俺を元の世界に送り返したのはあいつだ。あの場にはミナリスとシュリア、メテリアが残されたことになるが、ミナリスとシュリアはどうやって生き残ったのか。

　そして、今しがた遭遇した魔煌樹の分体らしき魔物。レティシアが魔煌樹になっていないとしたら、あれはいったい何だったのか。

　魔煌樹の分体の割に弱く、あっさりと倒せたのも気になる。

　それに、ここが獣国だとしたらあいつがいる国だ。

　拳一つで数多あまたの魔物を倒し、多くの命を救い、そして、俺の信頼を裏切ってレティシアの死の原因を作った男。

　そして、レティシアがいるということは、この国にもう一人、殺さなきゃいけないあいつも来ているはずだ。

　レティシアの死を招いた存在が二人ともこの国いる。

　問題は山積みで時間もそう残っていないのだろうから、どうやって殺すのか、しっかりと考えなきゃいけない。

　さぁ、考えよう。

　考えて考えて、死ぬほど考え抜いて、どうすればより深くあいつらを絶望させられるか考えよう。

　俺は絶対に許さない。俺たちを裏切ったあいつらを許さない。

　そこにどんな崇高な理念が存在しようと関係がない。

　そこにどんな高尚な精神が存在しようと関係がない。




　ありとあらゆる苦痛の中で。




　善も悪も全てを置き去りにした感情だけが支配する法廷の中で。




　罪も罰も存在しない、拷問の先にある処刑場で。




　考えうる限り一番残虐な方法でお前らを殺してやる。

　俺の大切な女の命を奪ったお前らを許さない。もう二度と、お前らにレティシアを傷つけさせはしない。

　俺自身の復ふく讐しゅうだけじゃない。唯一、護まもることにも繋がる復讐。




　レティシアは馬鹿な俺に付き合って一度目の世界でもう十分に苦しんだんだ。だから、少しでもレティシアが傷つかずに済むように。

　せめて、少しでも長く生きていてくれるように。




　……それがたとえ、俺自身がレティシアの復讐対象になってしまう行いだとしても。




　獣国・グランディアの第二皇子、拳闘士のレオン＝ガイルード。




　そして、魔王・レティシアの姉であるリリア＝ルウ＝ハールストン。




「必ず殺してやる。体が擦すり切れるような苦痛の中で踏みにじって、俺たち以上の絶望の海に浸らせてやる」




　お前たち二人を、喰くらいつくして地獄の底に沈めてやる。

　それが世界をまたいで記憶を奪われてなお、消え去ることを許されなかった俺の誓いだ。
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